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調
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員

会
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群
馬
県
文
化
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総
合
調
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報
告
書
第
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馬
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育
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員

会
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方
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文

化
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序

浅
間
山
が
厳
し
い
自
然
の
あ
か
し
の
よ
う
な
山
肌
を
み
せ
て
聳
え
る
国
境
か
ら
、
優
美
な
山
容
を
示
す
榛
名
山
に
か
け
て
の
吾
妻
地
方
は
、
信
濃
路
と
上
州
路
を 

結
ぶ
街
道
筋
と
し
て
、
ま
た
、
名
湯.

草
津
を
は
じ
め
数
々
の
湯
治
場
が
あ
る
こ
と
で
も
、
古
来
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
〇
群
馬
の
中
で
も
然
し
た 

る
大
き
な
町
は
な
く
、
信
州
街
道
沿
い
に
宿
場
町
か
ら
発
展
し
た
中
之
条
町•

吾
妻
町.

長
野
原
町
を
軸
と
し
て
、
自
然
の
影
響
を
強
ぐ
受
け
つ > '

こ
の
地
方
の
人 

々
は
生
活
し
て
き
ま
し
た

〇

代
表
的
な
文
化
財
と
し
て
は
、
浅
間
の
噴
火
を
な
ま
な
ま
し
く
伝
え
る
特
別
天
然
記
念
物•

浅
間
山
熔
岩
樹
型
、
名
勝
の
名K

ふ
さ
わ
し
い
吾
妻
峡
、
天
然
記
念 

物
の
和
鶏•

チ
ャ
ボ
、
原
町
の
大
櫸
、
川
原
湯
岩
脈
、
湯
の
丸
の
レ
ン
ゲ
ッ
ッ
ジ
ヽ
草
津
白
根
の
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ.

ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
四
万
日
向
見
の 

薬
師
堂
、
大

道

峠(

中
之
条
町)

の
民
家•

富
沢
家
住
宅
等
々
が
あ
り
ま
す
〇
加
え
て
、

こ
の
地
方
を
旅
す
る
人
の
心
に
最
も
強
い
印
象
を
与
え
る
も
の
は
、
路
傍 

に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
道
祖
神
の
よ
う
な
石
造
美
術
品
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
貴
重
な
る
が
故
に
一
般
の
人
か
ら
も
隔
離
さ
れ
て
「
み
な
し
ご
」
と
な
っ
て
い
る
文
化
財 

も
あ
れ
ば
、
当
地
方
の
文
化
財
の
よ
う
に
自
ら
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
自
足
し
て
い
る
風
な
「
し
あ
わ
せ
」
な
文
化
財
を
こ
の
地
方
に
よ
ぐ
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
 

私
は
嬉
し
く
思
い
ま
す
〇

群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
、
五
力
年
計
画
で
実
施
し
て
き
た
文
化
財
総
合
調
査
の
最
終
年
次f

昭
和
五
十
一 

年
度)

の
調
査
地
区
と
し
て
、
吾
妻
地
方f

吾
妻
教 

育
事
務
所
管
内.

四
町
四
村)

を
対
象
と
し
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
〇
こ
の
た
び
、
そ
の
調
査
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
公
刊
し
ま
す
〇

文
化
財
総
合
調
査
は
、
今
次
調
査
で
一
応
終
了
し
ま
す
が
、
未
指
定
の
文
化
財
を
全
県
下
に
わ
た
り
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
所
期
の
目
的
は
運
す
る
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
〇
全
五
揖
か
ら
な
る
報
告
書
に
加
え
て
、
文
化
財
保
護
課
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
た
全
調
査
ヵ
ー
ド
と
も
あ
わ
せ
て
、
ひ
ろ
く
み
な
さ
ま
に
利
用
さ
れ 

ま
す
よ
う
念
願
し
て
お
り
ま
す
〇

末
筆
な
が
ら
、
調
査
な
ら
び
に
報
告
書
作
成
に
ご
助
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
扣
よ
び
、
各
地
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
県
民
の
み
な
さ
ま
に
も
心
か
ら
感 

謝
の
意
を
表
し
ま
す
〇

昭

和

五

十

三

年

1
1

一
月
三
日

群

馬

県

教

育

委

員

会

教

育

長
 

山 

川 

武 

正
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調
査
の
経
過

I
、

文

化

財

総

合

調

查

実

施

要

綱

1

趣

旨
諸
開
発
事
業
の
進
展•

生
活
様
式
の
激
変
に
ょ
办
文
化
財
は
急
速
に
散
佚 

•

消
滅
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
現
段
階
で
文
化
財
の
現
状
を
掌
握
す
る
必
要
に 

迫
ら
れ
て
い
る
。
文
化
財
の
保
護
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
文
化
財 

全
般
に
つ
い
て
緊
急
に
そ
の
所
在
及
び
現
状
を
調
査
し
て
記
録•

保
存
整
備 

を
し
、
今
後
の
活
用
の
計
画
資
料
と
す
る
も
の
で
あ
る
〇 

,

併
せ
て
、
市
町
村
の
文
化
財
調
査
員
等
の
現
地
研
修
の
機
会
と
し
、
文
化 

財
保
護
体
制
の
拡
充
を
図
ろ
ぅ
と
す
る
〇

2.
調
査
対
象
地
域

吾
妻
教
育
事
務
所
管
内
四
町
四
村

中
之
条
町•

東
村.

吾
妻
町•

長
野
原
町•

嬌
恋
村•

草
津
町• 

六
合
村•

高
山
村 

-

5. 

期

間

昭
和
五
十
一
年
四
月I

日
〜
昭
和
五
十
一 

|

年
三
月
三
十I

日

4.
調
査
主
体
者

群
馬
県
教
育
委
員
会

S
 

調
査
協
力
機
関

中
之
条
町
教
育
委
員
会•

東
村
教
育
委
員
会•

吾
妻
町
教
育
委
員
会
・
 

長
野
原
町
教
育
委
員
会•

孀
恋
村
教
育
委
員
会•

草
津
町
教
育
委
員
会
・
 

六
合
村
教
育
委
員
会•

高
山
村
教
育
委
員
会

6. 

対
象
文
化
財

絵

画

彫

刻

建

造

物 

く民
家
は
除
く) 

石
造
文
化
財
有
形
民
悔
文 

化

財

民

俗

芸

能

古

文

書

記

念

物f

動

物

植

物

地

質

鉱

物)
,
以 

上
、
国
及
び
県
指
定
文
化
財
を
除
く

Z

調
査
組
織

⑴

総
務
班

調
査
の
円
滑
な
運
営
と
総
括
を
行
う

県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
長A

よ
び
担
当
職
員

各
調
査
班
主
任
調
査
員

吾
妻
教
育
事
務
所
長
お
よ
び
担
当
城
員

谷
町
村
教
育
委
員
会
教
育
長
お
よ
び
担
当
職
員

⑵

調
査
班

絵
画
彫
刻
班 

へ2

名)

建
造
物
班 

へ2

名)

石
造
文
化
財
班 

へ5

名)

有
形
民
俗
文
化
財
班 

(
3

名)

民
俗
芸
能
班 

く5

名)

古
文
書
班 

く8

名)

記
念
物
班 

(

15
名)

合

計

54
名

県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
そ
の
他
か
ら
調
査
員
を
委
喊
す
る
。

⑶

地
区
調
査
員

調
査
の
円
滑
な
運
営•

所
在
調
査(

第

一

次
調
査)

お
よ
び
第
二
次
調 

査
時
の
調
査
員
の
補
助
を
す
る
た
め
、
次
の
ぅ
ち
か
ら
各
市
町
村
内
か 

ら
娄
嘱
す
る
〇

当
該
市
町
村
文
化
財
調
査
員

小
•

中
•

高
校
教
諭

そ
の
他 

合

計

50
名

8.
調
査
方
法

第
一
次
調
査

备
町
村
段
階
で
、
地
区
調
査M

に
よ
り
各
文
化
財
の
所
在
調
査
を
行
い
、
 

調
资
ヵ
ー
ド
に
記
入
す
る
〇

絵

函•

彫

刻•

建
造
物•

石
造
文
化
財•

有
形
民
俗
文
化
財
知
よ
び
記
念 

物
に
つ
い
て
は
、•
与
真
榭
影
を
行
ぅ
。



第
ー
ー
次
調
査

重
装
性•

緊
急
性
に
ょ
り
記
録
作
成
を
要
す
る
も
の
を
選
定
の
ぅ
え
、
调 

査
：貝
に
ょ
る̂

査
を
行
ぅ
〇

ま

と

め

胖
馬
県
文
化
財
総
合
調
査
報
告
く△

「
吾
妻
地
方
の
文
化
財
」
を
刊
行
す 

る
〇

,

調

査

員

永
井 

信
一 

県
文
化
財
保
護
審
議
会
姿
員 

彫 

刻 

近

藤

義

雄 

県
文
化
財
保
護
審
議
会•
姿
員 

絵

画
 

樂
原 

稔 

豊
田
工
業
卨
等
専
門
学
校
助
教
授 

建
造
物 

村
田 

敬
一 

藤
岡
工
業
高
等
学
校
教
論 

建
造
物 

金
子
規
矩
雄 

県
文
化
财
保
護
審
議
会
姿
員 

石
造
文
化
財 

礼

山

知

良 

県
議
会
図
省
室
長 

石
造
文
化
財 

近
藤
昭
一 

成
蹊
大
学-k

学
院
生 

石
造
文
化
財 

都
丸
十
九

I  

県
文
化
財
保̂

審
議
会
姿
員 

有
形
民
俗
文
化
財 

阪

本

英

j  

県
立
溥
物
館
学
芸
睐
長 

有
形
民
俗
文
化
財 

阿
部 

孝 

片
品
北
小
学
校
長 

有
形
民
俗
文
化
財 

秋
原 

進 

県
文
化
財
保
護
審
議
会•
姿
員 

民
俗
芸
能 

井
田 

安
雄 

県
史
槲
さ
ん
呈
調
査
員 

民
俗
芸
能 

奈

良

秀

重 

中
之
条
町
第
四
中
学
校
教
諭 

民
俗
芸
能 

山

田

武

磨 

県
文
化
財
保
護
審
議
会.
姿
員 

古
文
書 

中
砧 

明 

前
橋
工
業
高
等
学
校
教
諭 

古
文
書 

淡

路

博

和 

新
島
学
圍
高
等
学
校
教
諭 

古
文
書 

小
山 

友
孝 

群
馬
の
森
建
設
室
主
事 

古
文
書 

井

上

定

幸 

県
史
編
さ
ん
室
参
事 

古
文
書 

唐

沢

定

市 

県
史
編
さ
ん
室
調
査
員 

占
文
書 

丸
山
不
二
夫 

吾
妻
町
太
田
小.,,
子
校
教
頭 

占
文
書 

近
藤 

章 

高
崎
市
社
会
教
育
指
導
員 

古
文
書 

五
味 

礼
夫 

県
文
化
財
保
護
蕃
議
会
委
員 

動 

物

金
井
賢-

郎 

伊
勢
崎
商
業
高
等
学
校
教
諭 

勅

物
 

飯

域

正

幸 

藤
岡
高
等
学
校
教
諭 

劬

物
 

片
山 

满
秋 

前
橋
南
高
等
学
校
教
諭 

勅 

物 

布

施

英

明 

藤
岡
市
南
中
学
佼
教
諭 

勤 

物 

広
瀬 

文
男 

前
橋
市
第
六
中
学
校
教
諭 

動 

物 

土
屋 

清
喜 

前
橋
市
第
～
中
学
校
教
諭 

勧 

物 

橋

本

達

夫 

伊
勢
崎
東
高
等
学
校
教
論 

植

物
 

宮

前

俊

男 

中
之
条
高
等
学
校
教
諭 

植

物
 

天
田 

稔 

安
中
高
等
学
校
教
諭 

植

物
 

木

崎

喜

雄 

堪
文
化
財
保
護
蕃
議
会
姿
員 

地
溥
銀
牧 

久

保

誠
-

一
 

高
崎
高
等
学
校
教
論 

地
質
鉱
物 

戸
谷
啓-

郎 

六
合
村
中
学
校
教
諭 

地
貨
鉱
物

三
、
地

区

調

査

員

中
之
条
町 

奈
良
秀
重 

唐
沢
定
市
木
暮
久
弥 

伊
能
義

I  

山
口
武
夫 

松
本
倖I

郎

東
村 

人

塚

康

平

出

中

利

政

唐

沢

文

雄

西

山

徳

治

奥

木

碧 

小

池

通

之•

吾
妻
町 

青
木
威 

日
野
芳
次 

武
井
敏
雄
中
沢
梅
太
郎
海
野
恭
斎 

脇
屋
真
一 

丸
山
不
二
夫
小
林
哲
夫

長
野
原
町 

依
田
忠
雄 

篠
原
美
致
毅 

町
田
寅
一
郎 

佐
藤
仙
次

•  

内
堀
喜
次

騙
恋
村 

黒
岩
重
行 

大
塚
連
太
郎 

唐
沢
重
夫 

鎌
原
忠
司 

篠
原
専

I  

滝
沢
守
夫 

小
林
大
助 

唐
沢
雅
夫,

草
津
町 

湯
本
鹿
三
郎 

掘□

吉
雄 

設
楽
保 

山
口
正
一 

本
多
清
治 

山
本
勝
也

六

合

村

中

(K
豊

一

黒

岩.
春

夫

山

本

茂

黒

岩

九

蔵

市

川

昭

次

郎 

戸
谷
啓-

郎

高
山
村
林
精
一 

飯
塚
普
奈
良
五
郎
作
後
藤
宗
平
飯
塚
剛
一



明
珍
家
と
上
州
関
係I

資
料

大

田

蜀

山

人

の

編

し

た

「I

話I

言
」

の
和
本
か
ら
、

群
馬
県
関
係
資
料
の 

抜
書
を
し
て
い
る
と
、

そ
の
卷
四
十
七
に
、

明
珍
家
の
系
譜
の
抄
録
が
あ
セ
、 

こ
と
に
上
州
の
白
井
と
の
関
係
を
示
す
記
述
や
、

高
崎
、

小
幡
な
ど
も
見
え
る
〇 

こ
こ
に
全
文
を
写
し
て
み
た
の
で
、

工
芸
史
方
面
の
資
料
が
少
な
い
の
で
掲
載 

さ
せ
て
も
ら
ぅ
こ
と
に
し
た
〇
白
井
明
珍
の
こ
と
に
つ
い
て
は
従
来
も
発
表
さ 

れ
て
は
い
る
が
、

明

珍

家

譜

と

の

関

連

な

の

で一

層
興
味
が
も
た
れ
る
〇
正
統 

で
は
十
七
代
の
信
家
か
ら
の
ょ
ぅ
で
あ
る
が
、

庶

流

は

大

永•

享

禄
頃
ょ-i

上 

州
白
井
と
の
関
係
が
は
じ
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。

別
に
解
説
が
ま
し
い
こ
と
は 

略
し
、

た
だ
参
考
資
料
と
し
て
埋
め
草
代
り
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ 

る
〇

- 

(

萩

原

進
) 

.

鎧
巧
明
珍
家
譜
併
巧
拙
之
評

近

衛

帝

有

勅

旨

命

明

珍

因

為

累

代

之

家

号

称

中

興

元

祖

。

〇

元.•

祖 

明
珍
出
雲
守
紀
宗
介

甲
頰
上
作

住

雲

州

後

移

入

条

又

住

鎌

倉

康

治

久

安

文

治

建

久

正

治

之

頃

〇

二

代
 

同

刑

部

大

輔

宗

清
 

甲
頰
上
手

住

相

州

鎌

倉

建

久

正

治

文

久

之

頃

右
仲 

宗
長

左
内 

宗
秀

頼
母 

宗
泰 

正
内 

吉
清

平

太

郎

吉

次

〇

三

代
 

同

兵

部

大

輔

宗

行
 

甲
上
手

住I

条

堀

河

元

久

貞

応

寛

喜

之

頃

大
隅 

宗
直

〇

四

代
 

同

兵

衛

尉

宗

益
 

甲
頰
上
手

住

紀

州

和

歌

山

承

久

天

福

之

頃

右

平

太

宗

兼

左

平

太

宗

隅

〇

五

代
 

同

左

京

太

夫

宗

重
 

甲
頰
上
手

住

相

州

小

田

原

宝

治

文

永

之

頃

兵
庫 

宗
遠

〇
丄
ハ
代 

同

新

太

夫

宗

忠
 

甲
上
手



住

濃

州

佐

野

弘

安

之

頃

求
島 

重
家

嘉

太

郎

吉

重

〇

七

代
 

' 

间

右

近

太

夫

宗

繩
 

頰
上
手

住

九

条

徳

治

之

頃

対
島 

宗
義

〇

八

代
 

•  

间

兵

部

大

輔

宗

光
 

甲

頰

臑

当

上

丹
宮 

宗
則

後

醍

醐

帝

勅

命

賜

御

紋

付

製

朝

日

威

御

鎧

〇

九

代

* 

同

左

近

太

夫

宗

政
 

甲
臑
当
上

住

一

条

堀

河

建

武

之

頃

将
軍
源
義
公
賜
青
銅
拾
万
匹
及
摂
州
河
辺
郡
服
部
郷
七
拾
貫
之
地

〇

十

代
 

同

兵

衛

佐

宗

安
 

甲
頰
籠
手
上

住

一

条

掘

河

嘉

慶

之

頃

民
部
大
輔
宗
時

尚

有□

授

右

称

宗

十

代

但

不

彫

刻

姓

名

！

〇

十
一
代 

同

左

京

大

夫

義

弘
 

甲
上

住

一

条

堀

河

明

徳

之

頃

〇

十

代
 

间

左

兵

衛

尉

義

紀
 

甲
上

住

一

条

堀

河

応

永

之

頃

〇
十
三
代 

间

五

郎

大

夫

義
則 

甲
上

住

一

条

堀

河

正

長

之

頃

〇

十
四
代 

间

太

郎

大

夫

義

長
 

甲
上
上
頰
中

住

一

条

掘

河

宝

徳

之

頃

弟 

式
部
大
大{

夫)

高
義 

甲
頰
上
上
籠
手
上
作

信
家 

高
義 

義
通 

称
義
類
之
三
作
也

〇
十
五
代 

M

新

次

郎

義
#
 

甲
上
頰
中

住

相

州

鎌

倉

文

明

之

頃

久
八 

義
久

千

次

郎

義

国

〇

十
六
代 

同 

三
郎
大
夫
義
保 

甲
上
頰
中

住

相

州

鎌

倉

文

明

之

頃

左
近
大
夫

義
通

又

四

郎

義
勝

武
田
信
玄
令
作
諏
訪
星
盛
胄
此
時
賜
信
字

〇

十
七
代 

间

左

近

将

監

信

家
 

甲
上
上
頰
上
中

住

上

州

白

井

或

甲

州

府

中

永

正

享

禄

弘

治

大

永

天

文

之

頃



始
日
安
家
後
改
信
家
又
日
大
隅
後
又
号
覚
意
入
道

新

五

郎

信

房

孫

四

郎

勝

家 

〇
十
八
代 

同

又

八

郎

貞

家
 

甲
中

住
相
州
小
田
原
或
信
州' 

天
文
弘
治
之
頃

亦
日
平
六
‘

判

四

郎

房

家

判

大

夫

房

宗

将
軍
神
君
賜
御
書
頂
戴
御
紋

〇
十
九
代

一
大
円
平
頂
山
尊
霊
甲
宗
家
宗
信
父
子
両
作
製
之
日
歯
朶
御
胄
也 

住
江
州
安
土
天
正
天
和
之
頃

〇

二
十
代 

 

同

大

隅

守

宗

信
 

¥

上
轡
上
尤
得
鍛
錬

住
大
阪
或
武
州
元
和
寛
永
之
頃

増
右
衛
門
宗
清

但
馬 

宗
長

備
後 

宗
秀 

〇

廿
一
代 

同

大

和

守

宗

利
 

甲
頰
轡
共±

又
得
為
彫
刻
後
改
長
門
守
邦
道

住
武
州
神
田
寛
永
寛
文
之
頃

木

工

介

春

信 

〇

廿H

代 

同

式

部

紀

宗

介
 

後
改
大
隅
守

明
.

珍

：
家

—

：
流
-

〇

義
保
弟 

左
近
大
夫
義
通 

尚
有

授

甲
頰±

丑
廻
諸
国
求
勝
於
巳
者
胄
形
殆
似
高
義

住
一
条
堀
河
後
住
常
州
府
中
或
上
州
大
永
享
禄
之
頃 

〇

義
通
子 

数
馬
後
名
高
義 

甲
頰
中
甲
形
似
父

〇

義
通
弟 

又

四

郎

勝

義 

-

¥

頰
上
手 

後
号
新
大
輔
甲
形
似
義
通
但
冑
於
通
例
小
高

住
常
州
府
中
大
永
享
禄
之
頃

〇

勝
義
子 

五
郎
兵
衛
勝
正 

¥

頰
中
元
信
家
之
弟
子
也
故?

形
似
信
家

住±

州
白.
井
或.
小
幡
天
文
之
頃

〇 

太
郎 

—
政 

製
作
同
干
滕
正
但
勝
正
之
弟
子
也

住
上
州
小
幡
天
文
之
頃

〇

信
家
弟 

孫

四

郎

勝

家 

勝
義
弟
子
後
号
重
大
夫
？
形
似
信
家
又
粗
似
勝
家
也 

、

住
上
州
小
幡
天
文
之
頃

〇
信
家
子
貞
家
弟 

七
郎
大
夫
氏
家 

¥
±

手
似
父
信
家

住¥

州
府
中
大
永
之
頃

〇

勝
家
兄 

,
-

新

五

郎

信

房 

製
作
右
同

住¥

州
府
中,

天
文
之
頃

〇

信
房
子 

判

四

郎

房

家



上

住
上
州
白
井
天
文
之
頃

〇

房
家
弟
子 

判

六

郎

房

吉 

製
作
中

住
上
州
天
文
永
禄
享
禄
之
頃

〇

房
家
弟 

判

大

夫

房

宗 

後
号
又
八
郎
信
家
弟
子
胄
形
粗
似
信
家

住
相
州
小
田
原 

永
禄
享
禄
之
頃

〇

房
宗
子 

文

五

郎

家

房 

信
宗
弟
子
甲
形
似
房
家

住
小
田
原
或
上
州
天
文
享
禄
之
頃

〇

吉
久
子 

九

八

郎

信

吉 

製
作
中
信
家
弟
子
平
形
似
房
家

住
相
州
小
田
原
天
文
之
頃

〇

信
吉
子 

文

七

郎

信

広 

住
相
州
鎌
倉
永
禄
之
頃

〇

信
家
子 

文
平 

房
則 

家
房
弟
子

住
相
州
小
田
原
天
文
之
頃

義

有

庶

流

〇

成
重
子 

文

八

郎

康

重 

信
広
弟
子 

’,,

住
相
州
雪
下
永
禄
之
頃

〇 

平

四

郎

景

家 

住
相
州
鎌
倉
弘
治
之
頃

〇

房
宗
弟

甲
形
頰
容
似
兄
房
宗
之
作

住
相
州
雪
下
永
禄
天
正
之
頃

〇

義
久
子 

次
郎
大
夫
成
国 

成
重
祖
父
甲
中
星
胄
多

住
相
州
延
徳
之
頃

〇

先
成
国
子 

平

大
夫
成
国 

甲
中

住
相
州
酒
匂
川
天
文
之
頃

〇

成
国
子
成
重
父 

八
郎 

成
道 

甲
上

住
上
州
白
井
元
亀
天
文
之
頃

義

有

庶

流

〇
康
重
父 

蓬
菜
太
郎
成
重 

甲
上
胄
形
似
義
弘
星
胄
多
筋
胄
希
也
胄
之
星
精
小
也

住
上
州
八
幡
天
文
永
禄
之
頃

〇

成
道
弟
子 

又
八
郎
憲
国 

新
八
後
号
雲
海
入
道
甲
上
似
信
家

〇
 

又
六
郎

憲

重 

住
上
州
高
崎
永
禄
之
頃

〇 

又
四
郎

重

国 

住
上
州
高
崎
永
禄
之
頃

〇

憲
重
子 

九
郎 

国
重 

住
上
州
白
井
永
禄
之
頃

〇

重
則
子 

喜
六 

宗
則



甲
上
勝
義
弟
子
後
改
七
郎
大
夫
甲
形
似
勝
義
作

〇
宗
則
子 

喜

内

宗

義
 

甲
上
製
作
似
父
亦
似
成
重
作

住
上
州
白
井
永
禄
之
頃

〇

憲
重
子 

又
市
郎
重
則 

住
上
州
白
井
永
禄
之
頃

〇
義
通
弟 

矢
部 

宗
久 

甲
中
宗
則
弟
子

住I

条
堀
河
或
野
州
天
文
之
頃

〇
宗
則
子 

三
郎 

宗
時 

甲
上
製
作
似
宗
則
専
得
製
頰
似
信
家
作
自
宗
介
十
六
代
後

住|

条
堀
河
或
上
州
白
井

〇
宗
久
子 

又

八

郎

吉

久 

甲
形
似
宗
久 

自
宗
介
十
八
代
後

住
野
州
太
田
原
或
相
州
鎌
倉 

天
文
之
頃

平
角 

久
吉

右

同

住
野
州
太
田
原
或
相
州
鎌
倉 

天
文
之
頃

〇
貞
家
之
弟
子
也 

左

大

夫

家

久 

甲
上
製
作
似
父
専
得
製
胴

住
相
州
雪
下
天
文
慶
長
之
頃

〇
国
久
子 

伝

七

郎

久

家 

手
上
家
久
養
子

住
相
州
雪
下
天
正
慶
長
之
頃

〇
久
家
子 

左

太

郎

政

家 

甲
上

住
相
州
雪
下
慶
長
之
頃

〇 

吉
平 

吉
通 

甲
形
似
吉
久
元
来
吉
久
之
弟
子
也

住
奥
州
岩
城
永
禄
之
頃

〇
吉
道
子 

左

近

次

義

家 

¥

形
似
前
勝
義

住
奥
州
岩
城
永
禄
之
頃

〇 

平
介 

吉
貞 

甲
形
似
吉
久
元
来
吉
久
之
弟
子
也

住
野
州 

天
文
之
頃

〇

吉
通
の
弟
子
也 

織

衛

後

勝

義 

甲
形
似
前
勝
義
少
当
信
家
弟
子

住
奥
州
岩
城 

文
禄
之
頃 

. 

〇 

源
次 

次
清 

専
得
製
胴
政
家
之
弟
子
少
当
政
家

住
相
州
雪
下 

元
和
之
頃

0

景
家
子 

万

次

郎

貞

行 

籠
手
上
作

住
相
州
大
島 

元
和
之
頃 

〇
天
文
之
頃 

家

房

文

五

郎 

〇

天
文
之
頃 

信
行 

弥
介 

住
上
州
白
井

〇
永
正
之
頃 

信

忠

清

七

郎 

住
甲
州
府
中

〇

享
保
之
頃 

信
政 

九
七 

住
上
州



〇
弘
治
之
頃 

信
光 

住
甲
州

〇

大
永
之
頃 

信
綱 

丹
下 

住
甲
州

〇

天
文
之
頃 

信

安

吉

十

郎 

〇
義
通
弟
子 

義
跡,

義
義
平 

義

道

又

太

郎

上
作 

義

正

和

泉

守 

上
作 

義

家

左

近

次 

勝

義

前
勝
義
弟
子

〇
战
重
弟
子

〇

永
禄
之
頃 

成

吉

源

兵

衛 

住
上
州

成
忠 

門
平

住
上
州

重
忠 

伝
八

住
上
州

〇
平
蔵
子 

国
近 

上
作

国
久
蓬
萊
次
郎

住
加
州
或
上
州

〇

上
作 

 

永
久 

平
内 

住
加
州
金
沢

国
近
蓬
萊
三
郎

面
頰
上
作
憲
国
弟
子

明
珍
家
製
作
之
次
第

〇

宗

介 

胄
形
丸
シ
テ
鉢
ヒ
キ
ク
星
大
小
共
二
有
之
至
テ
シ
ホ
ラ
シ
ク
筋 

胄
モ
有
之
鉢
形
上
二
同
シ
頰
烈
勢
至
テ
ス
サ
マ
シ
尚
有
口
授 

〇

宗 

清 

胄
形
上
ー
ー
同 

頰
父
ノ
作
二
似
タ
リ
尚
有
口
授 

〇

宗 

行 

胄
形
丸
ク
鉢
形
頭
上
尖
リ
テ
見
エ
ル
ナ
リ
頰
鮒
ナ
シ
尚
有
口
授 

〇
宗 

益 

胄
形
丸
ク
鉢
形
少
シ
後
高
也 

頰
烈
勢
也
尚
有
口
授

〇

宗 

重 

胄
形
丸
鉢
形
後
高
也 

頰
ハ
老
人
ノ
面
ノ
如
ク 

ア
ゴ
出
テ
長 

ク
見
ユ
ル
也

〇

宗

忠
 

胄
ノ
形
宗
清
二
似
タ
リ

〇

宗

繩
 

胄
ノ
形
丸
ク
後
急
二
高
ク
見
ユ
ル
ナ
リ

〇

宗

光
 

胄
形
丸
後
少
高
シ

〇

宗

政
 

冑
形
宗
清
—
似
タ
リ
筋
高
シ

〇

宗 

安 

胄
形
後1

1

テ
ヒ
キ
ク
ヵ
ラ
ク
リ
ホ
ソ
シ 

頰
ヲ
製
ス
ル
コ
ト
上

手
也

〇

義

弘 

胄
形
上
へ
高
シ
上
ニ
テ
ヵ
ト
立
目
庇
ヒn

シ

〇

義 

紀 

胄
形
上
へ
高
シ
祖
父
ノ
作
二
似
タ
リ
手
際
宜
シ 

頰
モ
ョ
ロ
シ 

〇

義

則
 

胄
形
上
へ
高
シ
義
紀
ガ
作
ョ
リ
丈
夫
二
見
ユ
ル
也
頰
上
手
也 

〇

義

長
 

胄
形
上
へ
高
シ
勝
義
二
似
タ
リ
手
ギ
ハ
宜
シ

〇

義

有
 

胄
形
右
同
断

〇

義

保
 

胄
形
右
二
同

〇
信

家
 

冑
形
ム
ッ
ク
リ
ト
後
ニ
テ
平
ク
見
ユ
ル
也
筋
ヲ
上
ニ
テ
摺
ナ 

ガ
シ
タ
ル
ナ
リ

〇

貞 

家 

胄
形
右
二
同
ジ
信
家
之
作
二
少
シ
劣
レ
リ

〇

宗

家 

胄
形
宗
安
二
如
タ
リ
後
ニ
モ
前
ニ
モ
張
也

〇

宗

信 

胄
形
右
二
间
ジ

〇

邦

道
 

胄
形
大
二
丸
シ
宗
介
二
似
タ
リ
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建 

造 

物

は

じ

め

に

H

調
査
対
象
建
造
物

.
群

馬

県

教

育

委M

会e

は

昭

和

四

十

三

年

度

に

大

ま

か

で

は

あ

る

が

「
民
家 

緊
急
調
査
」

の
名
の
も
と
に
、

県
内
务
地
に
残
る
占
い
民
家
建
築
の
調
査
を
実 

施
し
、

こ

れ

を

ま

と

め

て

「
群
馬
県
の
民
家
」

の
タ
ィ
ト
ル
で
昭
和
四
十
六
年 

三
月
刊
行
し
て
い
る
〇
ま
た
、

調
査
の
結
果
重
要
な
民
家
六
棟
を
選
び
、

国
指 

定
重•
要
文
化
財
に
し
て
い
る
〇
し
か
し
、

民
家
以
外
の
建
造
物
に
つ
い
て
の
県 

内
全
域
に
わ
た
る
調
査
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
〇
そ
こ
で
こ
の
度 

の

「
文
化
財
総
合
調
査
」

に
お
け
る
建
造
物
の
調
査
で
は
民
家
を
除
い
た
建
造 

物
に
重
点
を
置
い
て
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

•

調
査
の
対
象
が
民
家
を
除
い
た
建
造
物
と
い
ぅ
こ
と
に
な
る
と
、

そ
の
大
部 

分

は

神

社•

仏
閣
扣
よ
び
こ
れ
ら
に
付
属
す
る
建
造
物
に
な
る
。

本

年

は

五

ヶ

年

に

わ

た

る

「
文
化
財
総
合
調
査
」

の
最
終
年
度
に
当
り
、

調 

査

対

象

地

域

は

吾

妻

教

育
事
務
所
管
内
に
当
る
中
之
条
町
。
東

村
•

高

山

村

・

'  

吾

妻

町
•

六

合

村•

草

津

町
•

長

野

原

町

。
孀
恋
村
の
四
町
四
村
で
あ
る
。 

〇

調

査

方

法

調
査
は
弟
一
次
調
査
と
第
二
次
調
査
の
二
段
階
に
分
け
て
実
施
す
る
は
ず
で 

あ
っ
た
。

即
ち
、

第
一 

次
調
査
は
各
町
村
段
階
で
、

地
区
調
査
員
に
よ
り
対
象 

建
造
物
の
所
在
確
認
を
行
い
、

由
緒
知
よ
び
信
仰
の
内
容
、

そ
の
他
の
伝
承
、
 

さ
ら
に
建
立
年
代
を,
証
明
す
る
資
料
等
を
記
入
し
、

ま
た
柱
上
部
分
や
特
色
あ 

る
部
分
の
写
真
撮
影
を
行
い
、

こ
れ
ら
の
写
真
を
添
付
し
た
ヵ
ー
ド
を
県
教
委 

に
提
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
二
次
調
査
は
提
出
さ
れ
た
ヵ
ー
ド
か 

ら

建

築

的

に

意

匠.

技
術
が
優
れ
て
い
る
も
の
、

歴
史
的
に
意
義
あ
る
も
の
、
 

棟
札
知
よ
び
他
の
記
録
等
に
よ
っ
て
建
立
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
等
を
選
定
し
ヽ

こ
れ
ら
の
現
地
調
査
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
〇
し
か
し
、

実
際

に

は

ヵ

ー

ド

の. 

出
な
い
地
区
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
た
め
、

調
査
員
が
第
一
次
調
査
と
第
二
次 

調
査
を
兼
ね
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

調
査
の
当
日
は
地
元
教
育
委
員
会
の
担
当
係
員
あ
る
い
は
地
元
の
文
化
財
専 

門
娄
員
の
方
々
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

現
地
調
査
を
進
め
て
い
っ
た
〇
現
地 

調
査
に
当
っ
て
は
、

地
元
に̂

存
す
る
民
家
以
外
の
建
造
物
を
で
き
る
だ
け
多 

く
み
て
、

即
ち
総
当
り
的
に
調
べ
上
げ
、

そ
の
中
で
建
築
的
に
特
色
あ
る
も
の

 ヽ

歴
史
的
に
意
義
あ
る
も
の
、

扣
よ
び
棟
札
や
普
請
帳
そ
の
他
の
墨
く
等
に
よ
っ 

て
建
立
年
代
の
明
確
に
な
っ
た
も
の
等
は
建
築
备
部
の
詳
細
な
写
真
撮
影
を
お 

こ
な
う
と
と
も
に
、

建
立
年
代
を
示
す
証
拠
資
料
の
記
録
採
取
に
努
力
し
、

客 

観
的
fi
料
と
す
る
た
め
に
建
立
年
代
を
示
す
証
拠
資
料
は
で
き
る
限
り
写
真
撮 

影
を
行
い
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
建
築
年
代
や
保
存
妯
値
を
正
し
く
判
断
で
き
る 

こ
と
を
目
標
と
し
た
〇

Q

調
査
結
果

現
地
調
査
の
結
果
、

谷
町
村
と
も
調
査
に
当
っ
た
建
造
物
の
大
半
は
幕
末
の 

も
の
で
あ
っ
た
。

特
に
江
戸
時
代
中
期
以
前
に
遡
る
遺
構
に
な
る
と
、

そ
の
数 

は
急
激
に
減
少
す
る
〇

建
築
手
法
か
ら
調
査
遺
構
を
概
戚
す
る
と
、

江
戸
時
代
中
期
頃
を
境
に
し
て 

彫

刻
•

彩

色
•

金
具
等
に
よ
っ
て
表
面
の
意
匠
を
こ
ら
す
傾
向
が
次
第
に,
強
く 

な
り
、

特
に
化
政
期
以
降
の
遺
構
で
は
础
部
の
装
飾
の
み
に
と
ら
わ
れ
、

彫
刻 

•

彩

色

。
金
具
等
の
乱
用
が
目
立
ら
、

煩
雑
過
飾
の
感
に
あ
ふ
れ
て
そ
れ
は
も 

は
や
建
築
と
い
う
よ
り
装
飾
品
と
い
っ
た
方
が
適
切
に
思
わ
れ
る
も
の
す
ら
現 

わ
れ
る
。

調
査
報
告
は
主
に
江
戸
時
代
中
期
以
前
の
遺
構
を
と
り
あ
げ
た
が
、 

そ
れ
以
後
の
も
の
も
建
立
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
で
比
較
的
質
の
よ
い
も
の
を 

と
り
あ
げ
て
扣
い
た
〇 

(

榮

原

稔
)



調

査

報

告

H

中
之
条
町

親

都

神

社

所

在

地

中

之

条

町

大

字

五

反

田

ニ

ニ

〇

管

埋

者

富

沢

福

重

親
都
は
鎮
座
地
の
小
字
名
で
も̂

る
。

拝
殿
は
当
初
草
葺
で̂

っ
た
が
、

現 

在
は
、

鉄
板
で
葺
か
れ
て
い
る
。

拝
殿
内
部
の
格
天
井
の
鏡
板
に
は
各
種
の
動 

植
物
の
彩
色
画
が
描
か
れ
てa

り
、

そ

の

ぅ

ち

の

一

枚

に

「
天
保
十
四
癸
卯
秋 

酔
山
画
」
と

記

さ

れ

た

墨

書

が

残

さ

れ

て

い

る

〇

「
酔
山
」

と
号
す
画
家
は
大 

字
四
万
字
殿
界
戸
の
人
で
あ
る
と
地
元
で
は
い
い
伝
え
て
い
る
。

外
観
は
入
母 

屋
造
り
の
前
面
に
唐
破
風
の
向
拝
を
付
け
た
も
の
で 

へ
写
真①
)

、

蟇

股
•

海 

老

虹

梁•

象
鼻
を
は
じ
め
各
種
の
細
部
特
徴
ょ
り
推
察
す
る
と
、

化
政
期
以
後 

の
手
法
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
拝
殿
は
天
井
に
残
さ
れ
た
墨
書
の
年
代
頃
、
 

即
ち
天
保
年
間
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
み
て
ょ
い
で
あ
ろ
ぅ
。

本

殿

は

一

間

社

春

日

造

で

屋

根

は

柿

葺

で

ぁ

る(

写
真©
)

。

全
体
に
質
素 

に
で
き
て
い
る
が
、

蟇
股
や

海

老

虹

梁

の

特

徴

お

ょ

び

丸

桁.

虹
梁
等
に
み
ら 

れ

る

唐

草

の

卷

具

合

な

ど

か

ら

棵

札(

写
真®
)
 

の
通̂
/
 

寛

政

七

年
(

一
七, 

九
五)

の
建
立
と
み
て
ょ
い
で
ぁ
ろ
ぅ
〇

〔$真①〕親都神社拝殿

〔写真②〕親都神社本殿〔.写真③〕親都神社本殿の棟札

(左が表•右が裏)



本
殿
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
神
鏡
支
持
板
の
裏
側 

へ
写
真④

)

に

は

「
戸
張 

ヘ
帳)

明
鏡
帰 

へ
寄)

進
人 

当
村
田
村
次
郎
兵
衛 

大
工
当
村
冨
沢
七
左
衛 

門 

享
保
十
四
己
酉
天
七
月
廿
八
日
」

の
ょ
ぅ
な
墨
書
を
残
し
て
い
る
。

し
か 

し
ヽ
こ
れ
ら
は
本
殿
の
建
築
と
は
関
連
づ
け
ら
れ
な
い
。

石

薬

師

堂

所
在
地 

中
之
条
町
大
字
五
反
田
字
嵩
山

管
理
者 

冨

沢

福

重

三
間
三
面
の
草
葺
方
形
屋
根
の
前
面
に
向
拝
を
付
け
て
い
る
へ
写
真⑤
)

〇 

和
唐
折
衷
様
式
で
あ
り
、

棰
木
は
扇
棰
木
と
し
て
い
る
〇
内
部
は
一
間
で
裏
壁 

に
接
し
た
中
央
部
に
須
弥
壇
を
配
し
、

こ
の
中
央
に
唐
様
の
強
い
厨
子
を
置
き 

へ
写
真®
)

、

こ

の

中

に|

片
の
粗
末
な
本
尊
様
の
石
が
安
置
さ
れ
て
い
る
〇 

本
堂
宇
は
棟
札 

へ
写
真⑦

)

に
ょ
っ
て
、

明
和
元
年 

二 

七
六
四)

秋
八
月 

初
八
日
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、

長
方
形
の
板
に
墨
書 

さ

れ

た

宝

暦

十

二

壬

午

歳

の

「
薬
師
堂
建
立
奉
加
覚
」

も
残
さ
れ
て
い
る
。

建
築
各
部
に
み
ら
れ
る
細
部
の
特
徴
か
ら
推
察
し
て
も
棟
札
と
堂
宇
の
建
立

時
期
は
合
致
し
て
い
る
の
で
、

明
和
元
年
の
建
立
と
断
定
し
て
ょ
い
で
あ
ろ
ぅ
〇

〔写真④〕
本殿神鏡支持板裏の墨書

〔写真⑤〕石薬師堂

〔写真⑧〕石薬師堂内部正面

〔写真⑦〕石薬師堂棟札



大

国

魂

神

社

所
在
地 

中
之
条
町
大
字
中
之
条
九
〇
六

管
理
者 

田

村

辰

雄

一  

間
社
で
屋
根
は
入
母
屋
の
前
面
に
千
鳥
破
風
を
付
け
、

さ
ら
に
向
拝
部
の 

屋

根

を

唐

破

風

と

し

て

変

化

と

趣

向

を

こ

ら

し

て

い

るf

写
真⑧
)

〇
柱
か
ら 

壁
面>

よ
び
軒
裏
に
い
た
る
ま
で
彫
刻
で
う
め
つ
く
さ
れ
、

正
に
煩
雑
過
飾
の 

感
に
あ
ふ
れ
て
い
る 

ヘ
写
真⑨

)

〇
こ
の
よ
う
な
作
品
に
な
る
と
ヽ
こ
れ
が
は 

た
し
て
建
築
で
あ
ろ
う
か
と
疑
問
を
い
だ
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
〇
む
し
ろ
彫 

刻
作
品
と
し
て
あ
つ
か
つ
た
方
が
適
切.
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
〇
な
ぜ 

な
ら
そ
れ
は
建
築
と
し
て
の
構
造
の
誠
実
さ
を
欠
く
ば
か
り
で
な
く
、

全
く
そ 

れ
を
無
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
〇

あ
い
に
く
本
殿
内
部
を
開
放
し
て
も
ら
え
な
か
つ
た
た
め
に
、

棟
札
の
有
無 

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
が
、

こ
の
社
殿
は
幕
末
か
ら
明
治
初
年
頃 

に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
〇

こ
の
ょ
ぅ
に
近
世
の
神
社
建
築
の
ゆ
き
つ
く
は
て
は
ヽ
構
造
の
誠
実
な
表
現 

を
競
ぅ
も
の
で
な
く
、

も

s>
ぱ

ら

細

部

の

装

飾

に

の

み

こ

s>
て
し
ま
っ
た
た
め
、
 

建
築
的
に
は
次
第
に
ま
ず
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

当
社
殿
は
そ
の
極
致
に 

い
た 

っ
た
例
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る

〇

宝

満

山

林

昌

寺

所
在
地 

中
之
条
町
伊
勢
町
一
〇
〇
二

管
理
者 

柴

田

—
義

彦

本

堂

は

草

葺C

写
真 
©
 
)

で
あ
る
が
、

三
門
は
鉄
板
で
葺
か
れ
て
い
る 

(

写
真⑪
)

〇
し
か
し
、

当
初
は
三
門
も
草
葺
で
あ
っ
た
〇
三
門
は
唐
様
を
基 

調
と
し
、

こ

れ

に

和

様

を

加

味
し
た
も
の
で
あ
る
〇
三
門
の
建
築
は
「
三
門
造 

立
勧
化
」

へ
写
真⑫

)

に
ょ
れ
ば
ヽ
元
文
五
年 

二 

七
四
〇)

〜
寛
保
三
年

二 

七
四
三)

に
か
け
て
扣
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

本
堂
は
和
様
を
基
調
と
し
た
も
の
で
、

柱
上
に
舟
形
肘
木
を
の
せ
、

こ
の
舟 

形
肘
木
で
桁
を
受
け
て
い
る
た
め
、

落
着
い
た
意
匠
を
表
現
し
て
い
る
。

〔写真⑧〕大国魂神社社殿

〔写真⑨〕同 上



本
堂
に
つ
い
て
の
建
築
の
記
録
は
な
い
が
、

細
部
の
建
築
手
法
等
の
特
徴
か 

ら
 ヽ

本
堂
も
三
門
と
同
年
代
頃
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
み
て
ょ
い
で
あ
ろ
ぅ
〇
当 

寺
の
紋
章
はM

田
氏
と
同
様
で
あ
る
が
、

そ
の
理
由
は
真
田
氏
の
祖
幸
隆
の
弟 

矢
沢
綱
隆
の
開
基
す
る
と
こ
ろ
か
ら
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
〇

吾

妻

神

社

所
在
地 

中

之

条

町

横

尾

一

六

一

管
理
者 

永

井

安

吉

本
殿
は
二
間
社
流
造
り
で
、

柱
上
を
三
手
先
組
と
し
て
、

木

鼻
.

手

挾
.

海 

老
虹
梁
等
を
籠
彫
と
し
、

こ
れ
ら
に
彩
色
を
施
す
な
ど
細
部
の
意
匠
を
こ
ら
し 

て

い

る
(

写
真⑬
)

。

本
殿
に
関
す
る
棟
札
は
二
枚
残
さ
れ
て
知
り
、

I

枚
は 

大

工
.

彫
工
等
の
職
人
の
名
を
墨
書
し
た
も
の 

へ
写
真⑭

左)

ヽ

も

う

I  

枚
は 

氏

子
.

世
話
人
等
の
名
を
墨
書
し
た
も
の 

ヘ
写
真⑭

右)

で
あ
り
、

両
者
と
も 

「
文
政
四
辛
巳
年
四
月
吉
祥
日
」

の
年
号
が
あ
り
、

建
築
手
法
か
ら
み
て
も
文 

政
四
年 

二 

八
二 I

) 

の
遺
構
と
み
て
ょ
い
で
あ
ろ
う
。

拝
殿 

ヘ
写
真⑮

)

の
建
築
手
法
に
は
本
殿
ょ
り
さ
ら
に
新
し
い
特
徴
が
み
ら 

れ
、

天

井

に

描

か

れ

た

龍

絵

の

わ

き

に

「
天
保
壬
辰
孟
夏
酔
墨
」

の
墨
書
が
あ 

る
と
こ
ろ
か
ら
、

天
保
三
年 

二

八

三

二
)

頃
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
み
て
間
違 

い
な
い
で
あ
ろ
う
〇

〔写真⑩〕林昌寺本堂

〔写真⑪〕林昌寺三門

〔写真⑫〕三門の建立年 

代がこの中に記されてい 

る

〔写真⑬〕吾妻柙社本殿



随
身
門 

へ
写
真⑯
)

は
棟
札
等
の
建
立
年
代
を
示
す
資
料
を
残
し
て
い
な
い 

が
、

建
築
手
法
お
ょ
び
細
部
の
特
徴
等
か
ら
、

江
戸
時
代
中
期
頃
ま
で
遡
る
遺 

構
と
考
え
ら
れ
る
〇
屋
根
は
入
母
屋
造
で
現
在
鉄
板
葺
と
さ
れ
て
い
る
が
、

当 

初
は
草
葺
で
あ
っ
た
。

棟
札 

へ
写
真⑭
)

に
ょ
れ
ば
、

本

殿

の

大

工

棟

梁

は

本

惣(

元
総)

社
の
住 

人
関
谷
出
雲
平
貞
許
、

脇
棟
梁
は
同
じ
く
本
惣
社
住
人
石
井
丈
右
衛
門
頁
房
と 

北
原
村
住
人
小
林
庄
太
夫
貞
矩
の
二
人
で
、

彫
工
は
花
輪
村
石
原
銀
八
、

清
水 

儀
兵

衛

及

び

武

州

熊

谷

宿

住

人

小

林

源

八•

小
林
源
太
郎
の
名
が
見
ら
れ
る
〇 

山

田

の

薬

師

堂

所
在
地 

中
之
条
町
大
字
山
田

管
理
者 

山

田

正

治

当
薬
師
堂
は
山
田
正
治
家
の
所
有
に
な
る
個
人
持
の
堂
宇
で
あ
る
と, 
い
わ
れ 

て
い
る
。

山
田
正
治
家
の
先
祖
は
当
地
の
草
分
で
あ
り
、

江
戸
時
代
は
名
主
を 

.
勤
め
た
有
力
な
家,
柄
で
、

そ
の
財
力
を
傾
注
し
て
造
り
上
げ
た
の
が
ヽ
現
存
す 

る
薬
師
堂
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
〇

〔写真⑭〕吾妻神社本殿棟札

〔写真⑮〕吾妻神社拝殿

〔写真⑯〕随身門

〔写真⑰〕山田の薬師堂



堂
宇
は
三
間
三
面
で
入
母
屋
造
り
の
妻
側
を
正
面
と
し
て
、
さ
ら
に
鎚
破
風 

を
付
け
て
向
拝
部
を
造
り
出
し
て
い
るf

写
真⑰
)

〇

建
築
は
和
唐
折
衷
様
式
と
し
て
い
る
が
、
唐
様
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
例
え 

ば
棰
は
扇
棰
と
し
、
軒
組
物
は
詰
組
で
柱
上
に
台
輪
を
置
き
、
台
輪
下
に
頭
貫 

を
入
れ
、
本
柱
と
向
拝
柱
は
海
老
虹
梁
で
結
ば
れ
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。

内
部
は
内
陣
と
外
陣
に
区
分
さ
れ
、
両
者
と
も
格
天
井
を
張
り
、
鏡
板
に
各 

種
動
植
物
の
絵
画
を
描
い
て
い
る
。

内
陣
で
は
裏
壁
に
接
し
て
中
央
部
に
唐
様
須
弥
壇
を
設
け
、
こ
の
上
に
唐
様 

の
強
い
立
派
な
厨
子
を
安
置
し
て
い
る 

へ
写
真⑱
)

〇

当
薬
師
堂
は
小
屋
束
に
棟
札
を
釘
で
打
ち
つ
け
て
残
し
て
扣
り
、
こ
れ
に
ょ 

り
享
和
二
年 

二 

八
〇
二)

の
建
立
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
建
築
様
式
か 

ら
み
て
も
、
現
存
の
薬•
帥
堂
は
享
和
二
年
に
建
築
さ
れ
た
遺
構
と
み
て
間
違
い 

な
い
。

た
だ
し
当
初
は
現
在
の
ょ
ぅ
な
鉄
板
葺
の
屋
根
で
な
く
、
草
葺
で
あ
〇
た
も
の 

と
思
わ
れ
る
〇
次
に
棟
札
の
写
し
を
掲
げ
て
扣
く
〇

 

享

和

二

年
 

天

御

柱
 

彦
挾
知
理
命

大
元
尊
神
国
立#

謹

請

薬

師

如

釆

三

元

五

大

神

神

力

上

棟

大

元

加

持

祈

修

 

郷
中
繁
昌
風
雨
須
時
百
穀
熟
登
萬
氏
豊
楽

国 

御

柱
 

手
置
帆
負
命 

上
州
我
妻
郡
小
泉
邑

/
 

棟
梁
白
石
相
模
籐
原
厳
応
敬
白

 

壬
戌
四
月
吉
日

山田の藥師堂棟札 〔写真⑱〕藥師堂内陣©須弥壇と厨子



清

水

の

弁

天

堂

所
在
地 

中
之
条
町
大
字
山
田 

遽 

管
理
者 

町

田
 

清

二
間
二
面
草
葺
方
形
屋
根
の
小
堂
で
あ
る
が
、
床
下
に
当
る
地
面
を
約
三
尺 

程
掘
り
下
げ
、
周
囲
に
功
石
を
積
ん
で
水
を
た
く
わ
え
る
ょ
ぅ
考
え
ら
れ
て
い 

る
の
が
お
も
し
ろ
い 

へ
写
真⑲
)

。
堂
の
中
に
は

I  

間
社
春
日
造
り
の
小
さ
な 

祠
が
あ
り
、
草
葺
の
堂(

写
真⑲
)

は
こ
の
鞘
堂
と
な
っ
て
い
る
。

鞘
堂
は
幕
末
の
も
の
で
あ
る
が
、
中
の
祠
は
各
部
の
建
築
的
特
徴
か
ら
、
江 

戸
時
代
中
期
頃
ま
で
溯
る
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。

当
地
に
伝
わ
る
伝
承
に
ょ
れ
ば
、
当
弁
天
堂
は
当
地
の
有
力
名
主
で
あ
る
町 

田
三
右
衛
門
の
奥
方
が
、
自
分
の
小
遣
銭
を
投
じ
て
建
て
た
も
の
と
い
わ
れ
て 

い
る
。
町
田
三
右
衛
門
は
前
述
の
「
山
田
の
薬
師
堂
」

へ
宝
暦
六
年
に
奉
額
し 

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
鞘
堂
内
の
小
祠
は 

一
八
世
紀
中
期
頃
の
も
の 

と
推
定
し
て
扣
く
〇

諏

訪

神

社

所
在
地 

中
之
条
町
大
字
上
沢
渡
字
反
下

管
理
者 

関 

三

次

本
殿
はI

間
社
流
造
板
葺
で
改
造
少
な
く
、
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
を
示 

し
て
い
る
へ
写
真©
)

〇
和
様
を
基
調
と
し
た
唐
様
ま
じ
り
の
折
衷
様
式
で
、" 

柱
上
は
出
組
と
し
て
い
る
。
蟇
股•

海
老
虹
梁.

向
拝
部
虹
梁•

唐
草
の
卷
具 

合
•

そ
の
他
細
部
の
特
徴
等
か
ら
本
殿
は
江
戸
時
代
中
期
頃
の
遺
構
と
推
定
さ 

れ
る
〇

本
殿
内
に
鎮
座
す
る
御
神
像
の
台
座
裏
へ
写
真@
)

に

「
元
文
天
十
一
月 

吉
祥
日
」
の
墨
書
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
ヽ
御
神
傢
の
製
作
年
代
と
本
殿
の 

建
立
年
代
は
あ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
て
ょ
い
で
あ
ろ
ぅ
〇
即
ち
、
本 

殿
は
元
文
元
年 

ヘ
ー
七
三
六)

頃
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い 

で
あ
ろ
ぅ
〇

〔写真⑲〕清水の弁天堂

〔写真⑳〕同上内の小祠正面向拝部

〔写真㉑〕同側面軒組物をみる



破
損
少
な
く
保
存
状
態
は
良
好
で
、I

間
社
流
造
り
の
遺
溝
と
し
て
は
比
較 

的
質
の
ょ
い
も
の
で
あ
る
〇

〔写真㉒)諏訪神社本殿

〔写真㉘)諏訪神社本殿向拝部 〔写真㉞) 

御神像台座裏の墨書



宗 

本 

寺

所
在
地 

中
之
条
町
大
字
下
沢
渡
字
金
原

管
理
者 

吉

永

霊

順

本
堂
は
入
母
屋
造
の
前
面
中
央
部
に
唐
破
風
を
付
け
、

こ
こ
を
玄
関
に
し
て 

階
を
設
け
て
い
る
。
屋
根
は
現
在
鉄
板
で
葺
か
れ
て
い
る
が
、
当
初
は
草
葺
で 

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
〇
堂
内
は
内
陣
と
外
陣
に
区
分
さ
れ
、
内
陣
の
中
央 

正
面
に
須
弥
壇
を
置
き
、
天
井
は
鏡
板
格
天
井
と
し
て
鏡
板
に
各
種
の
動
植
物 

の
絵
を
彩
色
し
て
描
い
て
い
る

内
外
陣
と
も
襴
間
は
高
肉
彫
と
し
極
彩
色
を
施
し
て
い
る(

写
真@
)
 

〇 

こ
れ
ら
の
欄
間
の
ぅ
ち
で
裏
側
に
彫
物
師
の
氏
名
を
記
し
た
墨
書
を
見
出
し
た 

の
で
、
そ
の
墨
書
文
を
次
に
掲
げ
て
扣
く
。

「
欄
間
三
枚
之 

施
主
四
万
村
田
村
文
左
衛
門
母

享
和
元
辛@

年
七
月
九
成
就
至
候 

世
話
人
折
田
村
左
門

当
寺
十
九
世
哲
誉
代 

彫
物
師
花
輪
村
高
瀬
忠
七
作
」

「
天
保
十
三
寅
ど
し
七
月
十
三
日

彫

物

師

米

野

萩

原

定

軍

作

当
山
二
十
世
性
誉
代 

」

以
上
の
如
く
襴
間
に
み
る
墨
書
か
ら
、
宗
本
寺
本
堂
は
遅
く
と
も
享
和
元
年

二 

八
〇 

一
)

頃
に
は
建
立
さ
れ
、
そ
の
後
か
な
り
め
時
間
を
か
け
て_

間
を 

整
備
し
て
い 

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〇

〔写真㉕〕宗本寺本堂

〔写真®〕宗本寺本堂外陣の欄間

〔写真®)宗本寺本堂内陣欄

閭裏の墨書



中

之

条

町

役

場

所
在
地 

中
之
条
町
大
字
中
之
条
九
四
七
丨

I

管
理
者 

福

島

真
 

I  
(

町
長)

灯
役
場
庁
舍(

写
真@
)

は
当
初
小
学
校
佼
舍
で
あ
っ
た
。

明
治
政
府
は
明
治
四
年
七
月
文
部
省
を
開
設
し
、
翌
年
に
は
学
事
を
制
定
し 

て
教
育
に
力
を
そ
そ
ぎ
は
じ
め
た
〇
そ
こ
で
当
然
必
要
と
な
る
の
が
、
教
育
の 

場
即
ち
教
場
で
あ
る
。
明
治
六
年
に
は
、
は
や
く
も
寺
を
借
り
て
新
制
度
の
学 

校
が
開
校
し
て
ゆ
く
が
、
次
第
に
新
校
舎
も
建
設
さ
れ
る
ょ
ぅ
に
な
っ
て
ゆ
く
〇

町
役
場
庁
舎
は
明
治
十
八
年
十
月
四
日
落
成
し
た
当
時
の
小
学
校
校
舎
で
、
 

大
工
は
中
之
条
の
住
人
樋
田
栄
太
郎
で
ぁ
っ
た
と
い
ぅ
。
建
物
は
左
右
対
称
の 

二
階
建
で
、
木
造
大
壁
漆
喰
塗
隅
部
石
貼
式
洋
風
建
築
で
ぁ
る
が
、
玄
関
廻
り 

の
上
部
は
日
本
式
の
虹
梁
を
架
け
、
彫
刻
し
た
木
製̂

間
を
は
め
込
ん
で
意
匠 

を
こ
ら
し
て
扣
り
、

い
わ
ば
和
洋
折
衷
様
式
と
し
て
い
る(

写
真@
)

。

こ
の
校
舎
遺
構
は
現
在
役
場
の
執
務
室
等
に
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
内
部
は
か 

な
り
改
造
さ
れ
て
い
る
が
、
時
間
を
か
け
て
調
査
す
れ
ば
、

建
築
当
初
の
復
原 

図
を
採
取
出
来
る
も
の
と
思
ぅ
。
ま
た
、
全
国
的
に
み
て
明
治
十
年
代
の
学
校 

建
築
が
、
往
時
の
ま
ま
そ
っ
く
り
残
さ
れ
て
い
る
例
は
極
め
て
め
ず
ら
し
い
の 

で
ヽ
近
い
将
来
何
ら
か
の
保
存
対
策
が
施
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

屋
根
は
現
在
鉄
板
瓦
俸
葺
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
は
瓦
葺
で
あ
っ
た
た
め
、
 

も
っ
と
重
厚
感
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
ぅ

〇

〇

東
 

村

榛

名

神

社

所
在
地 

東
村
大
字
岡
崎
字
大
久
保

管
理
者 

山

口
 

周 

士ロ

拝
殿
は
三
間
二
面
の
規
模
で
、
入
母
屋
の
屋
根
と
し
、
平
側
に
唐
破
風
の
向 

拝
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
〇
屋
根
は
現
在
鉄
板
葺
と
し
て
い
る
が
、
当
初
は
草 

葺
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
保
十
五
年(

一
八
四
四)

の
再
建
棟
札 

へ
写
真®

左
側)

が
あ
る
の
で
、
建
築
の
各
部
の
特
徴
か
ら
推
察
し
て
こ
れ 

は
拝
殿
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
現
存
の
拝
殿
は
天 

保
十
五
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
。

本
殿
は
一
間
社
春
日
造
り
、
柿
葺
の
小
祠
で
江
戸
時
代
の
粋
社
建
築
と
し
て 

は
め
ず
ら
し
く
、
純
和
様
に
近
い
様
式
を
示
し
て
い
る
〇

軒
組
物
は
丸
桁
の
下
に
実
肘
木
を
用
い
て
い
る(

写
真©

〇
蟇
股.

虹
梁 

•

木

鼻•

擬
宝
珠•

唐
草
模
様
等
の
手
法
は
古
風
で
、
建
築
全
体
も
落
ち
着
い 

た
表
現
を
し
て
い
る
。

本
殿
の
建
築
に
関
す
る
棟
札
等
の
資
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
建
築
手
法 

か
ら
判
断
す
る
と
あ
る
い
は
元
禄
期
以
前
に
ま
で
溯
る
極
め
て
古
い
遺
構
で
は

〔写真@〕中之条町役場庁舎

〔写真㉙〕中之条町役場庁舎玄関



白

鳥

神

社

所
在
地 

東
村
大
字
奥
田
字
宮
貝
戸
白
頭
の
森

管
埋
者 

高

橋

仲

雄

拝
殿
は
三
間
三
面
入
母
屋
造
平
入
り
の
正
面
に
唐
破
風
の
向
拝
を
付
け(

写 

真®
)

ヽ
屋
根
を
鉄
板
葺
に
し
て
い
る
が
、
当
初
は
草
葺
で
は
な
か
っ
た
か
と 

思
わ
れ
る
〇
建
築
の
各
種
の
特
徴
か
ら
建
立
年
代
は
幕
末
期
の
も
の
と
推
定
さ 

れ
る
〇

本
殿
は一

間
社
春
日
造
り
銅
板
葺
で
ぁ
る
へ
写
真©
)
 

〇
和
様
を
強
く
表
現 

し
た
和
唐
折
衷
様
式
で
、
丸
桁
の
下
に
実
肘
木
を
用
い
た
三
ッ
斗
組
と
し
、
本 

柱
間
の
頭
貫
上
に
は
蟇
股
を
置
い
て
い
る(

写
真®

棟
札
等
の
建
立
に
関
ノ 

す
る
資
料
は
な
い
が
、
蟇

股•

海
老
虹
梁•

木

鼻•

向
拝
柱
間
の
虹
梁•

唐
草 

模
様
等
の
手
法
か
ら
考
察
す
る
と
、
本
殿
の
建
立
年
代
は
江
戸
時
代
中
期
頃
ま 

で
溯
る
も
の
と
推
定
し
て
ょ
い
で
ぁ
ろ
ぅ
〇
ま
た
、
本
殿
は
破
損
少
な
く
、
全 

体
の
意
匠
も
比
較
的
落
ち
着
い
た
表
現
を
示
し
て
い
る
な
ど
、
建
築
と
し
て
見

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
建
築
全
体
が
質
素
で
飾
り
気
な
く
、
純
和
様 

に
近
い
様
式
を
示
し
て
い
る
の
も
建
立
年
代
の
古
さ
を
示
す
証
拠
で
は
な
い
か 

と
も
考
え
ら
れ
る
〇

〔写真®〕榛名神社本 〔写真㉛〕榛名神社棟札

〔写真©〕榛名神社本殿側面



る
人
の
心
を
引
く
も
の
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
〇

諏

訪

神

社

所
在
地 

東
村
大
字
新
巻
字
柳
沢
ニ
ー
九
六

管
理
者 

飯

塚
 

実

本
殿
は
一
間
社
流
造
柿
葺f

写
真
で
和
様
を
基
調
に
し
た
和
唐
折
衷
様 

式
と
し
、

軒
組
は
出
組
に
し
て
い
る(

写
真®
)
 

〇

本
嫉
内
に
は
本
殿
造
立
の 

棟
-

へ
写
真©

を
残
し
て
お
り
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
本
殿
は
元
文
二
年 

こ 

七
三 

七)

十
一
月
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
建
築
各
部
の
特
徴
か
ら 

み
て
も
、
本
殿
は
棟
札
の
通
り
元
文
二
年
の
建
立
と
み
て
間
違
い
な
い
汝
气 

棟
札
に
ょ
れ
ば
大
工
は
室
田
村f

現
在
の
榛
名
町
室
田)

の
今
井
加
兵
右
衛
と 

い
ぅ
人
で
あ
っ
た
〇

〔写真®〕白鳥神社拝殿

〔写真®〕 白鳥神社本殿の側面

〔写真®〕白鳥神社本殿

〔写真®〕諏訪神社本殿正面

〔写真®〕諏訪神社本殿側面



江
戸
時
代
中
期
に
位
置
す
る
当
本
殿
に
扣
け
る
各
部
の
建
築
的
特
徴
を
編
年 

の
指
標
に
し
て
、
前
述
の
榛
名
神
社
本
殿
と
白
鳥
神
社
本
殿
を
比
べ
て
み
る
と
、
 

榛
名
神
社
本
殿
が
最
も
古
く
、
白
鳥
神
社
本
殿
が
こ
れ
に
次
ぎ
、

こ
の
後
に
当 

本
殿
が
位
置
す
る
ょ
ぅ
で
あ
る
〇
そ
し
て
榛
名
神
社
本
殿
と
当
本
殿
と
の
間
に 

は
約
五
〇
〜
八
〇
年
位
の
時
代
差
が
あ
る
ょ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。

長

徳

寺

本

堂

所
在
地 

東
村
大
字
新
巻

管
理
者 

酒

井

哲

雄

草
葺
寄
棟
造
の
本
堂(

写
真®
)

は
内
部
を
内
陣
と
外
陣
に
区
分
し
、
内
陣 

の
中
央
正
面
に
須
弥
壇
を
置
く
。
天
井
は
内
陣
を
竿
縁
天
井
と
し
、
外
陣
を
鏡 

板
格
天
井
に
し
て
い
る
〇
内
陣
と
外
陣
境
に
は
高
肉
彫
極
彩
色
の̂

間
(

写
真 

@
)

を
は
じ
め
、
こ
の
欄
間
の 

一
部
の
裏
側
に
彫
刻
刀
で
き
ざ
ん
だ
文
字
を
発 

見
し
た
の
で
次
に
掲
げ
て
於
く
。

「
寛
政
六
年 

東 

上
州
勢
多
郡
花
輪
」

右
の
事
柄
か
ら
長
徳
寺
本
堂
は
寛
政
六
年 

二 

七
九
四)

頃
建
立
さ
れ
た
も 

の
と
み
て
ょ
い
で
ぁ
ろ
ぅ
〇
そ
し
て
欄
間
等
の
彫
物
は
先
に
述
べ
た
宗
本
寺 

(

中
之
条
町
下
沢
渡)

の̂

間
を
彫
っ
た
高
瀬
忠
七(

花
輪
村)

が
彫
っ
た
も 

の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

©

高 

山 

村

泉 

龍 

寺

所
在
地 

高
山
村
大
字
尻
高一

九
三
五

管
理
者 

荒

井

正

雄

本
堂
は
入
母
屋
造
で
現
在
鉄
板
で
葺
か
れ
て
い
る
が
、
当
初
は
草
葺
で
ぁ
っ 

た
と
思
わ
れ
る(

写
真©

^

和
様
を
基
調
と
し
た
唐
様
ま
じ
り
の
も
の
で
、

〔写真®〕本殿造立の棟札

〔写真®〕長徳寺本堂

〔写真@〕長徳寺本堂内陣•外陣境の欄間



内
外
陣
と
も
竿
縁
天
井
に
し
て
い
る
〇
内
陣
中
央
に
唐
様
の
須
弥
壇
を
置
き
、
 

棟
間
は
連
子(

細
い
縦
格
子)

に
障
子
紙
を
張
s>
た
質
素
な
も
の
で
あ
る
。
蟇 

股
は
繊
細
で
優
美
な
姿
を
残
し
て
知
り
、
建
立
年
代
の
古
さ
を
漂
わ
せ
て
い
る
〇 

次
の
様
な
棟
札
か
ら
当
本
堂
は
貞
享
五
年 

二
六
八
八)

に
建
立
さ
れ
た
極
め 

て
古
い
建
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
〇

ま
た
、
山
門
も
本
堂
と
同
様.
な
古
い
手
法
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本 

堂
と
同
年
代
の
建
立
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
鉄
板
葺
と
さ
れ
て
い
る
が
、
 

こ
れ
は
草
葺
の
上
に
鉄
板
を
か
ぶ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う

以
上
の
よ
う
に
本
堂•

山
門
と
も
一
七
世
紀
に
入
る
極
め
て
古
い
建
造
物
で
、
 

し
か
も
棟
札
に
よ
つ
て
建
立
年
代
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
ヽ
ー
七
世
紀 

末
期
の
建
築
手
法
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。

 

上
野
国
利
根
郡
沼
田
柳
町

二

 

棟

梁
 

中

島

平

左

衛

門

謹
+ 

I  

棟 

へ

奉

造

立

熊

野

山

泉

藤

精

舎

前

永

平

当

寺

七

世

現

住

竹

岩

寅

松

叟a

^

I

ロ

絲

11
敬 

表
』
 

 

楽

原

喜

太

夫
 

飯

塚

弥

左H

門 

白 

1
 

寺 

 

大
河
原
甚
右
衛
門 

中
島
門
右
衛
門 

龍 

 

宮
崎
治
郎
左
衛
門 

高

橋

権

兵

衛
 

泉

〔写真©〕泉龍寺本堂

〔写真@〕泉龍寺本堂内部



双 

松 

寺

所
在
地 

高
山
村
大
字
中
山
甲
五
八
八

管
理
者 

稲

川

昭

三

本
堂
へ
写
真©
)

は
草
葺
屋
根
の
上
に
鉄
板
を
か
ぶ
せ
た
も
の
で
、
草
葺
の 

姿
を
よ
く
残
し
て
い
る〇

唐
様
を
基
調
に
し
た
和
唐
折
衷
様
式
で
、
天
井
は
内 

外
陣
と
も
鏡
板
格
天
井
と
し
て
い
る
〇
欄
間
の
彫
刻
は
半
肉
刻
と
し
、
欄
間
を
：
 

は
じ
め
堂
内
は
彩
色
を
施
し
て
い
な
い
〇

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
寛
保
二
年
二
七
四
二)

八
月
台
風
の
襲
来
に
よ
〇
て
 ヽ

本

堂.

庫
裡
を
大
破
さ
れ
て
し
ま
ぅ
た
め
、
宝
暦
元
年 

二 

七
五 |

) 

八
月
後 

藤
孫
兵
衛
氏
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
本
堂
於
よ
び
庫
裡
の
新
築
を
発
議
し
、
た 

だ
ち
に
師(

室)

田
村
の
大
工
棵
梁
弥
次
兵
衛
に
建
立
を
依
頼
し
、
宝
暦
三
年

二 

七
五
三)

に
落
成
し
て
同
年
四
月
九
日
盛
大
に
入
仏
落
慶
の
法
会
を
行
っ 

た
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
〇

山
門
は
宝
暦
十
三
年
、
本
堂
お
よ
び
犀
裡
の
発
起
人
で
も
あ
る
後
藤
孫
兵
衛 

氏
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
〇

戊

千

時

貞

享

五
 

暦

四

月

如

意

日

表

泉龍寺本堂棟札

〔写真®〕双松寺本堂

〔写真©〕双松寺山門冠木の文様



建
築
の
各
種
特
徴
か
ら
み
て
、
本
堂
知
ょ
び
山
門
は
寺
伝
の
通
り
の
年
代
に 

建
立
さ
れ
た
も
の
と
み
て
ょ
い
で
あ
ろ
ぅ
。
ま
た
、
堂
宇
建
立
に
関
す
る
棟
札 

も
存
在
す
る
と
の
話
で
あ
っ
た
が
、
調
査
当
日
は
住
職
不
在
の
た
め
拝
見
で
き 

ず
残
念
で
あ
っ
た
〇

ニ

ニ

嶋

神

社

本

殿

所
在
地 

高
山
村
大
字
中
山
五
五
三
七

管
埋
者 

林 

精

一

本
殿
は
三
間I

面
の
板
葺
流
れ
造
り
で
ぁ
る(

写
真©
)
 

〇
海
老
虹
梁
を
除 

け
ば
ヽ
そ
の
様
式
は
純
和
様
と
も
い
え
る
も
の
で
、
蟇

股•

手
挾
等
の
手
法
は 

古
風
で
あ
る
〇

軒
組
は
本
柱
上
に
た
だ
ち
に
舟
肘
冰
を
置
い
て
、
こ
れ
セ
丸
桁
耷
受
け
る
方

法
を
と
り
、
不
必
要
な
彫
刻•

彩
色
等
を
避
け
て
い
る
た
め
、
構
造
が
誠
実
に 

表
現
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
こ
れ
が
ま
た
建
築
と
し
て
の
落
ち
着
き
と
素
朴
さ 

を
与
え
て
い
る
〇

〔写真®〕三嶋神社本殿

〔写真®〕三嶋神社本殿海老虹梁

〔写真©〕三嶋神社本殿蟇股

〔写真@〕三嶋神社本殿棟札



勾

欄.

階
•

宝
珠
柱
等
に
後
世
の
手
が
入
り
、
浜
床
も
な
ぐ
な
•:>
て
い
る
が
、
 

そ
の
他
の
箇
所
は
建
立
当
初
の
形
式
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
本
殿
内
に
は
建
立 

に
関
す
る
棵
札 

へ
写
真©

左)

が
残
さ
れ
て
扣
り
、

「
元
禄
十
三
庚
辰
天
十
二 

月
十
二
日
」
墨
書
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
殿
は
元
禄
十
三
年 

二 

七
〇 

〇)

に
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
し
て
当
本
殿
は
元
禄
期 

の
建
築
手
法
を
知
る
上
で
数
少
な
い
極
め
て
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
と
い
え
よ
ぅ
〇

尻

高

教

会

堂

所
在
地 

高
山
村
大
字
尻
高

管
理
者 

不

明

間□

三
間
半
、

吳
行
五
間
の
前
面
中
央
に
間
口 

一
間
半
奥
行
五
尺
の
玄
関
を 

付
け
て
い
る〇

玄
関
の
出
入
口
は
両
開
き
の
扉
と
し
、
扉
の
上
部
は
半
円
形
の

嵌
め
こ
ろ
し
窓
と
し
、
こ
の
窓
の
上
部
に
漆
喰
で
龍
と
波
を
形
取
っ
て
、
玄
関 

ら
し
い
意
匠
を
つ
く
り
出
し
て
い
る〇

堂
内
は
正
面
中
央
の
外
壁
を
少
し(

約 

一.

五
尺)

外
側
へ
突
き
出
し
、
こ
の
内
側
に
床
ょ
りI

段
(

約一

•

五
尺) 

高
い
段
を
造
っ
て
祭
壇
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
教
会
堂
の
平
面
は
キ
リ
ス 

卜
教
の
象
徴
で
あ
る
十
字
形
の
平
面
を
形
取
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
〇
教
会
堂 

の
当
初
の
壁
は
内
外
壁
と
も
大
壁
式
漆
喰
途
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
 

内
壁
は
現
在
プ
リ
ン
ト
合
板
を
張
り
、
天
井
も
新
建
材
で
あ
る
穴
あ
き
テ
ッ
ク 

ス
板
を
張
っ
て
装
い
を
新
た
に
し
て
い
る
〇
屋
根
は
現
在
鉄
板
で
葺
か
れ
て
い 

る
が
、
当
初
は
板
葺
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

昔
は
名
久
田
キ
リ
ス
ト
教
講
習
所
と
い
い
、
明
治
二
十
年 

へI  

八
八
七)

に 

建
立
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
〇
当
地
に
扣
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
導 

は
吾
妻
郡,
内
で
最
初
と
い
わ
れ
、
明
治
十
四
年
山
梨
県
の
林
寿
太
郎
に
ょ
っ
て 

始
め
ら
れ
た
と
い
ぅ
。

建
立
以
来
本
年
で
丁
度
九
十
年
に
当
り
、
農
村
に
お
け
る
明
治
中
期
の
教
会 

堂
は
他
に
例
の
な
い
極
め
て
貴
重
な
遺
溝
で
あ
る
〇
現
在
堂
内
に
並
べ
ら
れ
て 

い
る
風
変
わ
り
な
木
製
の
長
椅
子
も
堂
建
立
当
時
の
も
の
と
伝
え
、
堅
木
製
の 

古
風
な
椅
子
に
ま
で
厚
い
信
仰
の
才
月
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

〇

⑽

吾 

妻 

町

大

宮

巌

鼓

神

社

本

殿

所
在
地 

吾
妻
町
原
町
八..

I  

I

管
理
者 

高

山
 

巌

一
間
社
春
日
造
鉄
板
葺
で
あ
る
が
、
当
初
は
草
葺
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
〇
そ 

し
て
草
葺
屋
根
を
鉄
板
葺
に
改
め
る
時
、
棟
に.
の
っ
て
い
た
堅
魚
木
か
ら
安
永

〔写真®〕尻高教会堂

〔写真®〕尻高教会堂内部



二
年
十
二
月
の
墨
書
が
出
た
と
い
い
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
本
殿
は
安
永
二
年 

(
I

七
七
三)

に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
み
て
建
築
的
に
不
合
理
で
な
い
。

建
築
は
和
様
を
基
調
に
し
た
和
唐
折
衷
様
式
で
、
軒
組
は
出
組
と
し
て
い
る
。 

彫
刻
知
よ
び
装
飾
等
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
ず
、
構
造
の
誠
実
さ
も
比
較 

的
よ
く
保
た
れ
て
い
る
。

大 

運 

寺

所
在
地 

吾
妻
町
大
字
大
戸
三
七
一

管
理
者 

武

井

敏

雄

本
堂
は
入
母
屋
造
で
平
側
中
央
部
に
唐
破
風
の
向
拝
部
を
突
き
出
し
て
い
る
。 

屋
根
は
現
在
鉄
板
で
葺
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
草
葺
屋
根
の
上
に
そ
の
ま
ま 

鉄
板
を
か
ぶ
せ
た
も
の
で
、
当
初
の
草
葺
屋
根
の
様
子
が
よ
く
し
の
ば
れ
る
。

寺
伝
に
ょ
れ
ば
本
堂
は
寛
政
八
年
建
立
で
、
庫
裡
ば
天
保
十
一 

年
、
鐘
楼
ば 

宝
暦
年
間
、
楼
門
は
宝
暦
三
年
の
建
立
と
伝
え
る
。

〔写真®〕大宮巌鼓神社本殿

〔写真®〕大宮巌鼓神社本殿の蟇股

〔写真®〕大運寺本堂

〔写真@〕大運寺本堂内部の

彫刻



本
堂
は
内
外
陣
と
も
鏡
板
格
天
井
と
し
、
鏡
板
に
は
各
種
の
動
植
物
を
彩
色 

し
て
描
い
て
い
る
。
欄
間
の
彫
刻
は
高
肉
刻
と
し
彩
色
し
て
い
る
〇
内
陣
と
外

陣
境
の
欄
間
裏
側
に
次
の
様
な
文
字
を
見
出
し
た
の
で
こ
こ
に
掲
げ
て
扣
く
。

「
東
上
州
勢
多
郡
花
輪

彫
工
高
瀬
萬
之
助

寛
政
十
戊
午
年 

」

ま
た
、
内
陣
の
向
っ
て
左
側
の
室
の
欄
間
裏
に
は
次
の
様
な
墨
書
が
あ
っ
た
〇

「
上
州
碓
氷
郡
郷
原
住
人

彫
物
師
後
藤
和
泉
介
」

彫
工
高
瀬
萬
之
助
は
中
之
条
町
下
沢
渡
の
宗
本
寺
で
み
た
彫
工
高
瀬
忠
七
と

•  

同
じ
勢
多
郡
花
輪
村
の
出
身
で
同
姓
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
知
そ
ら
く
、
親
子 

か
あ
る
い
は
兄
弟
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
〇
そ
し
て
彫
工
高
瀬

|  

族
の
弟
子 

に
当
る
の
が
後
藤
和
泉
介
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
襴
間
裏
に
寛
政
十
年
の
年
号
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
堂 

は
寺
伝
の
通
り
寛
政
八
年 

二 

七
九
六)

に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
み
て
間
違
い 

な
い
〇
そ
し
て
本
堂
の
建
立
に
当
っ
て
は
当
時
上
州
一
番
の
大
金
持
と
い
わ
れ 

た
地
元
大
戸
の
加
部
安
左
衛
門
が
、
衆
徒
に
卒
先
し
て
進
ん
で
浄
財
を
喜
捨
し
、
 

務
め
て
堂
宇
を
荘
厳
に
し
た
と
い
う
〇

楼
門
は
軒
組
を
出
組
と
し
、
唐
様
の
強
い
和
唐
折
衷
様
式
で
あ
る(

写
真®
)

〇 

建
立
年
代
は
建
築
手
法
か
ら
推
察
し
て
、
宝
暦
頃
と
み
て
妥
当
で
あ
る
と
こ
ろ 

か
ら
、
寺
伝
の
通
り
宝
暦
三
年
の
建
立
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
ま
た
鐘
楼 

も
楼
門
と
同
じ
頃
建
立
さ
れ
た
も
の
と
み
て
ょ
さ
そ
う
で
あ
る
。

岩

下

菅

原

神

社

所
在
地 

吾
妻
町
大
字
岩
下

管
理
者 

海

野

恭

斉

鞘
堂
は
拝
殿
を
兼
ね
た
も
の
で
、
切
妻
造
り
の
妻
側
を
正
面
と
し
、
さ
ら
に,
■

〔写真®〕大運寺鐘楼

〔写真®〕大運寺楼門



正
面
に
は
唐
破
風
の
向
拝
を
付
け
、
ま
た
側
面
に
も
入
母
屋
破
風
を
付
け
て
い 

る
た
め
、
外
観
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
〇
屋
根
は
現
在
鉄
板
で
葺
か
れ
て
い
る 

が
ヽ
当
初
は
草
葺
で
ぁ
っ
た
。

鞘
堂
兼
拝
殿
は
棟
札
に
ょ
s>

て
天
保
十
四
年
こ
八
四
三)

四
月
に
建
立
さ 

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る(

写
真®
)
0

ま
た
、
本
殿
は
脇
障
子
に
接
し
た
勾
欄
の
擬
宝
珠
下
の
胴
部
の
金
具
に
安
政 

六

年(
|

八
五
九)

の
年
号
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
に
造
ら
れ

〔写真®〕岩下菅原神社鞘堂兼拝殿

〔写真®〕岩下菅原神社本殿

〔写真®〕岩下菅原神社鞘堂兼 

拝殿棟札

〔写真@〕岩下菅原祌社

本殿側壁の彫刻



た
も
の
で
あ
る
〇

本
殿
は
春
日
造
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
向
拝
を
唐
破
風
に
し
て
変
化
を
つ
け 

て
い
る
〇
軒
組
は
斗
組
お
よ
び
尾
捶
を
幾
重
に
も
重
ね
、
壁
面
に
は
高
肉
彫
し 

た
彫
刻
を
は
め
、
あ
ら
ゆ
る
箇
所
を
彫
刻•

彩

色•

金
具
等
で
う
め
つ
く
し
て 

い

るf

写
真@
)
 

〇
こ
の
様
な
社
殿
は
も
は
や
建
築
で
は
な
く
、
大
き
な
彫
刻 

作
品
と
し
て
と
ら
え
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
〇
そ
れ
は
前
に
も
大
国
魂
神
社

へ
中
之
条
町)

で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
彫

刻.

彩

色•

金
具
等
の
乱
用
が
構
造
の 

誠
実
さ
を
失
な
わ
せ
る
結
果
と
な
っ
て
、
幕
末
の
建
築
本
来
の
美
し
さ
か
ら
次 

第
に
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
建
築
的
に
は
ま
ず
い
も
の
に
な
ら
ざ
る 

を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

〇

棟

札
(

写
真®
)

に
よ
れ
ば
、
彫
物
師
は
「
群

馬
(

勢
多)

郡
米
野
宿
、
萩 

原
米
磨
、
同
苗
定
運
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
勢
多
郡
花
輪
村
の
彫
工
高
瀬
忠 

七
の
弟
子
運
が
安
政
の
頃
に
な
る
と
彫
工
と
し
て

I  

人
立
ち
し
て
活
躍
し
て
い 

た
こ
と
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
〇

三

福

寺

本

堂

所
在
地 

吾
妻
町
大
字
大
柏
木
二
〇
〇
〇

管
理
者 

朝

比

奈

真

英

本
堂
は
草
葺
寄
棟
の
前
面
中
央
に
草
葺
唐
破
風
の
向
拝
を
つ
け
た
も
の
で
あ 

る
が
、
屋
根
は
昭
和
四
十
七
年
に
草
葺
の
上
に
鉄
板
を
か
ぶ
せ
て
い
る
ヘ
写
真 

©
)
 

〇
本
堂
は
寺
伝
に
よ
れ
ば
宝
暦
十
二
年
へ一

七
六
二)

に
建
立
さ
れ
た
も 

の
で
あ
る
と
い
う〇

各
室
境
で
は
半
肉
彫
に
極
彩
色
を
施
し
た
欄
間
を
使
用
し 

て
い
る
〇
そ
し
て
内
陣
と
外
陣
境
に
扣
け
る
左
右
の
欄
間
裏
に
墨
書
を
発
見
し 

た
の
で
、
次
に
掲
げ
て
扣
く
。

「
願

主
 

欣
誉
厭
求 

村
中
併
十
方
助

明
和
三
年

六

月

吉

日

彫

物

師

星

野

万

助 

尾
卷
宗
七

九

世

誉
吟
澄
代

こ
の
墨
書
か
ら
三
福
寺
本
堂
は
寺
伝
の
通
り
、
宝
暦
十
二
年
に
建
立
さ
れ
た 

も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
ぅ
〇

応 

永 

寺

所
在
地 

吾
妻
町
大
字
岩
下I

六
五
五

管
理
者 

古

川

誠

美

本

堂•

山
門
と
も
当
初
は
草
葺
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
に
本
堂
は
瓦 

葺
と
し
、
山
門
は
鉄
板
葺
に
改
め
た
。 〔写真@〕三福寺本堂

〔写真®〕三福寺本堂内外陣境の欄間



本

堂.

山
門
と
も
棟
札
を
残
し
て
釦
り
、
建
立
年
代
が
明
ら
か
で̂

る
〇
棟 

吼
に
よ
れ
ば
本
堂
は
寛
政
四
年
へ
一
七
九
二)

の
建
立
で
、

棵
梁
は
室
田
村
の 

住
人
飯
野
友
八
、
大
工
は
棟
梁
以
外
に
十
二
人
が
関
与
し
て
い
た
。
ま
た
、
彫 

ェ
師
と
し
て
星
野
万
之
励•

星
野
繁
八
両
名
の
名
を
記
し
て
い
る
へ
写
真@
)
 

〇 

星
野
万
之
助
は
三
福
寺
本
堂
の
欄
間
を
彫
っ
た
星
野
万
助
と
同

I  

人
物
で
は
な 

い
か
と
思
わ
れ
る
〇

山
門
は
本
堂
よ
り
少
し
古
く
、
天
明
元
年
の
上
棟
で
あ
る
〇
唐
様
を
基
調
に 

し
た
和
唐
折
衷
様
式
で
、
軒
組
は
三
手
先
と
しf

写
真©
)

、

二
階
に
は
木
彫 

り
の
十
一
羅
漢
を
ま
つ
り
ヽ
鏡
板
格
天
井
と
し
て
鏡
板
に
は
谷
種
の
動
植
物
を 

彩
色
し
て
描
い
て
い
る
〇

棟
札
に
よ
れ
ば
山
門
の
棟
梁
は
本
堂
と
同
じ
室
田
村
の
住
人
飯
野
友
八
で

 ヽ

脇
棟
梁
と
し
て
武
井
定
八
へ
室
田
村
住
人)

の
名
が
み
え
る
。
こ
の
他
の
大
工 

名
は
渡
木
伊
兵
衛•
松
本
助
六•

松
本
伴
助•

飯
野
長
松•

武
井
政
吉
等
の
名 

が
み
ら
れ
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
室
田
村
の
住
人
で
あ
り
、

こ
の
ぅ
ち
武
井
定
八 

・
渡
木
伊
兵
衛•

松
本
伴
助•
飯
野
長
松
ら
は
本
堂
の
建
築
に
も
関
与
し
て
い

〔写真©〕応永寺(手前が山門ヽ哭の屋根は本堂)

〔写真@〕応永寺本堂 海老 虹梁

〔写真@〕応永寺山門軒組

〔写真@〕応永寺本堂棟札にみられ 

る職人名



た
〇山

門
の
彫
工
師
と
し
て
「
当
国
勢
多
郡
花
輪
住
、
高
瀨
万
之
助•

高
瀬
忠
七 

.

星
野
市
良
左
衛
門
」
の
三
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

富

士

浅

間

神

社

所
在
地 

吾
妻
町
川
戸
六
六

管
理
者 

真

田

庄

三

拝
殿
は
三
間H
面
の
規
模
で
、
入
母
屋
造
り
の
前
面
に
唐
破
風
の
向
拝
を
付 

け
て
い
る
〇
屋
根
は
現
在
鉄
板
で
葺
か
れ
て
い
る
が
当
初
は
草
葺
で
あ
っ
た
〇

拝
殿
は
建
立
に
つ
い
て
の
棟
札
を
残
し
て
お
り
へ
写
真@
)

ヽ
こ
れ
に
ょ
れ 

ば
享
保
四
己
亥
年
二
七
一
九)

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
〇
建
築
の
各
種 

特
徴
か
ら
み
て
も
、
棟
札
と
拝
殿
の
建
築
は 

一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
拝
殿
は

棟
札
の
通
り
享
保
四
年
の
建
立
と.
み
て
ょ
い
で
あ
ろ
ぅ
。

〔写真®〕富士浅間神社拝殿

〔写真@〕富士浅間神社拝殿棟札

〔写真®〕富士浅間神社本殿

〔写真®〕富士浅間神社石造鳥居



建
築
の
特
徴
は
和
様
を
基
調
に
し
た
和
唐
折
衷
様
式
で
、
正
面
と
左
右
側
面 

軒
桁
下
の
蟇
股
内
に
次
の
よ
う
な
文
字
を
彫
り
出
し
て
い
る
の
が
め
ず
ら
し
い 

向
っ
て
左
側
面
奥
に
「
虎
」
手
前
に
「
歓
極
無
」
を
彫
り
出
し
、
こ
れ
と
対 

称
に
な
る
向
っ
て
右
側
面
哭
に
「
龍
」
手
前
に
「
嘉
辰
令
月
」
を
、
正
面
で
は 

中
央
に
「
桜
」
左

に

「
松
」
右

に

「
梅
」
を
彫
り
出
し
て
い
る
。

本
殿
はI

間
社
春
日
造
り
で
、
屋
根
を
銅
板
葺
に
し
て
い
る(

写
真®
)

。 

建
梁
の
特
徴
は
和
様
を
基
調
に
し
た
和
唐
折
衷
様
式
で
、
軒
組
物•

蟇

股•

海 

老
虹
梁•

唐
草
の
卷
具
合
扣
よ
び
そ
の
他
の
細
部
特
徴
等
か
ら
推
察
し
て
本
殿 

の
建
立
年
代
は
拝
殿
と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〇

当
本
殿
は
彫
刻•

彩

色•

金
具
等
の
乱
用
が
な
く
、
構
造
の
誠
実
さ
を
ま
だ 

残
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
比
較
的
質
素
な
感
を
与
え
、
享
保
年
間
を
代
表
す
る 

数
少
な
い
遺
構
と
し
て
實
重
で
あ
る
〇

ま
た
境
内
に
は
石
造
の
鳥
居(

写
真©
)

が
あ
り
、
両
脚
は
上
部
よ
り
約
三 

分
のI

の
個
所
で
継
が
れ
て
い
る
が
、
上
部
は
建
立
当
初
の
姿
を
よ
く
伝
え
て 

い
る
。
こ
の
鳥
居
の
上
部
脚
部
に
「
奉
造
立
吾
妻
郡
鎮
守
富
士
浅
間
宮
華
表 

施
主
真
田
伊
賀
守
延
宝
七
己
未
天
四
月
大
吉
日
」
と
あ
り
、
下
部
の
継
が
れ 

た
脚
部
に
は
「
修
復
之
施
主
大
嶋
伊
右
衛
門•

同
平
右
衛
門
、
同

太

兵

衛

元
' 

文
三
戊
午
年
四
月
吉
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
鳥
居
の
上
部.,• 

は
延
宝
七
年 

二
六
七
九)

真
田
伊
賀
守
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後 

元
文
三
年 

二
七
三
八)

修
理
を
受
け
、
こ
の
時
脚
部
を
継
い
で
今
日
の
よ
う 

に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
〇

諏 

訪 

神 

社

所
在
地 

吾
妻
町
大
字
大
柏
木
ニ
ニ
ニ
六

管
理
者 

海

野

恭

斎

本
殿
は
三
間1

1

面
で
流
れ
造
り
の
屋
根
の
前
面
中
央
部
に
千
鳥
破
風
を
つ
け 

た
も
の
で
あ
る
。
屋
根
は
柿
葺
と
し
、
和
様
を
基
調
に
し
た
和
唐
折
衷
様
式
で 

あ
る
。
軒
組
を
出
組
に
し
、
蟇
股
の
中
に
梅
や
椿
等
の
草
花
を
丸
彫
し
、
彩
色 

し
て
い
る
が
、
他
の
部
分
で
は
彫
刻•

彩
色
は
な
く
、
海
老
虹
梁
の
反
り
も
比 

較
的
少
な
い
な
ど
、
江
戸
時
代
中
期
の
特
徴
を
ょ
く
示
し
て
い
る
。
ま
た
変
っ 

て
い
る
の
は
向
拝
柱
上
部
の
枠
肘
木
と
卷
斗
の
間
に
皿
斗
禄
の
も
の
を
用
い
て 

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
様
な
例
は
県
内
に
扣
い
て
他
に
数
例
み
ら
れ
る
が
、
 

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
初
期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
ま
で
溯
る
古
い
遺
構
に
於
い 

て
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
本
殿
の.
場
合
こ
の
ょ
ぅ
な
例
の
最
も
新
し
い
年 

代
の
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
〇

当
本
殿
に
は
棟
札(

写
真@
)

が
あ
り
、

寛
保
元
年(

一
七
四I

) 

I

月
に 

建
立
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
〇

当
社
境
内
に
は̂

ロ
八
間
に
知
ょ
ぶ
大
規
模
な
舞
台(

写
真©
)
 

が
あ
り
、

〔写真(3)〕諏訪神社本殿正面

〔写真©〕諏訪神社本殿向拝部



い
つ
で
も
使
用
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

昔
は
中
央
部
を
廻
り
舞
台
に
し
て
い
た
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
が
、
な
る
ほ
ど 

床
下
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
中
央
部
が
円
く
へ
こ
ん
で 

い
て
、
今
日
で
も
そ
の
面 

影
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
〇
屋
根
は
等
初
草
葺
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
草
葺 

の
上
に
ヵ
ラ
ー
ト
タ
ン
を
か
ぶ
せ
て
い
る〇

建
立
に
関
す
る
記
録
等
は
不
明
で 

あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
入
る
遺
構
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
〇

諏 

訪 

神 

社

所
在
地 

吾
妻
町
須
賀
尾一

五
五
〇

管
理
者 

渡

辺
 

詮

拝

殿
(

元
草
葺
、
十
二
年
前
瓦
に
す
る)

は
幕
末
頃
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ 

の
裏
側
の
鞘
堂
内
に
は
向
っ
て
右
側
に
二
間I

面
の
諏
訪
神
社
、
中
央
にI

間 

社
春
日
造
り
の
八
幡
宮
、
左
側
にI

間
社
流
造
り
の
浅
間
神
社
を
安
置
し
て
い 

る
。
こ
の
三
神
社
と
も
棟
札
を
残
し
て
い
る
た
め
、
建
立
年
代
は
明
ら
か
で
あ 

る
〇

〔写真〇〕諏訪神社本殿棟札

〔写真@〕諏訪神社境内にある舞台

〔写真®〕諏訪神社社殿



ま
ず
諏
訪
神
社
か
ら
解
説
す
る
と
、
屋
根
は
流
造
り
の
正
面
に
千
鳥
破
風
を 

二
個
付
け
た
も
の
で(

写
真@
)

ヽ
厚
さ
三
分
•ヽ

幅
五
寸
程
度
の
長
い
板
を
縦 

に
葺
い
て
い
る
。
こ
こ
に
並
ん
で
い
る
三
社
殿
の
ぅ
ち
で
諏
訪
神
社
が
最
も
古 

い
建
築
手
法
を
示
し
て
お
り
、
海
老
虹
梁.

蟇

股•

木
鼻
等
に
そ
の
様
子
を
顕 

著
に
示
し
て
い
る
〇
様
式
は
和
様
を
基
調
に
し
た
和
唐
折
衷
様
式
の
白
木
造
で 

全
体
に
落
ち
着
い
た
表
現
を
示
し
て
い
る
〇
棟
札 

へ
写
真@
)

に
ょ
れ
ば
諏
訪 

神
社
は
享
保
十
四
年
へ
一
七
二
九)

五
月
十
五
日
の
建
立
で
、
大
工
は
室
田
村 

へ
現
榛
名
町
大
字
室
田)

の
清
水
仁
右
衛
門
で
あ
る
。

八
幡
宮
社
殿
は
前
述
の
如
く
、

一
間
社
春
日
造
り
で
、
屋
根
は
諏
訪
神
社
と 

同
様
な
方
法
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
〇
和
唐
折
衷
様
式
で
ぁ
り
、
主
に
木
鼻

•  

蟇

股.

海
老
虹
梁•

唐
草
等
に
隣
の
諏
訪
神
社
ょ
り
新
し
さ
を
感
じ
る
へ
写
真 

@
)
 

〇

棟

札
(

写
真@
)

に
ょ
れ
ば
宝
暦
十|

年
へ|

七
六

|  
)

八
月
七
日
の 

建
立
で
、
大
工
は
本
宿
村
の
丸
橋
作
兵
衛
で
ぁ
る
〇

浅
間
神
社(

写
真©
)

は
和
様
の
強
い
和
唐
折
衷
様
式
で
、
屋
根
の
葺
方
は 

前
述
の
二
社
殿
と
同
様
で̂

る
〇
建
築
の
細
部
特
徴
は
八
幡
宮
と
似
て
お
久 

建
立
年
代
も
そ
ぅ
違
わ
な
い
〇

棟
札 

へ
写
真@
)

に
ょ
れ
ば
宝
暦
十
年 

へ一

七
六
〇)

四
月
の
建
立
で
あ
り
 ヽ

大
工
は
八
幡
宮
と
同I

人
物
の
丸
橋
作
兵
衛
で
あ
る
。

®
六

合

村

京

塚

の

知

堂

所
在
地 

六
合
村
大
字
入
山
字
京
塚

管
理
者 

山

口

好

蔵

三
間
三
面
で
あ
る
が
、
側
面
の
柱
間
は
仏
像
を
安
置
す
る
棚
の
奥
行
に
合
わ 

せ
て
い
る
た
め
 ヽ

側
面
奥
の
柱
間
を
特
に
狭
く
し
て
い
る
〇
し
か
し
正
面
の
幅

〔写真®〕八幡宮社殿

〔写真⑰〕浅間神社社殿

〔写真@〕左から浅間神社.八幡宮. 

諏訪神社の谷棟札



と
夷
行
の
幅
を
同
寸
法
に
し
て
い
る
た
め
、
側
面
の
他
の
柱
間
は
正
面
の
柱
間 

よ.
く
な
つ
て
い
る

〇

屋
根
は
扇
棰
宝
形
造
り
と
し
、
現
在
鉄
板
で
葺
か
れ
て
い
る
が
、
当
初
は
草 

葺
で
あ
っ
た
。
建
築
様
式
は
特
に
取
り
立
て
て
述
べ
る
程
の
こ
と
も
な
い
が
 ヽ

和
様
を
基
調
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
〇
内
部
は
正
面
吳
の
仏
傢
安
置
棚
や
壁
知 

ょ
び
天
井
等
を
新
し
く
張
り
替
え
て
い
る
。
堂
内
に
は
ほ
ぼ
同
寸
法
の
木
彫
り 

の
仏
像
五
体
と
、
こ
れ
ら
の
半
分
位
の
大
き
さ
の
青
銅
製
の
仏
傢
一
体
が
安
置 

さ
れ
、
棟
札
も
残
さ
れ
て
い
る
〇
棟
札
に
ょ
れ
ば
当
堂
宇
は
文
化
五
年 

二 

八 

〇
八)

三
月
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
大
工
は
「
岩
下
村
重
兵
衛
」
と
あ
る
〇 

赤 

岩 

神 

社

所
在
地 

•
六
合
村
大
字
赤
岩
字
中
野

管
理
者 

冨

沢

茂

邦

赤
岩
神
社
の
名
称
は
明
治
四
十

一  

年
八
月
十
日
字
中
野
村
社
諏
訪
神
社
に
、
 

近
在
の
各
小
神
社
を
合
祀
し
、
村
社
赤
岩
神
社
と
改
称
し
た
と
い
わ
れ
る
と
こ 

ろ
か
ら
、
明
治
四
十J

年
の
合
祀
以
前
は
諏
訪
神
社
で
あ
っ
た
〇

〔写真@〕京塚のお堂

〔写真®〕京塚のお堂棟札

〔写真砂〕赤岩神社本殿

(諏訪神社本殿)



現
在
残
さ
れ
て
い
る
本
殿 

へ
写
真®
)

を
み
る
と
、
明
ら
か
に
扣
諏
訪
様
の 

本
殿
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
、

ま
た
、
本
殿
の
中
に
は
写
真®

の
よ
う 

な

「
諏
訪
大
明
神
御
宮I

宇
」
と
墨
書
さ
れ
た
楝
札
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
棟
札
に
よ
れ
ば
当
本
殿
は
文
政
二
年
二 

八I

九)

十
一
月
に
新
し
く 

造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
建
築
様
式
は
和
唐
折
衷
で
、
軒
組
を
三
手
先
と
し
 ヽ

壁
面
か
ら
軒
裏
ま
で
彫
刻
で
埋
め
つ
く
し
、
極
彩
色•

金
金
具
を
施
し
て
い
る
〇 

社
殿
の
形
式
は
春
日
造
り
に
入
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
向
拝
部
の
ひ
さ
し
に
唐
破 

風
を
つ
け
て
趣
向
を
こ
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
純
粋
な
春
日
造
り
と
異
な
る 

と
こ
ろ
で
あ
る
〇
屋
根
は
栩
葺
で
彫
刻
は
高
肉
彫
と
し
、
腰
組
も
軒
と
同
様
に 

三
手
先
と
し
て
い
る
〇

当
諏
訪
神
社
は
由
緒
記
録
に
よ
れ
ば
、
永
禄
三
年
五
月
創
建
さ
れ
、
文
化
年 

間
に
焼
失
し
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
も
の
が
現
存
遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と 

こ
ろ
か
ら
、
当
本
殿
は
棟
札
の
通
り
文
政
二
年
の
建
立
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
〇 

し
か
し
こ
の
頃
に
な
る
と
建
築
は
彫
刻•

彩

色.

金
具
の
乱
用
が
目
立
つ
よ
う 

に
な
る
こ
と
を
当
本
殿
は
示
し
て
い
る
〇

(^)
草 

津 

町

釈 

迦 

堂

所
在
地 

草
津
町
大
字
草
津
字
薬
師
耕
地
甲
四
四
六
丨
一

管
理
者 

光

泉

寺

住

職

鈴

木

浄

恵

釈
迦
堂
は
三
間
二
面
で
現
在
裏
側
の
中
央
柱
間
部
分
を
芯
々
で
三
尺
二
寸
五 

分
程
外
側
へ
突
き
出
し
、
棚
を
つ
く
り
、

こ
こ
に
本
尊
様
を
安
置
し
て
い
る
が
、
 

復
元
す
る
と
当
初
は
こ
の
ょ
ぅ
に
突
き
出
て
扣
ら
ず
三
間
二
面
の
内
に
須
弥
壇 

を

き

、
本
尊
様
を
安
置
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〇

釈
迦
堂
の
建
立
に
関
し
て
は
「
日
月
堂
縁
起
」
な
る
も
の
が
存
在
し
、

こ
の 

中
に
釈
迦
堂
建
立
に
至
る
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
日
月
堂
縁
起
」
は 

漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
和
文
に
し
て
そ
の
全
文
を
次
に
掲
げ
て
知
く
〇

〔写真㉝〕赤岩神社

(諏訪神社)棟札
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日

月

堂

縁

起

元
禄
十
六
癸
末
之
秋>
^
^

吹
出
物
に
依
り
左
右
之
手
腕
之
れ
有
る
、
江
府 

に
於
け
る
名
医
療
治
致
す
と
雖
ど
も
重
日
疼
痒
甚
し
く
し
て
、
曾
て̂

^

ず
、
 

こ
れ
に
依
り
上
州
草
津
之
温
湯
之
御
暇
之
儀
申
上
げ
、

三
七
日
之
入
湯
之
御
免 

を
蒙
り
草
津
へ
打
越
し
温
泉
に
入
る
。

一
七
日
之
内
小
瘡
大
半
愈
り
、
温
泉
之 

効
験
奇
妙
不
可
思
議
也
、
演
説
に
之
を
述
べ
難
し
。
温
泉
之
山
上
に
一
宇
堂
在 

り
。
之
を
尋
ぬ
る
に
薬
師
如
来
十
二
神
也
。
温
泉
の
奇
妙
は
尤
も
如
来
之
本
願 

諸
病
悉
即
快
愈
、
慈
願
空
し
か
ら
ず
難
有
云
々

同
所
山
上
小
堂
に
三
間
之
れ
有
り
、
之
を
思
ぅ
に
先
年
南
都
東
大
寺
之
大
仏
金 

銅
之
尊
像
修
覆
は
龍
松
院
公
慶
上
人
再
願
、
其
の
昔
行
基.

俊
来
坊
重
源
之
詢 

其
跡
江
府
勧
化
下
向
に
江
府
に
於
い
て
公
慶
上
人
と
某

一  

同
し
て
奉
加
勧
進
し 

て
ヽ
金
銅
大
仏
尊
像
十
余
ケ
年
に
し
て
修
造
成
就
開
眼
事
終
る
〇
古
昔
、
後
白 

川
院
宣
下
の
本
願
の
為
、
此
時
俊
乗
坊
が
奉
加
人
の
棟
梁
と
し
て
大
仏
之
内
腹 

に
柱
を
三
本
立
つ
。
此
木
は
仏
之
骨
木
な
り
世
末
に
成
り
塔
殿
煙
焼
し
て
も 

大
仏
は
焼
け
ず
、
百
年
余
に
し
て
内
木
に
朽
損
し
近
年
修
復
の
事
成
就
し
内 

腹
之
骨
木
を
以
っ
て
小
釈
迦
二
体
を
作
る
〇 

I

体
は
龍
松
院
公
慶
所
持
し
て
今 

江
府
勧
進
所
に
之
を
安
置
し
、

一

体

菊

俗

名

外

嶋

玄

賀

、
法
名
安
照
院
寂 

誉
湛
了
居
士
所
持
ス
。
其
の
先
夢
中
に
仏
有
り
、
告
げ
て
日
く
小
仏
釈
迦

一  

軀 

は
茅
屋
二
間
四
面
に
し
て
小
堂
建
立
し
之
を
安
置
す
べ
し
〇
額
は
日
月
堂
と
書' 

く
べ
し
と
告
げ
給
ぅ
。
某
夢
中
に
高
僧
に
向
か
い
答
え
て
日
く
、
小
仏
釈
迦
堂 

二
間
四
面
地
境
に
依
り
然
る
べ
し
、
何
事
か
、
額
の
日
月
堂
、
意
を
得
難
し
と 

申
す
〇
高
僧
微
笑
し
て
吾
れ
之
れ
を
知
る
べ
か
ら
ず
、
日
月
堂
と
打
べ
し
と
夢 

中
に
対
談
し
、
即
時
に
夢
覚
め
、
其
後
大
仏
之
縁
起
日
記
等 

一
説
し
て
夢
中
之 

告
解
大
旨
を
得
る
。
大
仏
小
縁
起
書
見
厥
後
小
釈
迦

一  

軀
作
り
、
何
処
に
か
之 

を
安
置
す
べ
き
哉
、
十
五
ケ
年
落
着
か
ざ
る
所
今
年
の
秋
草
津
温
泉
に
浴
し
て
 ヽ

山
上
之
小
堂
光
泉
寺
之
境
地
一
見
し
て
心
地
落
着
き
、
自
然
右
之
旨
趣
を
湯
殿

亭
主
の
湯
元
弥
五
右
衛
門
尉
え
物
語
り
対
談
し
て
、
弥
五
右
衛
門
尉
平
伏
し
て 

即
座
に
之
を
乞
う
。
翌
日
温
泉
山
上
之
光
泉
寺
住
侶
文
見
法
印
之
を
聞
き
、
某 

旅
宿
を
尋
訪
し
て
来
た
り
、
法
印
猶•
史
悦
喜
し
て
釈
迦
堂
は
亭
主
施
主
と
為
る 

べ
き
の
由
、
固
堅
に
之
を
約
諾
す
。
然
ば
此
本
尊
一
体
仏
具
等
迄
之
に
与
う
。 

爾
今
以
後
小
宇
堂
建
立
し
、
湯
元
弥
五
右
衛
門.
施
主
支
配
す
べ
き
も
の
也
。
誠 

に_

然
の
冥
盧
、
草
津
一
村
の
み
に
あ
ら
ず
、
佗
郷
村
落
山
家
衆
生
、
結
縁
と 

為
り
、
仏
法
繁
栄
、
前
後
菩
提
、I

蓮
託
生
、
南
無
阿
弥
陀
仏

元
禄
十
六
癸
未
秋
八
月
八
日

武
江
住
人

御
家
人
医
師

外
嶋
玄
賀宗

静

草
津
村
施
主

湯
元
弥
右
衛
門
尉
殿

薄
寥•
軒

白
翁
堂

之
を
書
く

日
月
堂
縁
起
に
よ
れ
ば
釈
迦
堂
は
元
禄
十
六
年
に
建
立
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

し
か
ら
ば
現
存
の
釈
迦
堂
は
元
禄
頃
の
建
築
手
法
を
残
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
〇 

こ
の
点
が
最
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
現
存
の
釈
迦 

堂
は
堂
内
裏
側
を
大
き
く
改
造
し
て
い
る
〇
ま
た
向
拝
部
の
手
法
も
内
部
裏
側 

の
手
法
と
似
通

s>
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
堂
裏
側
を
改
造
し
た
時
向
拝
部
を
新 

た
に
設
け
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
文
政
年
間
に
画
か
れ
た
「
上
州
草
津
温 

泉
之
図
」
等
を
見
る
と
向
拝
の
付
い
て
い
な
い
釈
迦
堂
が
描
か
れ
て
い
る
。



だ
が
左
右
の
飛
貰
に
み
ら
れ
る
唐
草
模
様*

よ
び
柱
上
斗
組
等
は
元
禄
期
頃
ま

で
溯

s>
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る

〇

以
上
の
様
な
事
柄
か
ら
、
現
存
す
る
釈
迦
堂
は
主
に
表
側
の
向
拝
を
後
世
に 

な
っ
て
付
け
た
り
、
裏
側
を
改
造
し
た
り
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
部
分
は
日 

月
堂
縁
起
の
通
り
元
禄
十
六
年
の
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
数 

多
く
の
社
寺
建
築
を
み
て
き
た
が
、
た
と
え
改
造
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
元
禄
期 

ま
で
溯
る
遺
構
は
極
く
少
数
で
あ
っ
た
〇
ま
た
当
釈
迦
堂
は
建
立
に
至
る
ま
で 

の
由
緒
で
あ
る
「
日
月
堂
縁
起
」
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
考
え
る 

と
、
県
内
で
も
数
少
な
い
貴
重
な
建
造
物
と
い
え
よ
う
。 

(

桑
原 

稔
) 

常

林

寺

本

堂

所
在
地 

長
野
原
町
応
桑
五
四
七

管
理
者 

高

橋

常

雄

当
時
の
諸
堂
宇
一
切
は
天
明
の
浅
間
山
噴
火
の
溶
岩
泥
流
に
よ

s>
て
流
さ
れ 

て
し
ま
っ
た
〇
現
在
の
本
堂
は
棟
札
へ
写
真®
)

よi

文

政

こ

八

二

四)

年 

に
信
州
上
諏
訪
の
棟
梁
矢
崎
国
太
良
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

〔写真㉟〕常林寺本堂

〔写真®〕室中入ロの襴間彫刻

〔写真®〕 棟 札〔写真恕〕寿昌の天井画



明
ら
か
で
あ
る
。
正
面
九
間
、
惻
面
七
間
の
入
母
屋
造
で
屋
根
は
桟
瓦
葺
で
あ 

る〇

室
内
入
口
の
襴
間
彫
刻(

写
真
鉍)

は
原
田
定
慶
が
文
政
八 

二
八
二
五) 

年
に
、
萩
原
米
蔵•

矢
寄
豊
前
椽
昭
方
へ
信
州
諏
訪
出
身)

が
文
政
九
二
八 

こ
六)

年
に
彫
っ
た
も
の
で
あ
る
〇
ま
た
、
黒
岩
芳
居•

寿
昌
の
天
井
画
へ
写 

真®
)
.

有
川
信
興
の
板
戸
絵 

へ
写
真®
)

な
ど
も
あ
、
曹
洞
宗
建
築
の
質 

素
さ
の
中
に.
、.

彫

刻•

絵
画
と
建
粢
が

I  

体
化
し
て
扣
り
、
質
の
高
い
も
の
と 

な
っ
て
い
る〇

壇
家
は
現
在
約
二
〇
〇
〇
戸
も
あ
る
と
い
ぅ
〇

雲 

林 

寺

所
在
地 

長
野
原
町
長
野
原
七
三

管
理
者 

轟 

提 

三

当
寺
は
応
桑
の
常
林
寺
と
同
様
に
天
明
の
浅
間
山
噴
火
の
災
禍
を
被
り
、
堂 

宇 

一  

切
は
烏
有
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
棟
札
は
現
存
し
な
い
が
、
全
体
の
様
式 

や
常
林
寺
の_

間
彫
刻
の
作
者
で
あ
る
原
田
常
慶
の
襴
間
彫
刻(

写
真®
)

、
 

当
寺
の
龍
丈
和
尚
の
天
井
画
な
ど
ょ
り
、
文

政.

天
保
年
間
の
頃
、
建
立
さ
れ 

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

川

原

湯

神

社

本

殿

所
在
地 

長
野
原
町
川
原
湯
五
ニ
ー

管
理
者 

海

野

恭

斎

一
間
社
流
造
で
向
拝
部
は
唐
破
風
と
な
〇
て
扣
々
、
屋
根
は
板
葺
で
組
物
は 

唐
様
で
ぁ
る
。
壁
面.

脇
障
子.

頭
貫
上
部•

水
引
虹
梁
上
部
等
は
彫
刻
で
埋 

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
繋
虹
梁
は
龍
の
透
し
彫
り
と
な
っ
て
扣
り
、
建
物
全
体

〔写真㉝〕有川信興の板戸絵

〔写真卯〕雲林寺本堂

〔写真幻)〕襴間彫刻(原田常慶作)



が
彫
刻
の
ょ
ぅ
で
あ
る
へ
写
真㉓
⑭
)

〇
当
本
殿
に
は
文
和
元
二
三
五
二) 

年
の
棟
札
へ
写
真®
)

と
天
保I

四

二

八

四

三)

年
の
祈
禱
札f

写
真©

・
 

@

)

が
残
さ
れ
て
い
る
。

〔写真鉍〕川原湯神社本殿〔写真妙〕妻 側

〔写真妙〕繫 虹 梁

〔写真恕〕棟 札



そ
の
文
和
の
棟
札
に
記
載
さ
れ
て
い
る
棟
梁
は
、
地
元
の
小
泉
村
の
藤
原
舜 

応
.

樋
田
和
五
郎•

藤
原
秀
春
と
な
っ
て
い
る〇

し
か
し
、
彫
刻
の
占
め
る
割 

合
.

軒
支
軒•

木
鼻
等
を
ふ
ま
え
た
全
体
様
式
か
ら
文
和
年
間
の
建
立
は
妥
当 

で
は
な
い
〇
も
し
文
和
が
ま
ち
が
い
で
天
和
元
二
六
八
一)

年
の
建
立
で
あ 

っ
て
も
文
和
间
様
の
こ
と
が
言
え
る
〇

そ
も
そ
も
当
神
社
は
薬
師
社
で
あ
り
ヽ
湯
前
さ
ま
と
呼
ば
れ
現
在
の
湯
畑
の 

前
に
あ
っ
た
も
の
を
現
在
地
に
移
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
土
地
の
人
は
現
在 

の
本
殿
が
移
築
前
の
楽
師
社
殿
だ
と
い
ぅ
が
様
式
的
に
み
て
仏
教
系
統
の
薬
師 

社
が
現
在
の
神
社
本
殿
形
式
を
と
っ
てS

る
の
は
扣
か
し
い
。

以
上
の
二
点
か
ら
文
和
の
棟
札
は
当
本
殿
の
も
の
と
は
違
ぅ
の
で
は
な
い
か 

と
思
わ
れ
る
〇
な
扣
、
当
本
殿
と
な
ら
ん
で
薬
師
社
殿(

写
真®
)
 

が
安
置
さ 

れ
て
い
る
が
、
棟
札
の
大
き
さ
か
ら
そ
の
建
物
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か 

で
あ
る
。
当
本
殿
は
様
式
か
ら
み
て
も
幕
末
の
も
の
と
思
わ
れ
る
〇

〔写真®〕薬師社殿

〔写真朽〕祈禱札(表〔写真®〕祈禱札(裏)



川

原
 

湯 

神

社
 

拝

殿

所
在
地 

長
野
原
町
川
原
湯
五
ニ
ー

管
理
者 

海

野

恭

斎

•
正
面
三
間.

側
面
四
間(

前I

間
通
り
吹
抜
き} 

の
入
母
屋
造
で
屋
根
は
草 

葺
で
あ
る〇

向
拝
は
唐
破
風
で
あ
る
。
棟
札
等
で
建
立
年
代
を
確
証
す
る
も
の 

は
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
天
井
画
は
先
に
述
べ
た
応•
楽
の
常
林
寺
の
板
戸 

絵
の
作
者
で
あ
る
有
川
信
興
が
描
が
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
川
原
湯
神
社 

本
殿
の
項
で
述
べ
た
祈
禱
札
の
年
号
と一
致
す
る
絵
馬(

写
真
@>)

が
あ
る
こ 

と
、
さ
ら
に
様
式
全
体
か
ら
み
て
幕
末
の
も
の
で
あ
り
、
天
保
年
間
の
頃
の
も 

の
と
思
わ
れ
る
〇

当
建
物
は
現
在
拝
殿
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
ひ
と
つ
の
完
結
し
た 

建
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
〇
そ
れ
は
、
内

部
(

写
真 _
)

が
内
陣*

外
陣
と 

別
れ
て
い
る
こ
と
と
、
内
陣
と
覆
い
堂
の
境
の
柱
の
本
殿
ょ
り
が
風
化
し
て
い 

る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
〇

こ
の
拝
殿
の
平
面
は
薬
師
堂
の
そ

れ
と
酷
似
し
て
い
る
〇

当
神
社
は
、
氏
子
の
厚
い
信
仰
と 

愛
護
に
ょ
り
隅
々
ま
で
毎
日
掃
除 

さ
れ
実
に
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
、
 

ま
こ
と
に
ぅ
ら
や
ま
し
い
か
ぎ
り

で
あ
る
〇

〔写真㉙〕川原湯神社拝殿

〔写真(〕 絵 馬 〔写真〇)〕向 拝

外内内真写



神

明

神

社

本

殿

所
在
地 

長
野
原
町
大
津
四
七
七

管
理
者 

田

村
 

学

正
面
一
間.

側
面
一
間
の
神
明
造
で
、
屋
根
は
板
葺
で
あ
る
。
社
殿
内
に
は 

文
化
元
二
八
〇
四)

年
の
棟
札(

写
真
®)) 

が
あ
る
。
鞭
掛
が
か
け
た
り
 ヽ

歪
ん
で
い
る
部
分
も
あ
り
、
質
は
ょ
い
と
は
い
え
な
い
が
、
当
地
方
に
於
い
て 

数
少
な
い
神
明
造
で
建
立
年
代
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
点
で
貴
重
な
も
の
で 

あ
る
。

〔写真〕神明神社本殿

〔写真棟 札

〔写真®〕妻側上部



王

城

山

神

社

本

殿

所
在
地 

長
野
原
町
林
五
〇
二

管
理
者 

浦

野

峯

松

正
面I

間
•

側
面
一
間
の
流
造
で
屋
根
は
銅
板
葺
で
あ
る
〇
な
か
に
六
枚
の 

棟
札
及
び
祈
禱
札(

写

真

〇

〇
)

が
あ
り
元
禄
一
七 

二
七
〇
四)

の
も 

の
が
最
も
古
い
。
別
当
寺
大,
陳
院
が
記
し
た
「
王
城
山
略
縁
起
」
で
明
ら
か
の
：' 

ょ
ぅ
に
、
棟
札
の
弁
才
天
宮
及
び
諏
訪
大
神
明
宮
は
当
神
社
本
殿
の
こ
と
で
あ 

る
〇現

在
の
社
殿
は
ヽ
繋
虹
梁
の
反
り
、
木

鼻•

唐
草
の
模
様
な
ど
、
比
較
的
質 

素
で
落
ち
つ
い
て
扣
り
、
江
戸
中
期
の
特
色
を
ょ
く
示
し
て
い
る
〇
そ
こ
で
写- 

真

107
の
右
か
ら
三
枚
目
の
棟
札
の
享
保|

四 

二 

七
二
九)

年
を
建
立
年
代 

と
み
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
〇

〔写真¢06)〕王城山神社本殿

〔写真_〕棟札及び祈禱札⑴

〔写真〕棟孔及ひ析禱孔⑵



王

城

山

神

社

拝

殿

所
在
地 

長
野
原
灯
林
五
〇
二

管
理
者 

浦

野

峯

松

正
面
三
間•

側
面
二
間
の
入
母
屋
造
で
屋
根
は
銅
板
葺
で
あ
る
。
天
井
画 

(

写
真
®)) 

は
喜
雲
の
作
で
あ
る
〇
建
立
は
壁
に
か
け
ら
れ
て
い
る
「
奉
再 

建
諏
訪
宮
拝
殿
寄
進
連
名
」
の
額
ょ
り
嘉
永
五(

一
八
五
二)

年
で
あ
る
。 

現
在
の
屋
根
は
明
治
三
四
こ
九
〇
一)

年
に
葺
替
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔写真@〕向拝上部

〔写真(W)〕妻側上部

〔写真(HT)〕王城山神社拝殿

〔写真(H2)〕天井画



養

蚕

神

社

本

殿

所
在
地 

長
野
原
町
与
喜
屋
三
一
四

管
理
者 

萩

原
 

喜

養
蚕
神
社
と
い
ぅ
名
称
は
明
治
四
二
年
数
社
を
合
祀
し
た
と
き
改
称
さ
れ
た 

も
の
で
、
現
在
の
本
殿
は
そ
の
時
合
祀
さ
れ
た
与
喜
屋
の
萩
原
の
諏
訪
神
社
本 

殿
で
ぁ
る
〇
寛
保
三 

二 

七
四
三)

年
の
棟
札 

へ
写
真@

®))

が
残
さ
れ
て 

い
る
〇
棟
梁
は
群
馬
郡
室
田
村
の
横
尾
忠
右
衛
門
で
ぁ
る
〇
繋
虹
梁
は
な
く
 ヽ

軒
支
輪.

彫
刻
的
な
手
挾
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
扣
る
が
、
唐
草
の
模
様(

写
真 

〇
) 
•

質
素
で
が
っ
ち
々
し
た
脇
障
子(

写
真
®)) 

•

全
体
的
な
整
い
等
に 

江
戸
中
期
の
特
色
が
で
て
扣
り
、
棟
札
の
建
立
年
代
で
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
妻 

の
壁
面
等
が
虫
に
喰
わ
れ
て
お
り
、
早
急
な
対
策
が
望
ま
れ
る
〇〔写真(H5)〕養蚕神社本殿•向拝

〔写真¢2)〕脇障子〔写真og)〕棟札(舞〔写真〕棟札(裏)



瑠 

璃

光

薬

師

堂

所
在
地 

長
野
原
町
長
野
原
九
二

管
理
者 

雲

林

寺

へ

轟

提

三
)

宝
形
造
の
草
葺
で̂

る
〇
当
堂
は
町
の
裏
山
函
岩
山
麓
に
位
置
す
る
た
め
天 

明
三
年
の
浅
間
噴
火
の
災
は
ま
ぬ
が
れ
た
〇
棟
札
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
向
拝 

の
桁
隠
に
寛
延
ニ 

ニ 

七
四
九)

年
の
墨
書(

写

真

〇
)

が
残
さ
れ
て
い
る
。 

当
地
方
に
は
当
堂
と
と
も
に
三
原
三
四
畨
札
所
の
観
音
堂
な
ど
が
数
多
く
現 

存
し
て
い
る
〇
こ
れ
ら
の
建
築
は
、
庶
民
の
社
交
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
庶 

民
信
仰
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る〇

そ
の
ょ
ぅ
な
観
点
か
ら
建
立
年
代
が
、
は
っ 

き
り
と
し
て
い
る
点
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
〇

作

道

観

音

堂

所
在
地 

長
野
原
町
長
野
原
九
二

管
理
者 

雲
林
寺
へ
轟
提 

一
5

正
面
三
間.

側
面
二
間
の
入
母
屋
造
で
屋
根
は
金
属
板
葺
で•
あ
る
〇
当
堂
は 

三
原
三
四
番
札
所
の
第I

番
で
あ
り
、
長
野
原
町
遠
西
一
六
〇
七
の
岩
根
を
登 

り
つ
め
た
天
然
の
大
洞
窟
に
あ
っ
た
も
の
を
現
在
地
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
〇 

棰
木
は
唐
様
の
扇
棰
木 

へ
写
真 

)

で
あ
る
〇
何
度
か
再
建
さ
れ
て
知
り
 ヽ

現
在
の
も
の
は
嘉
永
六 

二 

八
五
三)

年
の
も
の
で
そ
の
棟
札 

へ
写
真

¢22) 

_
 
)

が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
四
一
こ
九
〇
八)

年
に
一
部
補
修 

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

〔写真〇12)〕瑠璃光薬師堂

〔写真_)〕向拝上部

〔写真向拝の桁隠の墨書



〔写真作道観音堂

〔写真(J^〕正面上部

棟 札(表)

〔写真_〕

諏

訪

神

社

本

殿
 

所
在
地 

濡
恋
村
今
井
八I

二 

管
理
者 

浦

野

峯

松

棟 札(裏)

〔写真㉝J

鋤叻行杠+殿

〔写真〕



復
い
堂
の
な
か
に
二
つ
の
社
殿
が
な
ら
ん
で
い
る
。
向
か
っ
て
左
側
の
も
の 

が
諏
訪
神
社
本
殿
で
あ
り
、
そ
の
中
に
嘉
永
五
年
二
八
五
二)

の
棟
札
及
び 

同
年
号
の
墨
書
の
あ
る
神
像
が
あ
る
。

へ
写
真 
_
 
_

)

。

一
間
社
流
造
で
屋
根
は
板
葺
で̂

る
〇
水
引
虹
梁
上
部
の
彫
刻•

脇
障
子. 

木

鼻•

虹
梁
等
に
幕
末
の
棟
式
が
ょ
く
で
て
知
り
棟
札
の
建
立
年
代
は
妥
当
と 

思
わ
れ
る
〇
も
ぅ
ひ
と
つ
の
社
殿
は
白
山
神
社
本
殿
で
棵
札
は
な
い
が
様
式
か 

ら
み
て
諏
訪
神
社
本
殿
と
同
年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
〇

鎌

原

神

社

本

殿

所
在
地 

：糯
恋
村
鎌
原
三
九
八

管
理
者 

安

斉

半

次

当
神
社
は
も
と
も
と
は
諏
訪
神
社
で
あ
る
。
天

明

三(
一

七
八
三)

年
の
浅 

間
山
噴
火
の
溶
岩
泥
流
に
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
在
の
本
殿
は
そ
の
時
再 

建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
寛
政
七 

二
七
九
五)

年
の
棟
札 

へ
写
真
(w) 

よ
り
明
ら
か
で
あ
る
〇

神傢の台裏の墨書

〔写真(J26)〕

楝 札

〔写真®〕

諏訪神社本殿の背面の軒部分

〔写真®〕



一
間
社
流
造
、
屋
根
は
板
葺
で
竪
男
木.

置
千
木
が
の
っ
て
い
る
。
規
模
は
全 

体
的
に
小
さ
く
、
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
蟇
股
な
ど
の
ょ
ぅ
に

そ
れ
に
対
応
し
て
小
さ
く
な
ら
な
い
部
分
も
ぁ
る
〇
建
立
年
代
は
組
物•

虹
梁 

-

蟇

股.

軒
支
軒.

木

鼻

等(

写
真 g

 

〇 
)

か
ら
棟
札
の
年
代
が
妥
当
で 

あ
る 

鎌原神社本殿

〔写真(128)〕

〔写真(129)〕向拝の上部

〔写真(BO)〕妻 上 部

〔写真くf|T)〕棟 札



鎌 

原 

観 

音 

堂

所
在
地 

_

恋
村
鎌
原

管
理
者 

宮

崎

袈

裟

善

当
観
音
堂
は
天
明
三
年
の
浅
間
山
噴
火
の
際
埋
没
を
ま
ぬ
が
れ
た
鎌
原
部
落 

唯
一
の
建
築
物
で
あ
る
。

I  

五
〇
余
あ
s>
た
石
段
は
現
在
は
わ
ず
か
一
五
段
し 

か
地
表
に
現
わ
れ
て
い
な
い
〇

方
三
間
の
方
形
造
で
屋
根
は
草
葺
で̂

る9

堂
内
に
は
正
徳
三
年 

二 

七 

一  

三)

の
棟
札(

写

真

@>)

が
残
さ
れ
て
い
る
が
ヽ
現
在
の
も
の
は
当
初
の
も 

の
に
だ
い
ぶ
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
〇
そ
れ
は
頭
貫
や
屋
根
の
構
造
材
と
柱 

•

壁
部
分
と
は
風
化
の
度
合
が
違
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る〇

大
工 

は
大
前
の
宮
崎
右
衛
門
で
あ
る
〇

吾

妻

神

社

本

殿

所
在
地 

濡
恋
村
田
代
三
四

管
理
者 

関

八

郎
•

宮

崎

角

五

郎

正
面
一
間•

側
面
一
間
の
春
日
造
で
屋
根
は
銅
板
葺
で̂

る
〇
壁•

頭

貫. 

組
物
等
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
殿
内
部
に
は
享
保
ニ
ー
ニ 

七
三
六) 

年
と
天
保
ー
ニ 

ニ 

八
四
一)

年
の
覆
い
堂.

拝
殿
の
屋
根
替
の
棟
札(

写
真 

@)
(@>)

、
及
び
文
安
ー
ニ
四
四
四)

年
の
懸
仏
へ
写
真 
_

)

が
あ
る
。 

建
物
は
破
損
も
な
く
全
体
的
に
し
つ
か
り
し
て
知
り
、
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
〇 

木

鼻.

虹

梁.

蟇
股
等
は
江
戸
中
期
の
特
色
を
表
わ
し
て
お
り
、
享
保
年
間
の 

建
立
を
裏
付
て
い
る
。

棟
梁
は
大
笹
村
の
田
村
七
郎
次
で
あ
る
。
神
社
本
殿
が
流
造
な
の
に
春
日
造 

で
あ
る
こ
と
、
吏
に
脇
障
子
に
歌
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
小
規
模
な
の
に
緻 

密
な
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
特
筆
す
べ
き
こ
と-
で
あ
る
〇

〔写真(J32)〕 鎌原観音堂

〔写真Q35)〕棟 札



〔写真(@)〕棟札⑽

〔写真(Jg)〕 懸 仏

〔写真〕 棟 才し(M)

〔写真く@)〕吾妻神社本殿



〔写真®〕 背面騫部
〔写真cuD〕向 拝

〔写真〕脇障子 〔写真〕大笹神社本殿

〔写真((42)〕 向拝上部

大

笹

神

社

本

殿

所
在
地 

嬌
恋
村
大
笹
一
七
六 

管
理
者 

佐

藤
 

正



•
二
間
社
流
造
で
屋
根
は
銅
板
葺
で̂

る
〇
当
神
社
は
明
治
に
諏
訪
神
社
・
白 

山
神
社
な
ど
数
社
を
合
祀
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
〇
現
在
の
本
殿
は
棟
札 

ヘ
写
真
@>
〜§

)

ょ
り
、
元
文

ー  

ニ 

七
三
六)

年
に
大
破
し
た
も
の
を 

宝
暦
四 

二 

七
五
四)

年
に
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
。
手

挾•

虹
梁•

木
鼻
そ 

し
て
全
体
と
し
て
質
素
で
？•
が
っ
ち
り
と
落
着
い
た
と
こ
ろ
に
江
戸
中
期
の
特 

色
が
ょ
ぐ
出
て
い
る
。

当
村
で
は
二
間
社
は
め
ず
ら
し
い
も
の
で
あ
る
〇

へ

村

田

敬
 

一)

〔写真妻 上 部

〔写真(i73)〕棟 札(表)

〔写真(345)〕棟 札(离

〔写真(5^)〕棟 札⑽)

〔写真(5^)〕棟 札崗



石

造

美

術

品

一

覧

吾 妻 町

太

鼓

橋
 

吾
妻
町
本
宿 

吉
岡
神
社
神
官
一
八
六
六
年

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

渡

辺
I

詮
_
_
_
_
_
_
_
_
_

加
部
弍
法
翁
昭
先
碑 

ク 

大
戸
三
七
！
 

大
運
寺
住
職 

一
八I

四
年

武

井

敏

雄

石

燈

籠
 

ッ

本

宿 

吉
岡
神
社
神
官

渡

辺

詮

石 

宮 

ク

大

戸 

畔
宇
治
神
社
神
一
七
五
ー
ー
年

官

浦

野

次

郎

鳥 

居 

ク

金

井 

一
宮
神
社 

一
六
七
八
年

板 

碑 

ク
厚
田
田
中

板 

碑 

ク
三
島
三
六
六
五 

浄
清
寺
住
職

伊

藤

義

道 

.

鳥 

居 

ク
原
町
八
一 

大
宮
巌
鼓
神
社

高

山

巌

石 

殿 

ッ

岩

井

板 

碑 

a
 

岩
井

五

輪

塔
 

ッ

岩

井 

長
福
寺
茂
木
享

石

燈

籠
 

ッ

大

戸 

畔
宇
治
神
社
祌

官

浦

野

次

郎
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民

俗

芸

能

I  

概 

説

吾
妻
郡
の
民
俗
芸
能
の
特
色
に
つ
い
て
冒
頭
に
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

吾
妻
郡
は
地
浬
区
分
か
ら
み
る
と
、

吾
妻
溪
谷
を
境
と
し
て
東.

西
に
二
分
さ 

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
吾
妻
川
の
名
も
、

西
部
吾
妻
で
は
鳥
居
川
と
よ
ん
で 

い
た
事
実
が
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
東
吾
妻 

ヘ
現
在
の
高
山
村•

東

村
.

中
之 

条

町•

吾
妻
町)

と

西

吾

妻(

長

野

原

町•

六

合

村•

草

津

町.
_

恋
村)

は 

す
べ
て
の
面
に
扣
い
て
違
っ
た
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。
平
地
に
発
し
た
関
東
平 

野
の
文
化
が
、

旧
岩
島
村
地
域
ま
で
に
及
び
、

西
吾
妻
に
及
ば
な
か
っ
た
こ
と 

.
は
、
古
墳
の
分
布
を
み
て
も
埋
解
さ
れ
る
。

歷
史
時
代
に
入
っ
て
も
、

原
町
金
井
廃
寺
跡
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

仏
教
文 

化
が
東
吾
妻
に
開
花
し
た
の
に
対
し
て
西
吾
妻
に
は
そ
う
し
た
遺
跡
は
み
ら
れ 

な
い
〇
吾
妻
溪
谷
は
東
西
吾
妻
の
交
流
を
拒
否
す
る
だ
け
の
地
形
的
な
力
を
持 

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
、

西
吾
妻
は
北
信
濃
の
土
豪
海
野
氏
の 

支
配
下
に
入
り
、

そ
の
分
嫉
が
西
吾
妻
地
方
の
支
配
者
と
な
り
、

中
世
ま
で
つ 

づ
い
て
い
た
が
、

こ
れ
は 

一  

つ
の
政
治
的
要
因
の
み
で
な
く
、

地
理
的
に
み
て 

信
濃
国
と
の
交
渉
の
方
が
濃
厚
で
あ
っ
た
こ
と
も

|  

つ
の
要
因
で
あ
る
〇
明
治 

.

大

正•

昭
和
時
代
に
知
い
て
も
、

西
吾
妻
の
商
圏
は#

馬
県
よ
り
も
長
野
県 

に
比
重
が
重
か
っ
た
の
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

む
し
ろ
長
野
県
と
の
人
間 

交
流
が
長
い
間
つ
づ
い
た
地
域
で
あ
っ
た
。

文
化
史
の
面
に
知
い
て
も
当
然
東
西
の
相
違
が
み
ら
れ
る
〇
仏
教
文
化
を
み 

て
も
、
東
に
は
吾
妻
町
矢
倉
の
行
沢
観
音(

馬
頭
観
世
音)

の
よ
う
な
中
世
の 

仏
像
は
西
に
は
な
い〇

寺
院
を
み
て
も
、

西
は
曹
洞
宗
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、

東
に
は
原
町
の
善
導
寺
の
よ
う
な
浄
土
宗
の
古
刹
が
あ
る
。
浄
土
宗
は
西
に
は 

み
ら
れ
な
い
が
、
東
に
は
大
運
寺
ヘ
吾
妻
町
大
戸)

、
清

見

寺
(

中
之
条
町)

、
 

善

福

寺
(

同)

、

宗

本

寺(

同)

、

三

福

寺(

吾
妻
町
大
柏
木)

、

定
善
寺

(

同
須
賀
屋)

、
法

信

寺
(

高
山
村)

、
浄

清

寺(

吾
妻
町
三
島)

と
九
ヵ
寺 

も
あ
る
。
曹
洞
宗
は
全
郡
！
 

三
ヵ
寺
の
う
ち
六
ヵ
寺
西
に
あ
る
〇
天
台
宗
も
西 

に
は
な
く
、
真
言
宗
は
昔
か
ら
の
寺
は
草
津
町
の
光
泉
寺
し
か
な
い
。

こ
う
し 

た
宗
派
の
違
い
は
西
部
吾
妻
の
仏
教
の
後
進
性
を
示
す
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ 

ろ
う
〇

民
俗
学
の
面
を
み
て
も
、
東
•

西
は
か
な
り
違
っ
た
文
化
相
が
指
摘
で
き
る 

こ
と
が
、

他
の
分
野
で
も
見
ら
れ
る
が
、
民
俗
芸
能
の
分
野
は
吾
妻
都
全
体
を 

み
て
も
県
内
の
各
地
と
か
な
り
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
〇
民
俗
芸
能
で
は 

民
謡
の
分
野
で
、

す
ぐ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
な
い
〇
平
坦
部
と
明
ら
か
に
違
う
〇 

中
世
芸
能
と
し
て
注
目
さ
れ
る
式
三
番
の
翁
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
痕
跡 

も
つ
か
め
な
い
で
い
る
。

田
植
え
唄
、

麦
打
ち
唄
の
ご
と
き
も
吾
妻
都
に
は
遺 

っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
歌
舞
伎
舞
台
の
現
存
数
は
利
根
都
や
勢
多
郡
に
比 

較
し
て
少
な
い
。
文

化•

文
政
期
か
ら
急
速
に
普
及
し
た
地
方
歌
舞
伎
が
吾
妻 

郡
に
も
普
及
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

天
保
の
改
革
で
舞
台
の
撤
去
を
命
じ
ら
れ 

た
あ
と
、

明
治
初
期
の
再
興
時
に
は
す
で
に
再
建
し
な
か
っ
た
こ
と
と
一
つ
の 

理
由
で
あ
ろ
う
。

人
形
芝
居
は
本
格
的
な
三
人
遣
い
は
み
ら
れ
ず
、
少
人
数
で 

費
用
も
少
な
く
て
す
む

I  

人
遣
い
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
れ
も
西
吾
妻
に
は

I  

つ
も
な
く
、
す
べ 

て
東
吾
妻
に
集
中
し
て
い
る
の
も
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る 

で
あ
ろ
う
〇

獅
子
舞
が
全
郡
に
非
常
に
多
く
み
ら
れ
る
の
が
吾
妻
郡
の
民
俗
芸
能
の 

一  

つ 

の
特
色
で
あ
る
。
獅
子
舞
の
な
か
で
も
、

西
吾
妻
に
は
二
人
立
ち
の
獅
子
舞
が 

み
ら
れ
る
〇
群
馬
県
全
体
か
ら
み
て
も
、

獅
子
舞
は
ほ
と
ん
ど
一
人
立
ら
で
二 

人
立
ち
は
極
め
て
稀
れ
で
あ
る
。
し
か
も
大
神
楽
と
よ
ば
れ
る
系
統
が
多
い
な



か
で
、

吾
妻
曲
部
の
も
の
は
明
ら
か
に
一
人
立
ら
と
同
じ
ょ
ぅ
な
祭
祀
芸
能
と 

し
て.
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
の
が
注
呂
さ
れ
る
〇
神
楽
も
吾
妻
郡
に
は
多
い
〇

こ
ぅ
し
た
吾
妻
都
の
民
俗
芸
能
の
特
色
は
群
馬
県
に
お
け
る
山
間
部
と
し
て 

の
立
地
条
件
と
文
化
的
な
水
準
の
背
景
と
と
も
に
考
え
る
ベ
き
で
あ
ろ
ぅ
〇 

(

秋

原
 

進)

二

地

方

歌

舞

伎

(-)
舞 

台

吾
妻
郡
内
の
現
在
す
る
農
村
欹
舞
伎̂

台
は
極
め
て
少
な
い
〇
最
も
ょ
く
保 

存
さ
れ
て
い
る
の
は
中
之
条
町
横
尾
の
吾
妻
神
社
境
内
の
も
の
で
あ
る〇

ほ
か 

に
は
吾
妻
町
三
島
と
長
野
原
町
与
喜
屋
の
養
蚕
神
社
境
内
の
舞
台
で
、

つ
ま
り 

東
と
西
に
分
か
れ
て
ニ
ー
つ
し
か
遣
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
〇
隣
接
す
る
利
根 

郡
や
赤
城
山
西
麓
の
勢
多
郡
一
帯
に
比
較
し
て
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
〇

し
か
し
、

地
名
を
調
べ
て
み
る
と
、
中
之
条
町
！卜

沢

渡

に

「
舞
台
」

が
あ
り
、
 

吾
妻
町
植
栗
に
も
同
町
三W

に

も

「
舞
台
」

の
地
名
が
あ
る
〇
こ
れ
は
、

扣
そ 

ら
く
掛
け
舞
台
を
す
る
場
所
が
き
ま
っ
て
い
て
、
そ
こ
を4

台
と
呼
ん
だ
も
の 

と
思
わ
れ
る
か
ら
常
設
舞
台
の
ほ
か
に
臨
時
に
架
設
す
る
掛
け
舞
台
も
掛
け
ら 

れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
〇

天
保
の
改
革
で
、

農
村
の
歌
舞
伎
舞
台
が
破
却
さ
れ
て
し
ま
い
、

そ
の
後
再 

建
し
な
か
っ
た
例
が
濡
恋
村
三
原
と
六
合
村
赤
岩
に
あ
っ
た
〇
こ
れ
か
ら
み
て 

江
戸
時
代
に
は
吾
妻
郡
昀
部
に
も
農
村
歌
舞
伎
舞
台
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
〇

寒
：？：
 
：.•••

御

届I
札

之

事

I
、

今
般
御
取
締
御
出
役
安
藤
源一

郎
様
御
廻
衬
被
成
、
村
_

お
い
て
狂
言 

舞
台
建
置
候
段
及
御
聞1

1
右
は
心
得
違
二
付
早
速
取
払
候
様
被
仰
渡
候
趣
被
御 

達
候•

二
付
字
河
原
宜
地
の
場
所
二
建
置
候
舞
台
昨
廿
八
日
迄
村
中
罷
出
残
ら
ず

吾妻町泉沢の古い獅チ頭

中之条町吾妻神社の農村歌舞伎舞台



方

f

片)

付
申
候
処
相
違
無
御
座
候
。
此
の
段
御
届
申
候
。 

以
上 

天
保
十
三
寅
年
八
月

赤
羽
根
村

三
判

大
戸
寄
場

御
惣
代
中
様

(

濡
恋
村
三
原
区
有
文
書)

こ
の
文
書
は
筆
者
が
直
接
区
有
文
書
の
調
査
中
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
 

赤
羽
根
村
と
い
う
の
は
中
居
村
と
明
治
初
め
に
合
併
し
て
三
原
村
と
な
っ
た
村 

で
あ
る〇

天
保
十
三
年
八
月
十
三
日
に
破
却
し
た
こ
と
が
わ
か
る

〇

吾
妻
郡
六
合
村
赤
岩
に
も
、

天
保
十
三
年
に
舞
台
を
取
こ
わ
し
た
文
書
が
遺 

っ
て
い
る
〇
赤
岩
村
で
舞
台
を
取
こ
わ
し
た
あ
と
、
管
理
者
の
若
者
仲
間
が
解 

体
し
た
用
材
を'
佐
兵
衛
に
売
渡
し
た
が
、

用
材
は
舞
台
の
場
所
に
積
み
重
ね
て 

置
い
た
た
め
、

地
主
の
鏡
学
院(

修
験
院)

と
湯
本
伝
左
衛
門
か
ら
早
く
片
づ 

け
る
ょ
う
注
意
し
た
と
こ
ろ
、

左
兵
衛
が
暴
言
を
吐
い
た
た
め
問
題
と
な
り
、
 

仲
裁
が
入
っ
て
や
っ
と
落
着
し
た
も
の
で
、
佐
兵
衛
の
詫
状
で
あ
る
。
そ
の
文 

書
の
最
初
に
、

「
此
度
関
東
御
取
締
出
役
様
方
ょ
り
厳
敷
被
仰
候
二
付
、

村
方 

鎮
守
熊
野
宮
御
前
御
调
公(

鐘
学
院
と
湯
本
伝
左
衛
門)

所
持
の
地
内
に
建
置. 

候
日
待
小
屋
に
類
し
候
狂
言
舞
台
、

当
九
月
三
日
村
中
罷
出
取
潰
し
候
」
と
あ 

り
、
天
保
十
三
年
、
赤
羽
根
村
と
同
じ
頃
に
破
却
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う 

み
て
く
る
と
、

天
保
年
間
に
吾
妻
郡
内
各
地
に
芝
居
舞
台
が
あ
り
、|

せ
い
に 

破
却
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
〇
そ
の
あ
と
、
県
内
谷
地
で
明
治
に
な
っ
て
か
ら 

再
建
し
た
の
に
、

吾
妻
郡
地
方
で
は
再
建
し
な
か
s>
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑴

中
之
条
町
横
尾
、
吾
妻
神
社
境
内
舞
台

同
神
社
境
内
の
拝
殿
前
の
広
場
、
向
っ
て
左
側
に
東
向
き
に
建
て
ら
れ
て
い 

る
〇
間
口
五
間
半
、

奥
行
三
間
、

ヮ

ラ

葺(

現
在
は
ヮ
ラ
屋
根
の
上
に
ト
タ
ン

で
覆
っ
て
い
る)

あ
り
、
建
築
年
代
は
明
治
初
期
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
社
務 

所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
〇
床
は
高
く
、

椽
の
下
が
奈
落
の
役
目
を
し
て
い 

た
と
思
わ
れ
る
〇
ー
ー
重
が
回
転
で
き
る
よ
ぅ
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
が
、

回
転
の 

機
構
は
鍋
蓋
を
ま
わ
す
式
で
な
く
、

平
土
間
のH

に
枠
で
組
ん
だ
二
重
の
台
を 

置
き
、

そ
の
枠
ご
と
回
す
も
の
で
、
利
根
郡
の
昭
和
村
貝
之
瀬
や
月
夜
野
町
中 

村
の
も
の
な
ど
と
同
じ
型
式
で
あ
る
。

正
面
の
虹
梁
は
一
木
を
用
い
、

唐
草
の
彫
り
物
な
ど
も
他
の
舞
台
に
共
通
し 

て
い
る〇

何
時
頃
ま
で
利
用
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、

軒
下
の
出
ば
り
の 

造
り
な
ど
ほ
と
ん
ど
主
要
部
門
が
そ
の
ま
ま
よ
く
遺
っ
て
い
て
都
内
で
は
最
も 

立
派
な
舞
台
で
あ
る
。
神

社
(

北)

を
正
面
に
し
て
、
右

側
(

東)

に
神
楽
殿 

が
あ
り
、
左

側

f

西)

に
舞
台
が
置
か
れ
、

甬
に
随
神
門
が
あ
り
、
神
社
と
神 

楽
と
地
芝
居
の
密
接
な
関
係
を
示
す
典
型
的
な
配
置
を
示
し
て
い
る
。

⑵

吾
妻
町
三
島
の
組
立
式
舞
台

こ
の
舞
台
は
常
設
で
な
く
、
そ
の
都
度
解
体
し
て
保
存
し
て
扣
い
た
も
の
を 

組
立
て
た
組
立
式
舞
台
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
処
分
さ
れ
て
な
い
と
の
こ
と
で 

あ
る
が
、

組
立
式
舞
台
は
県
下
で
も
数
は
少
な
く
、

現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
の 

は
勢
多
郡
富
士
見
村
不
動
堂
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

他
の
部
落
に
も 

自
由
に
運
ん
で
組
立
て
ら
れ
る
利
便
が
あ
る
が
、

保
存
に
手
間
が
か
か
り
、

な 

か
な
か
遺
さ
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
常
設
舞
台
が
浄
債
寺
の
西
に
あ
っ
た 

が
今
は
な
い
。

⑶

吾
妻
郡
長
野
原
町
与
喜
屋
養
蚕
神
社
舞
台

い
ま
で
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、

推
定
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
と
思
わ
れ
る
。 

間
口
、
奥
行
と
も
実
測
未
済
で
あ
る
が
、

利
根
郡
や
勢
多
郡
の
舞
台
の
よ
ぅ
に 

立
派
で
は
な
い
。



I
I

地

方

歌

舞

伎

⑴
 

六
合
村
和
光
原
に
、
手
製
の
地
芝
店
に
使
っ
た
綺
羅
装
束
の 

一
部
が
遺 

っ
て
い
る
〇
ヵ
ッ
ラ
な
ど
は
ブ
リ
キ
板
に
/#
を
墨
で
染
め
た
も
の
を
毛
と
し
た 

も
の
や
、
鎧
な
ど
も
ボ
ー
ル
紙
を
利
用
し
、
金
•

銀
や
色
の
色
紙
を
貼
っ
た
も 

の
で
あ
る
。
小
道
具
な
ど
の
槍
や
刀
も
こ
し
ら
え
た
も
の
で
あ
る"

边
境
と
い 

わ
れ
た
六
合
村
入
山
の
般
央
部
に
扣
い
て
、
蝮
民S

か
ら
の
手
で
地
方
歌
舞
伎 

を
演
じ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
〇
灾
際
に
や
ら
れ
た
の
は
明
治
時
代
ま
で
の
ょ 

う
で
あ
る
。
義
太
夫
も
三
味
線
も
や
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
地
芝
居
の 

分
布
を
知
る
上
に
貴M

な
も
の
で
あ
る
〇
現
在
の
五
〇
〜
六
〇
咸
ぐ
ら
い
の
人 

で
も
芝K

の
一
部
を
い
ま
で
も
真
似
ら
れQ
ほ
ど
で
あ
る
。
(

六
合
村
の
氏 

俗
」•

芸
能
の
項
参
照)

(2)&

妻
町
三
ti
の
地
方
歌
舞
伎

三̂

の
砑
堀
に
六
代
目
竹
本
政
太
夫
の
墓
が
あ
る
。
政
太
夫
は
本
名
由
良
吉 

郞
、
今
律
文
治
と
も
呼
ん
だ
と
い
う
〇
川
越
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
八
人
兄
弟 

の
叫̂

目
の
子
で
あ
る
〇
十
八
歳
の
と
き
に
、
親
に
勘
当
さ
れ
る
と
い
う
経
緯 

で
大
阪
に
出
奔
し
、
竹
本
流
の
浄
瑠
璃
を
稽
古
し
、
三
十
二
歳
の
と
き
江
戸
に 

移
り
、
竹
本
中
太
夫
と
祢
し
て
一
流
の
義
太
夫
語
と
な
っ
て
い
た
。
五
十
歳
の 

と
き
に
旅M

行
の
途
中
上
州
五
料(

現
玉
村
町)

の
本
陣
の
座
元
で
近
村
の
興 

行
を
し
て
い
た
が
、
万
延
元
年
本
庄
宿
で
火
災
に
遭
い
火
傷
を
し
ヽ
そ
の
治
療 

の
た
め
に
吾
妻
都
の
川
中
温
泉
に
湯
治
に
来
た
が
、,
偕
の
主
人
浦
野
文
右
衛
門 

の
紹
介
で
唐
堀
に
定
住
す
る
ょ
う
に
な
っ
た
〇
唐
堀
に
扣
る
こ
と
八
年
、
近
郷 

近
在
の
弟
子
に
義
太
夫
を
教
え
て
い
た
が
、
明
治
元
年
七
十
五
歳
で
唐
堀
で
没 

し
た
〇
彼
は
義
太
夫
だ
け
で
な
く
、
生
花
、
俳
句
、
和
歌
、
撃
剣
、
馬
術
、
書 

画
も
た
し
な
む
器
量
人
だ
っ
た
。
墓
石
に
は
「
釈
一
蓮
浄
休
居
士
、_

釈
尼
浄
楽 

大
姉
、
六
代
目
竹
本
政
太
夫
」
と
あ
る
〇
台
石
に
寄
進
し
た
者
の
氏
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
〇
碑
の
あ
る
入
门
に
、
竹
本
政
太
夫
の
和
歌
の
碑
が
あ
る
。

竹
本
の
ふ
し
も
う
き
世
の
中
太
夫

罪
も
サ
ハ 

リ
も̂

へ
こ
そ
ゆ
く

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
浄
瑠
璃
の
節
と
さ
わ
り
を.
就
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
〇
こ 

の
政
太
夫
の
影
響
も
あ
っ
て
、

三
島
边I

帯
は
終
戦
後
ま
で
義
太
夫
が
盛
ん
で 

あ
っ
た〇

三/

u-i
で
は
政
太
夫
に
つ
い
て
浄
瑠
璃
を
、
鶴 

沢
今
助
に
三
味
線
を
学
ん
で
地 

方
の
太
夫
と
し
て
知
ら
れ
た
鶴
沢
政
子
郎
人
本
名
小
池
文
次
郎)

が
出
た
し

ヘ
人
正
六
年
没
す)

、
明
治
三
十
八
年
に
生
ま
れ
た
鶴
沢
政
富
も
義
太
夫
語
り 

が
い
た
が
、

三
fi
村
は
こ
う
し
た
人
物
を
出
し
た
だ
け
に
芝
居
も
盛
ん
で
あ
っ 

た
〇三

岛
の
村
芝
居
は
日
清
戦
争
頃
ま
で
で
、
そ
の
あ
と
はM

芝
居
が
多
く
、
地 

方
巡
業
の
一
座
を
招
い
て
し
ば
し
ば
や
っ
て
い
る
〇
そ
れ
も
昭
和
十
五
年
で
、
 

終
戦
後
はM

芝
居
も
や
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
い
ま
、
明
治
二
十
七
年
の
地 

芝
居
の
外
題
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
玉
藻
前
旭
袂
、

一
之
谷
嫩
軍
記
、
仮
名
手 

本
忠
臣
蔵
、
絵
本
太
功
記
、
義
経
千
本
桜
、
安
透
ヶ
原
三
段
目
、
本
朝
二
十
四 

孝
、

加
賀
見
山
錦
絵
、
鎌
倉
三
代
記
、
碁
太
平
記
白
石
噺
な
ど
で
、

い
ず
れ
も 

時
代
物
ば
か
り
で
地
芝
居
に
共
通
し
た
種
目
で
あ
る
〇

こ
の
ょ
う
に
、
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
旧
岩
島
村
三
島
が
こ
の
ょ
う
な
状
態
で 

あ
っ
た
か
ら
、
吾
妻
郡
全
体
は
利
根
都
や
北
群
馬
郡
、
勢
多
郡
地
方
と
比
べ
て 

早
く
に
地
芝
居
が
衰
退
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
〇

三

人

形

芝

居
一

尻

高
人
形

高
山
村
尻
高
の
浄
瑠
璃
操
人
形
は
昭
和
三
十 

一  

年
一
月
十
四
日
県
の
重
要
文



化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
比
、
当
時
文
化
財
保
護
法
に
無
形
文
化
財
が
な
か 

っ
た
の
で
、
人
形I

式
を
指
定
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
技
術
も
保
護
し
ょ
ぅ
と
し. 

た
も
の
で
あ
る
〇

こ
の
人
形
はI

名
豆
人
形
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、

ヵ
シ
ラ
は
一
〇
セ
ン
チ
か

ら

I  

三
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
し
か
な
く
、
人
形
全
体
の
丈
け
が
小
さ
な
も
の
は
三
〇 

セ
ン
チ
か
ら
大
き
く
て
も
五
〜
六
〇
セ
ン
チ
に
過
ぎ
な
い

〇  
|

人
遺
い
の
人
形. 

で
あ
る
が
、
純
然
た
る
突
っ
込
み
式
の
人
形(

例
沼
田
市
沼
須
人
形)

の
よ
う

に
人
形
の
右
手
は
使
い
手
の
右
手
の
小
指
の
先
に
つ
け
た
手
、
左
手
は
右
手
の 

親
指
の
先
に
つ
け
た
手
で
な
く
、

両
手
の
肘
木
に
「
差
し
金
」
と
よ
ば
れ
る
五 

〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
細
い
竹
の
柄
を
使
う
。
こ
れ
を
右
手
で
持
っ
て
両
手
を
動
か 

す
か
ら
両
手
の
可
動
の
角
度
が
大
き
い
。
左
手
は
串
を
に
ぎ
り
、

こ
の
串
に
は 

三
人
遺
い
と
同
じ
人
形
の
ヵ
シ
ラ
の
眼
や
眉
毛
、

ロ
を
勤
か
す
こ
と
が
で
き
る 

精
巧
な
も
の
で
あ
る
〇
こ
う
し
た
豆
へ
形
は
ヽ
少
な
い
人
教
で
上
演
で
き
る
こ 

と
と
、
衣
裳
や
小
道
具
、
綺
滅
な
ど
も
安
く
で
き
る
と
い
う
経
済
的
な
埋
由
と
、

小
人
ロ
の
集
落
で
や
る
に
は
大
仕
掛
け
の
舞
台
を
設
け
な
く
て
も
、
民
家
を
利 

用
し
て
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
型
式
は
埼
玉
県
校
父
の
横
瀬
人
形
と 

同
じ
で
あ
る
〇

舞
台
は
平
素
は
分
解
し
て
保
存
し
て
く
き
、
上
演
の
際
に
組
立
て
る
が
、

正 

面
の
幅
が
七
尺
六
寸 

へ
ニ
メ I
,

ト
ル 

ニ
八
セ
ン
チ)

ほ
ど
で
、

て
す
り
の
高
さ 

は

I  

メ
ー
ト
ル
八
セ
ン
チ
、
奥
行
が
七
五
セ
ン
チ
あ
る
。
組
立
て
た
後
が

I  

八 

〇
セ
ン
チ
あ
り
、

こ
こ
に
御
殿
と
か
遠
見
と
い
う
遠
近
図
法
応
用
の
背
景
が
吊 

さ
れ
て
い
る
。
二
重
は 

一  

段
高
く
で
き
て
い
る
。
書
き
割
り
と
よ
ば
れ
る
二
重 

の
飾
り
は
裏
返
え
し
て
場
面
の
転
回
が
で
き
る
〇
照
明
は
原
則
と
し
て
百
匁
ロ 

丨
ソ
ク
を
使
っ
て
い
た
が
現
在
は
電
燈
を
使
っ
て
い
る
〇一

;

台
の
前
方
の
腰
幕 

の
高
さ
は
九
〇
セ
ン
チ
、
平

舞

台(

舟
底)

は
約
一
八
〇
セ
ン
チ
あ
る〇

て
す 

り
は
そ
の
上
を
利
用
し
て
殺
し
だ
と
か
、
座
っ
て
や
る
動
作
を
演
じ
る
。
他
の 

一  

人
遺
い
の
よ
う
に
、
人
形
使
い
が
て
す
り
の
上
に
頭
を
出
さ
な
い
の
と
違
い
、
 

ク
ロ
ゴ
を
か
ぶ
っ
て
立
っ
て
使
う
。

い
わ
ゆ
る
隠
れ
遺
い
で
な
く
出
遺
い
で
あ 

る
の
もI

つ
の
特
色
で
あ
る
。

小
道
具
を
使
う
と
き
、
例
え
ば
安
運
三
の
袖
萩
が
三
味
線
を
弾
く
と
き
は
二 

人
で
遺
う
。
昭
和
三
十 

|  

年
当
時
の
上
演
で
き
る
外
題
は
Id
十
畨
か
ら
あ
っ
た 

が
、
太
夫
の
少
な
く
な
っ
た
の
に
併
行
し
て
上
演
種
目
は
昔
ほ
ど
多
く
な
い
〇

尻
高
人
形
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
明
治
の
初
め
頃
と
推
定
さ
れ
る
が
、
豊
松 

伝
三
と
い
う
人
が
、
高
山
柯
尻
高
火
之
ロ
の
山
田
与
平
の
冢
に
わ
ら
じ
を
脱
い 

だ
〇
そ
の
晩
伝
三
は
杓
人
を
集
め
て
持
っ
て
き
た
人
形
で
浄
瑠
璃
に
合
わ
せ
て 

太
閣
記
十
段
目
や
寺
小
屋
を
や
っ
て
見
せ
た
。
伝
三
は
伝
三
郎
と
も
よ
ば
れ
た 

よ
う
で
あ
る
〇
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
村
人
は
翌
日
か
ら
伝
三
郎
の
指
導 

で
人
形
を
受
け
、
約
三
十
日
の
後
に
村
人
も
や
っ•
と
人
形
が
遺
え
る
よ
う
に
な 

っ
た
。
伝
三
郎
は
持
っ
て
き
た
人
形
一
式
を
柯
人
に
譲
り
ま
た
旅
に
出
た
。 

そ
の
あ
と
村
人
は
す
っ
か
り
人
形
に
魅
せ
ら
れ
、
大
道
具
な
ど
も
新
調
し
、

尻 局 人 形



し
ま
い
に
は
近
所
近
必
に
ょ
ば
れ
て
得
意
の
人
形
を
披
婼
し
た
。
師
匠
の
伝
三. 

郎
が
阿
波
か
大
阪
あ
た
り
の
人
と
閒
い
て
い
た
の
で
、
杓
人
は
阿
波
人
形
、
大 

阪
人
形
な
ど
と
い
っ
て
い
た
〇
そ
の
中
心
は
山
U1
与
平
で
あ
っ
た
。
明
治
十
九 

年
に
飄
然
と
煨
松
伝
三
郎
が
村
を
訪
れ
た
〇
そ
し
て
与
平
の
芸
が
上
手
に
な
っ 

た
の
に
驚
き
、
与
平
に
免
許
を
与
え
た
〇

免 

状

嫂
松
家
流
義
窮
理
雖
秘
事
、
足
ド
数
年
流
義
深
仰

碑
行
修
闪
不
浅
、
依
之
今
令
伝
授
之
事
、
他
言
有

之
間
数4

也

禮
松
？氷
之
祖

, 

镫

松

伝

七

赍

松

伝

次

攻

松

綱

七

く5

松

伝

三
(

花
押)

明
治
十
九
年
仲
春
吉
日

豊
松
与
伝
次
殿

こ
れ
が
免
許
状
で
あ
る
。
与'M

次
は
山
田
与
平
の
芸
名
で
あ
っ
た
。
与
伝
次 

は
IH1
志
と
一
座
を
組
織
し
て
豊
松
座
と
名
乗
っ
た
〇
明
治
二
十
三
年
に
与
伝
次 

は
三
人
遺
い
の
人
形
を
持
っ
て
来
た
が
、
主
と
し
て
用
い
た
の
は
一
人
造
い
の 

も
の
で
あ
っ
た
〇
与
伝
次
は
杓
人
の
一
人
で
あ
る
春
吉
と
い
ぅ
人
を
愛
し
、
古 

伝
次
と
名
乗
ら
せ
て
跡
目
を
譲
っ
た
〇
こ
れ
が
二
代
豊
松
座
の
座
長
で
あ
っ
た
。 

八
十
歳
で
与
伝
次
の
没
し
た
あ
と
古
伝
次
を
中
心
に
し
て
興
行
し
て
い
た
が
、
 

一
人
ぬ
け
二
人
ぬ
け
て
人
形
も
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
〇

昭
和
八
年
に
人
形
一
式
を
売
払
っ
た
。
買
人
は
中
之
条
の
古
物
商
野
田
源
太 

と
い
ぅ
人
で
あ
っ
た
。
全
部
で
十
一 

円
で
あ
っ
た
〇
こ
れ
を
古
伝
次
と
町
田
亀 

吉
の
両
人
が
金
を
工
面
し
て
二
十
五
円
で
買
戾
し
た
の
が
い
ま
の
人
形
で
あ
る
。

町
田
龜
吉
ut
が
中
心
で
終
權
後
再
興
し
、
錦
松
会
と
い
〇
て
一
座
を
ま
と
め
て 

い
た
が
、
そ
の
町
山
氏
も
逝
去
し
て
し
ま
っ
た
が
、
後
継
者
が
よ
く
そ
の
あ
と 

を
継
い
で
、
現
在
で
も
上
演
で
さ
る̂
'

群
馬
会
館
、
果
京
の
国
立
劇
場
な
ど
へ 

も
招
か
れ
てk

演
し
て
い
る
ほ
ど
で
、
谛
馬
県
内
の
人
形
芝
居
と
し
て
は
：

f

取
も 

注H

さ
れ
て
い
る一

つ
で
あ
る
。

カ
シ
ラ
は
/L
十
個
以
上
あ
り
、
そ
の
ほ
か
畨
町
皿
崖
敫
の
扣
菊
の
幽
霊
、
日 

高
川
の
大
蛇
、
本
朝
二
十
四
孝
の
狐
と
い
っ
た
特
異
の
カ
シ
ラ
も
あ
る
。
面
白 

い
の
は
木
で
つ
く
っ
た
陽
物
が
あ
り
、
娯
楽
の
少
な
い
農W

の
芝
居
で
観
衆
を 

笑
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
〇

二

大

沢

人

形

五
ロ
妻
町
三W

字
火
沢
に
、

一
人
遺
い
の
人
形
一
式
が
保
存
さ
れ
て
い
る〇

こ 

の
人
形
は
「
新
盛
座
」
と
い
う
名
で 

一
座
を
組
織
し
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
上 

演
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
遣
い
手
が
無
く
な
り
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た〇

こ 

れ
をM

初
に
調
査
し
た
の
は
昭
和
二
十
七
年
二
月
三
日
で
あ
っ
た0

一

人
遣
い
、
 

裾
中
か
ら
右
手
を
突
っ
込
ん
で
遣
う
突
っ
込
式
で
あ
る
〇
差
し
金
は
利
用
し
て 

い
な
い
。
遣
い
手
は
平
土
間
に
姿
を
隠
し
、
人
形
だ
け
を
て
す
り
の
上
に
出
し 

て
造
う
。
利
根
都
利
根
村
の
青
木
砂
川
人
形
、
勢
多
都
黒
保
根
杓
の
湧
丸
人
形 

な
ど
と
同
系
統
で
あ
る〇

起
源
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
嘉
永
三
年
生 

れ
の
大
沢
の
豊
田
利
平
と
い
う
人
が
、
明
治
の
初
め
金
刀
比
羅
参
り
を
し
た
途 

中
大
阪
で
買
求
め
て
き
た
と
い
う
が
、

こ
の
杓
も
地
芝
居
が
盛
ん
だ
っ
た
関
係 

上
人
形
が
た
や
す
く
採
り
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
〇
中
心
で
指
導
し
た
の
は 

大
沢
の
芸
名
鶴
太
夫
と
い
う
人
物
だ
っ
た
と
い
う
。

二
十
七
年
当
時
カ
シ
ラ
は
二
十
三
個
あ
り
、
大
き
さ
は 

一  

〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の 

も
の
が
多
く
、
中
に
は
明
ら
か
に
地
元
の
手
に
よ
る
手
、、つ
く
々
と
思
わ
れ
る
も 

の
も
あ
る〇

大
正
十
一 
•

二
年
頃
一
式
を
改
装
し
た
と
い
う
か
ら
そ
の
と
き
に



補
充
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
〇
人
形
全
体
の
丈
は
四
八
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
い 

も
の
で
あ
る
〇
串
も
短
い
〇
こ
の
串
を
使
う
手
の
指
間
に
は
さ
み
、
右
手
の
小 

指
が
人
形
の
右
手
、
親
指
が
左
手
に
な
る
。

衣
裳
の
胴
端
は
蚕
の
く
紙
を
利
用
し
た
も
の
で
、
種
紙
の
上
に
手
拭
地
を
つ 

け
た
簡
単
な
つ
く
り
で
あ
る
。
手
は
背
を
割
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
差
入
れ
る
も
の 

裾
か
ら
差
入
れ
る
突
っ
込
み
と.
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
右
手
と
左
手
を
使
い
手
の 

指
先
に
は
付
着
す
る
仕
方
が
変
っ
て
い
て
、
指
の
根
に
螺
旋
状
の
針
金
を
ま
き 

つ
け
、
そ
の
針
金
を
直
角
に
曲
げ
、
そ
の
先
端
が
輪
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
輪 

に
人
形
の
手
が
付
い
て
い
る
〇

舞
台
は
尻
高
と
P]
じ
組
立式

！
；

台
で
あ
り
、
農
家
の
座
敷
を
利
用
し
て
組
立 

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
〇
腰
幕
の
て
す
り
の
高
さ
が
九
〇
セ 

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
が
二I

〇
セ
ン
チ
、

吳
行
一
五
〇
セ
ン
チ
で
舟
底
と
な
っ 

て
い
る
〇
人
形
遣 

い
は
こ
の
舟
底
に
尻
を
つ 

い
て
姿
を
隠
し
て
遣
う
隠
れ
遣
い 

で
あ
る
。
組
立
舞
台
の
後
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
二
重
が
回
り
舞
台 

に
な
っ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
〇
し
か
も
天
井
が
吊
下
げ
型
式
で
あ
る
•〇
し 

か
も
こ
こ
の
人
形
芝
居
に
は
花
道
が
あ
る
。
人
形
芝
居
の
舞
台
に
は
花
道
の
な

い
の
が
常
識
で
あ
る
〇

こ
のI

式
を
利
用
し
、
同
じ
三
島
字
唐
堀
の
人
た
ち
も
遊
楽
座
と
称
し
て
人. 

形
芝
居
を
や
っ
て
い
た
が
、
水
害
の
た
め
に
流
失
し
た
の
で
、
大
沢
の
人
形
を 

使
い
練
習
し
て
現
在
三
島
の
人
形
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
地
元
で
は
コ
テ

人
形
と
い
っ
て
い
る
〇

三

植

栗

人

形

吾
妻
町
植
栗
字
上
郷
の
佐
藤
蔵
次
氏
が
保
存
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
二
年
に 

所
在
が
突
き
と
め
ら
れ
た

I  

人
遺
い
人
形
で
あ
る
〇
尻
高
人
形
に
非
常
に
よ
く 

似
た
人
形
で
、
補
助
の
た
め
の
差
し
金
を
使
う
差
金
人
形
で
あ
る
〇
大
き
さ
も

ほ
と
ん
ど
尻
高
に
近
い
。 

-

伝
承
に
よ
る
と
、
蔵
次
氏
の
祖
父
馬
吉 

へ
安
政
五
年
七
月
七
日
生
、
昭
和
十 

I

年
没)

が
、
義
太
夫
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
人
形
を
道
い
、
近
所
に
興
行
も 

し
た
と
い
う
〇
義
太
夫
は
、
地
方
歌
舞
伎
の
三
島
で
記
し
た
竹
本
政
太
夫
の
門 

人
竹
本
中
尾
か
ら
伝
授
さ
れ
た
。

調
査
し
た
際
に
は
衣
裳
を
つ
け
た
ま
ま
十
二
体
あ
っ
た〇

カ
シ
ラ
は
尻
高
と 

違
い
す
べ
て
目

•  

ロ •

眉
な
ど
の
動
か
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
〇

カ
シ
ラ
は
八
セ
ン
チ
前
後
で
、
衣
裳
を
つ
け
た
も
の
で
五
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い 

し
か
な
い
。
腰
帯
の
下
か
ら
串
を
出
し
、
差
し
金
を
外
に
出
し
て
両
手
を
動
か 

す
仕
掛
は
尻
高
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
舞
台
そ
の
他
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
〇

四

柳

沢

人

形

柬
村
新
巻
字
柳
沢
、
神
戸
甲
四
氏
の
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
の
を
昭
和
三
十 

七
年
に
調
査
し
た
。

一
人
遺
い
の
豆
人
形
で
、
甲
四
氏
の
祖
父
政
吉
の
自
作
の 

カ
シ
ラ
で
十
七
個
あ
っ
た
〇
こ
の
人
は
安
政
六
年
に
生
れ
、
若
い
と
き
尻
高
人 

形
の
古
伝
次
か
ら
人
形
の
遺
い
方
を
教
え
ら
れ
た
〇
し
た
が
っ
て
、
型
式
そ
の 

他
も
尻
高
人
形
に
よ
く
似
て
い
る〇

器
用
人
で
彫
刻
な
ど
も
し
た
の
で
、
カ
シ 

ラ
は
自
分
で
彫
っ
た
と
い
う
。
材
は
キ
リ
を
用
い
て
い
る
。
衣
裳
も
よ
く
残
さ 

れ
て
い
る
が
も
ち
ろ
ん
長
い
間
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
玫
逸
し
て
し
ま
っ
た
と 

い
う
が
、
背
景
の
書
割
な
ど
の
類
ま
で
あ
る
〇

串
が
非
常
に
長
い
の
は
、
尻
高
の
よ
う
に
背_

か
ら
串
を
出
さ
ず
、
裾
か
ら 

出
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
が
、
衣
裳
に
は
み
な
穴 

へ
直
径
一
〇
セ
ン 

チ)

が
あ
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

や
は
り
背
中
か
ら
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

吾
妻
郡
の
羞
金
人
形
の
系
列
を
知
る
上
に
見
落
せ
な
い
も
の
の

I  

つ
で
あ
る
。



)

た
各

五

反

下

人

形

中
之
条
町
上
沢
渡
字
反
ド
の
関
一
弘
氏
方
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

一
 

人M

い
の
人
形
で
あ
る
。
人
沢
人
形
に
近
いU

人
形
で
あ
る0

一  

弘
氏
の
祖
父 

淸
三
郎 

ヘ
昭
和
二
年
没
八
十
四
歳)

が
中
心
な
っ
て
部
落
の
若
い
衆
を
巣
め
て 

毎
年
冬
に
練̂

し
、

IF
月
十
p.y
日
に
自
分
の
豕
を
解
放
し
て
上
演
し
て
い
た
と 

.

い
う
〇W

介
は
組
立
式
舞
合
で
、

ロ
ー
ソ
ク
の
火
で
や
っ
た
〇
昭
和
の
初
め
頃 

ま
で
や
れ
た
が
そ
れ
以
後
や
れ
な
く
な
っ
た
。

ヵ
シ
ラ
は
七
セ
ン
チ
く
ら
い
で
十
七
個
あ
る
。
自
作
で
な
く
、

既
製
品
を
求 

め
た
も
の
で
あ
る
。
衣
裳
も
二
〇/

三
〇
枚
く
ら
い
あ
る
。
こ
の
人
形
は
青
木 

砂
川
ど
同
じ
く
突
込
式
で
あ
る
。
姿
を
隠
し
て
使
う
隠
れ
遣 

い
で
あ
る
。

以
上
、
吾
妻
郡
の
人
形
は
全
部
で
六
力
所
確
認
で
き
た
が
、

い
ず
れ
も
小
人 

□

の
集
落
に
適
し
た
一
人
遣
い
の
素
朴
な
も
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
西
部
に
は

I  

つ
も
遺
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
義
太
夫
、

三
味
線
、
人
形
芝
居
と
い
う 

い
く
つ
か
の
芸
能
的
要
素
が
内
吾
妻
で
は
人
形
芝
居
を
演
じ
ら
れ
な
い
荣
件
の 

一
つ
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
〇

四

獅

子

舞

一

吾

妻

都

の

獅

子

舞

/|\

吾
妻
郡
地
方
に
は
獅
子
舞
の
数
は
多
い
。
こ
れ
は
吾
妻
郃
地
方
の
民
俗
学
領 

域
全
体
に
釦
け
る
な
か
で
も
特
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
本
県
全
体
の
獅
子
舞
に 

つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
終
戦
後
の
筆
者A

よ
び
当
時
の
社
会
教
育 

課
に*

け
る
調
査
、

知
よ
び
群
馬
県
獅
子
舞
保
存
会
の
調
査
で
は
優
に
三
〇
〇 

を
越
え
る
獅
子
舞
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
各
地
で
後
谜
者
難
で
痛
絶
し
た

も
の
が
多
い
〇
し
か
し
、
少
な
く
も
三
〇
〇
組
を
超
え
る
獅
子
舞
の
数
は
他
の 

廃
絶
し
た
芸
能
分
野
か
ら
み
る
と
驚
く
ベ
き
数
で
あ
s>
た
〇
な
ぜ
こ
の
ょ
ぅ
に 

残
り
竹
た
か
で
あ
る
が
、

一
つ
に
獅
子
舞
が
鎮
守
の
祭
礼
と
不
離
一
体
で
あ
っ 

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ょ
ぅ
〇 

祭
礼
を
古
い
仕
来
り
通
り
や
っ
て
い
る
こ 

と
が
獅
户
舞
も
同
時
に
の
こ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
〇

4

内
の
獅
子
舞
の
起
源
が
何
時
頃
ま
で
溯
り
得
る
か
不
明
で
あ
る
こ
と
は
、
 

県
内
の
獅
子
舞
全
体
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
た
だ
幸
い
に
も
、
都
内
に
は
古
い 

型
式
の
獅
子
ガ
シ
ラ
が
二
個
が
現
存
し
て
い
る
〇
こ
の
ヵ
シ
ラ
は
利
根
郡
新
治 

村
羽
場
の
日
枝
神
社
で
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
非
常
に
ょ
く
似
て
い
る
〇 

鼻
が
巻
き
貝
の
先
端
を
切
り
落
し
た
ょ
ぅ
な
ラ
ッ
パ 

型
を
し
て
お
り
、
眼
が
逆 

「
八
」
字
に
両
端
がS

端
に
つ
り
上
が
s>
て
い
る
〇
鼻
部
が
長
く
大
き
い
〇
頭 

部
は
眼
が
極
め
て
大
き
く
、
全
体
が
四
角
型
で
、
烏
の
毛
を
植
え
た
穴
が
沢
山 

遺

s>
て
い
る
。
顎
は
上.

下
に
分
か
れ
、
や
や
円
味
を
帯
び
て
い
る
が
、
前
面 

は
ほ
ぼ
直
線
で
、
直
角
に
な
〇
て
い
る
。

こ
の
型
式
の
ヵ
シ
ラ
は
現
在
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
〇
て
い
る
が
、
そ

中之条町岩本の古い獅f頭



れ
に
近
い
も
の
が
利
根
郡
利
根
杓
柿
平
や
水
上
町
藤
原
な
ど
に
も
遺
っ
て
い
る
。 

こ
れ
は
少
く
も
江
戸
時
代
初
期
か
そ
れ
以
前
の
戦
国
時
代
頃
ま
で
溯
り
得
る
も 

の
と
考
え
ら
れ
る
〇
カ
シ
ラ
は
一
種
の
仮
面
で
、
舞
い
手
が
頭
部
に
装
着
す
る 

場
合
に
は
こ
の
カ
シ
ラ
の
後
に
竹
で
編
ん
だ
帽
子
を
つ
く
り
、
そ
の
帽
子
の
部 

分
を
頭
に
か
ぶ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
獅
子
舞
が
東
西
ア
ジ
ア
地
方
に
多
い 

仮
面
劇
の 

I  

つ
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
を
す
る

I  

つ
の
点
で
も
あ
る
。
漆
は 

使
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
、
白
木
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
二
通
り
が 

あ
るa吾

妻
郡
内
に
も
、
こ
の
古
い
型
式
の
獅
子
ガ
シ
ラ
が
二
個
あ
り
、I

つ
は
筆 

者
が
発
見
し
た
吾
妻
町
泉
沢(

旧
太
田
村)

の
神
社
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の 

で
あ
り
、

い
ま

一  

つ
は
中
之
条
町
岩
本(

旧
伊
参
村)

の
獅
子
頭
で
あ
る
〇
こ 

の
ニ
カ
所
の
所
在
か
ら
み
て
、
吾
妻
郡
の
獅
子
舞
の
歴
史
は
少
な
く
も
江
戸
時 

代
初
期
ま
で
溯
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
〇
で
は
、
現
存
す
る
獅
子
舞
が
す
べ
て 

そ
う
か
と
い
う
と
吾
妻
町
三
島
字
四
戸
の
獅
子
舞
の
よ
う
に
、
嘉
永
六
年
九
月 

十
九
日
、
鳥
頭
神
社
の
祭
礼
の
と
き
に
は
じ
め
て
行
な
っ
た
と
い
う
由
来
の
記 

録
を
の
こ
す
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
創
始
の
年
代
を
欠
く
も
の
が
多
い
。

吾
妻
町
松
谷
の
松
谷
神
社
境
内
の
奉
納
殿
に
あ
る
獅
子
舞
の
絵
額
が
保
存
さ 

れ
て
い
る
。
年
代
も
嘉
永
六
年
二
月
の
当
時
の
松
谷
の
獅
子
舞
の
情
景
を
画
に 

し
た
も
の
で
あ
る
〇
こ
の
絵
は
本
県
の
獅
子
舞
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。 

こ
と
に
、
現
在
の
松
谷
の
獅
子
舞
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
二
重
の
価 

値
が
あ
る
〇
絵
は
一
人
立
ち
の
獅
子
を
中
心
に
花
笠
を
か
ぶ
っ
た
子
供
三
人
が 

カ
ン
カ
チ
を
持
っ
て
各
獅
子
の
間
に
入
っ
て
舞
っ
て
い
る
場
面
と
、
噺
子
方
と 

し
て
三
度
笠
の
よ
う
の
笠
を
か
ぶ
っ
た
笛
吹
き
二
人
、
し
め
太
鼓
一
人
が
、

つ 

く
ら
れ
た
桟
敷
舞
台
の
上
で
演
じ
て
い
る
。
そ
の
前
を
盛
装
し
た
村
人
が
見
物 

し
て
い
る
〇
両
側
に
詞
書
が
あ
る
。

か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
此
の
御
社
は
日
本
三
所
の
宮
居
と
か
や
。
河
上
に
猿

橋
向
ふ
に
三
島
て
ふ
邑
な
く
て
は
立
せ
い
か
さ
る
と
の
伝
な
り
。
祭
日
年
 々

二
月
中
の
五
日
、
四
方
の
参
詣
布
引
を
な
し
て
諸
頼
を
祈
る
に
誓
ひ
疑
な
し
。 

里
人
獅
子
舞
を
な
し
て
神
い
さ
め
奉
る
。-

古
事
い
つ
の
事
よ
り
始
る
や
そ
の
記
を
し
ら
ず
。
す
な
わ
ち
寛
政
の
度
よ
り 

詣
て
こ
れ
を
見
る
に
、
参
詣
の
人
の
風
俗
の
時
に
う
つ
り
か
わ
れ
ど
も
、
神 

の
こ
と
の
か
わ
り
な
く
、

い
つ
の
代
ま
で
も
か
く
や
あ
ら
ん
と
い
ふ
て
尊
ふ 

と
く
、
頻
り
に
懐
旧
の
心
起
て
、
昔
を
見
る
事
画
に
し
ぐ
も
の
な
し
と
、
幼 

児
の
時
の
風
俗
を
つ
た
な
き
筆
に
狡
牆̂

宝
前
に
奉
る
。
敬
白
頼
を
祈
る
。 

と
右
惻
に
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
年
間
に
す
で
に
松
谷
神
社
の
祭
礼
の
に
ぎ
わ 

し
さ
を
見
て
き
た
老
人
が
、
嘉
永
六
年
に
幼
児
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
書 

い
た
と
い
う
か
ら
、
嘉
永
六
年
現
在
の
獅
子
舞
と
い
う
よ
り
寛
政
年
間
の
獅
子 

_

の
図
が
も
と
を
な
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
絵
額
の
左
に
、

梅
咲
く
や
古
枝
若
枝
も
同
じ
花

嘉
永
六
癸
丑
二
月 

願
主
敬
白

と
あ
る
。
こ
の
獅
子
舞
の
額
は
吾
妻
郡
の
獅
子
舞
資
料
と
し
て
注
目
し
て
よ
い 

で
あ
ろ
う
〇

大
き
な
特
長
は
、
西
吾
妻
の
長
野
原
、_

恋
に
は
一
人
立
が
一
つ
も
な
く
、
 

す
べ
て
二
人
立
の
神
楽
獅
子
で
あ
る
こ
と
で
、
獅
子
舞
の
分
布
が
道
陸
神
峠
を 

境
と
し
て
は
っ
き
り
と
二
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る〇

そ
の
中
間
に
、
吾
妻 

西
部
と
明
治
以
前
は
交
通
上
関
係
深
か
っ
た
旧
坂
上
杓
の
小
正
月
行
事
に
、

j  

人
で一

個
あ
る
い
は
二
人
で
一
個
の
ヵ
シ
ラ
を
か
ぶ
っ
て
舞
う
悪
魔
払
い
の
獅 

子
が
多
く
、

一
人
立
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
吾
妻
西
部
の
神
楽
獅
子
と
東
部
の
旧 

坂
上
村
地
区
の
年
中
行
事
の
悪
魔
払
い
の
獅
子
に
は
共
通
す
る
も
の
が
見
ら
れ 

る
こ
と
か
ら
、.
吾
妻
郡
の
民
俗
芸
能
の
一
つ
の
流
れ
が
、
交
通
路
に
よ
っ
て
考 

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
西
吾
妻
の
神
楽
獅
子
は㊀

の
大
神
楽
系
で
あ
り
、
信
州 

か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
う
の
と
、
前
橋
の㊀

の
神
楽
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
い
う
二



つ
の
流
れ
が
あ
る
が
、
や
は
り
信
州
の
流
れ
の
系
統
に
入
る
獅
子
舞
で
あ
ろ
う
〇 

も
っ
と
も
、
上
田
市
の
獅
户
舞
な
ど
は
、
ど
ら
ら
か
と
い
う
と

一  

人
立
で
も
東 

北
地
方
の
鹿
踊
の
费
素
を
加
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
信
州
北
部
の
獅
子
舞
が 

必
ら
ず
し
も
二
人
立
で
な
い
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な.
り
な
い〇

い
ず
れ
に 

し
て
も
、
吾
妻
溪
谷
を
境
に
し
て
、
柬
•

曲
吾
妻
の
獅
子
舞
が
は
っ
き
り
と
違 

う
点
は
、
芸
能
文
化
史
の
研
究
上
多
く
の
示
唆
を
与
え
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
よ 

い
で
ら
ろ
う
〇二

中

之

条

町

の

獅

子

舞

西
中
之
条
獅
子
舞

一
,

人
立
で
、
先
獅
子
、
中
獅
子
、
後
獅
子
の
三
頭◦

付
人 

と
し
て
猿
田
彦
命
、
狐
、
鬼
で
、
飾
物
は
万
燈
と
笠
鉢
を
つ
く
る
〇
同
地
の
柴- 

宮
祌
社
に
属
す
る
獅
子
組
で
、
昔
か
ら
若
者
に
よ
っ
て
受
継
が
れ
て
い
る
〇
三 

月
十
九
日
の
例
祭
に
演
じ
ら
れ
る
が
、
わ
ら
じ
を
履
く
庭
舞
い
で
な
く
て
む
し 

ろ
を
效
い
た
上
で
足
袋
履
き
で
舞
う
〇
道
中
に
は
も
ら
ろ
ん
草
履
か
わ
ら
じ
を 

用
い
る
。
演
出
で
き
る
曲
目
は㈠

初

庭(

し
よ
に
わ)
㈡

中
庭㈢

雌
獅
子
隠
し 

の
三
禮
目
で
あ
る
が
、㈠
㈡

は
神
事
舞
で㈢

が
興
舞
に
な
っ
て
い
る
。
噺
子
方 

は
笛
と
し
め
太
鼓
を
用
い
る
。
し
め
太
鼓
の
胴
の
内
面
に
「
安
政
三
丙
辰
三
月 

吉
日
」
と-
新
調
し
た
年
時
が
認
め
ら
れ
て
い
る
〇
五
十
一
年
十|

月
二
十
三
日 

の
芸
能
大
会
で
中
庭
の
舞
を
み
た
が
、
無
言
劇
で
、
噺
子
方
は
笛
四
人
、
付
人 

の
う
ち
狐
は
サ
サ
ラ
を
手
に
し
て
す
り
な
が
ら
獅
子
舞
を
リ
ー
ド
し
て
ゆ
く
演 

舞
の
仕
方
で
あ
っ
た
。
猿
田
彦
は
鋅 

ヘ
先
端
に
御
幣
束
を
つ
け
た
も
の)

を
持 

ち
、
踊
り
の
列4

は
那
わ
ら
な
い
。
カ
シ
ラ
は
先
と
後
は
頭
部
に
一
対
の
角
を 

つ
け
、
中
獅
子
は
宝
珠
を
つ
け
て
い
る
〇
カ
シ
ラ
の
飾
り
ト
ブ
サ
は
紙
を
沢
山 

た
ば
ね
て
幣
束
の
よ
う
に
つ
け
、
頒
部
は
カ
シ
ヮ
烏
の
羽
根
を
使
っ
て
い
る
。

山
田
の
大
竹
の
獅
子
舞
旧
沢
田
柯
山
田
の
大
竹
に
伝
わ
る
獅
子
舞
で
あ
る
〇 

由
来
は
不
明
で
伝
承
に
よ
る
と
合
併
す
る
前
の
諏
訪
神
社
に
付
属
し
て
い
た
が
、

現
在
は
IHJ
地
の
吾
‘驕
祌
社
の
祭
典
に
演
じ
ら
れ
る
〇
と
き
に
は
不
勅
沢
の
不
動 

作
に
奉
納
し
た
が
、
昆
沙
門
堂
か
ら
不
勅
諄
の
傢
を
不
動
沢
ま
で
持
ち
運
び
、
 

そ
の
前
で
舞
s>
た0

一  

人
立
ち
で
、
雄
獅
子
の
一
を
ニ
ワ
サ
キ
、

つ
を
ア
ト 

オ
セ
エ
と
い
う
〇
中
獅
子
を
雌
獅
子
と
い
う
〇
ウ
ル
シ
は
雄
が
黒
ウ
ル
シ
、
雌 

獅
户
は
黒
ず
ん
だ
朱
ウ
ル
シ
で
あ
る
。
カ
シ
ラ
の
飾
は
昔
は
カ
シ
ワ
烏
の
尾
羽 

根
を
用
い
た
が
、
今
は
色
紙
を
ふ
ん
だ
ん
に
束
ね
た
も
の
が
ト
ブ
サ
と
な
っ
て 

い
る
。
付
人
は
塩
ま
き
、
天
狗
、

ヨ
ウ
セ
ィ
、
猿
、
児
で
あ
る
が
、
演
舞
の
と 

き
は
猿
と
鬼
が
仲
間
に
人
り
、
天
狗
へ
猿
田
彦
命)

は
か
た
わ
ら
に
立
っ
て
い 

る
〇
飾
り
物
は
万
燈
と
笠
鋅
を
立
て
る
〇
踊
り
場
を
設
け
る
が
、
竹
を
四
隅
に 

立
て
、
そ
れ
に
し
め
な
わ
を
張
り
、
そ
の
中
で
舞
う
。
曲
目
は
シ
チ
ド
ウ
と
い 

い
、
社
切
り
、
渡
り
拍
子
、
岡
崎
、
雌
獅
子
隠
し
、
振
込
み
、
づ
ん
で
ん
、

い 

じ
や
り
、
岡
畸
え
ん
や
、
投
げ
出
し
、
ほ
つ
ぼ
う
、
ら
や
ぐ
ら
な
ど
の
笛
の
曲 

で
分
け
ら
れ
て
い
る
〇
道
中
獅
子
が
主
で
、

毎
戸
を
ま
わ
る
〇

下
沢
渡
の
獅
子
舜 

一  

人
立
ち
。F

沢
渡
の
諏
訪
神
社
に
付
属
す
る
た
め
九 

月
十
八
日
が
定
例
日
と
し
て
舞
わ
れ
て
い
る
〇
カ
シ
ラ
は
黒
ず
ん
だ
朱
ウ
ル
シ 

塗
り
で
あ
る〇

雄
獅
子
のI

を1
1

ワ
ミ
、

一
を
ア
ト
ミ
、
雌
獅
子
は
メ
ジ
シ
と 

よ
ん
で
い
る
〇
ト
ブ
サ
は
沢
山
の
色
紙
を
四
垂
れ
の
よ
う
に
切
っ
た
も
の
を
束 

ね
て
つ
け
て
い
る
。
付
人
は
鬼
面
と
猿
面
と
天
狗
面
を
つ
け
た
三
人
で
あ
る
が 

猿
と
鬼
面
が
獅
子
の
間
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
手
に
サ
サ
ラ
を
持
っ
て
獅
子
と
と 

も
に
舞
っ
。
踊
は
非
常
に
活
発
で
あ
る
。
カ
シ
ラ
に
は
三
頭
と
も
角
を
つ
け
な 

い
。

「
庭
獅
子
」
と
よ
ば
れ
る
〇
奉
納
す
る
と
き
秋
葉
神
社
、
山
根
の
不
動
尊
、
 

伊
賀
野
の
不
動
尊
、
三
島
神
社
、
宗
本
寺
な
ど
に
も
い
っ
た
が
、
現
在
は
諏
訪 

神
社
と
供
之
物
を
し
た
家
の
庭
で
舞
う
よ
う
に
な
っ
た
〇
神
社
の
踊
場
は
、
ネ 

コ
を
六
枚
敫
い
た
周
り
に
四
本
の
竹
を
建
て
、
し
め
繩
を
張
る
ひ
も
ろ
ぎ
を
つ 

く
り
、
そ
の
中
で
舞
う
。
座
敦
舞
も
す
る
の
で
履
物
は
卓
履
を
は
く
〇
曲
目
は 

㈠

七
道 

ヘ
社
殿
の
ま
わ
り
を
七
回
舞
い
な
が
ら
回
る)

ロ
初
庭㈢

中
庭W

清
庭



ヘ
す
が
に
わ)
©

四.
禮
目
に
大
別
で
き
る
。
曲
は
渡
り
、
岡
崎
、
社
切
り
な
ど 

の
名
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
〇

反
下
の
獅
子
舞 

旧
沢
田•
村
上
沢
渡
字
反
下
の
一
人
立
。
下
反
下
の
諏
訪
神 

社
に
付
属
す
る
。
奉
納
は.
四
月
二
十
七
日
と
な
っ
て
い
る
〇
ま
れ
に
は
臨
時
に 

天
気
祭
り
に
舞
う
こ
と
も
あ
る
。
先
獅
子 

ヘ
黒
ウ
ル
シ
塗.
の
カ
シ
ラ)

後
獅
子 

(

黒
ず
ん
だ
朱
ウ
ル
シ
塗)

は
雄
獅
子
と
さ
れ
、
朱
ウ
ル
シ
塗
の
中
獅
子
は
雌 

獅
子
と
さ
れ
て
い
る
点
は
他
と
同
じ
で
あ
る
。
雄
は
一
対
の
角
が
あ
り
、
雌
は 

宝
珠
を
つ
け
て
い
る
の
も
他
と
同
じ
で
あ
る
。
カ
シ
ラ
の
頂
き
に
カ
シ
ヮ
鳥
の 

尾
羽
を
さ
し
た
が
最
近
は
雉
子
や
山
鳥
の
羽
を
さ
し
て
い
る
。
卜•
ブ
サ
は
色
紙, 

を
四
垂
れ
の
ょ
う
に
切
っ
た
も
の
を
束
ね
て
用
い
る
。
小
掛
け
に
三
つ
巴(

左 

巴)

文
が
つ
い
て
い
る
の
が
特
長
で
あ
る
。
付
人
は
猿
田
彦
命
の
天
狗
、
猿
、
 

花
笠
を
か
ぶ
っ
た
椎
子
二
人
が
つ
く
が
、
猿
と
椎
子
は
サ
サ
ラ
を
持
っ
て
い
て 

こ
れ
を
す
る
。
舞
に
な
る
と
こ
れ
ら
の
付
人
は
舞
の
外
に
い
て
中
に
入
ら
な
い

〇  

獅
子
を
舞
う
場
所
は
他
と
同
じ
く
四
本
の
竹
を
も
っ
て
区
切
り
、
竹
と
竹
の
間 

に
し
め
繩
を
付
け
た
ひ
も
ろ
ぎ
で
舞
う
〇
こ
の
獅
子
は
無
言
劇
で
な
く
獅
子
唄 

が
あ
る
。
曲

目

「
御
神
地
」

「
七
道
」

「
で
ん
で
ん
で
こ
」

「
で
ん
で
ん
が
ら
」 

「
荒
切
」

「
抜
き
撥
」

「
け
だ
し
」

「
雌
獅
子
隠
し
」
と
い
う
曲
目
ご
と
に
な 

っ
て
い
る
〇 

. 

C

御
神
地
の
唄
〕

参
り
来
て
、
諏
訪
の
み
た
ら
し
眺
む
れ
ば
、
池
に
そ
り
橋
、
鴨
が
す
む
、
お 

し
が
も
は
、
年
々
に
何
を
は
む
や
ら
、
あ
い
の
猫
草
、
け
そ
の
は
ば
か
り
、
 

け
そ
の
は
ば
か
り

十
七
が
、
神
の
社
た
ん
に
目
を
か
け
て
、
何
を
申
す
や
、
今
の
若
さ
に
、
今 

の
若
さ
に

あ
の
山
に
、
月
も
入
る
べ
し
、
山
も
な
し
、

扣
ば
や
か
く
、
ね
し
ょ
ひ
き
や
、
 

友
達
、
友
達

〔
七

道(

七
度)

の
唄
〕 

-

我
が
国
は
、
雨
が
降
る
げ
で
、
雲
が
立
つ
、

い
ざ
や
も
ど
れ
よ
、
花
の
都
へ
、

花
の
都
へ 

'

〔
で
ん
で
ん
で
こ
の
唄
〕

白
鷺
が
、
門
の
扉
に
、
巣
を
か
け
て
、

日
さ
え
暮
れ
れ
ば
、
ば
ん
と
立
ち
そ 

ろ
、
ば
ん
立
ち
そ
ろ

大
原
は
ら
、
新
屋
敷
、
今
年
始
め
て
、
小
金
門
立
つ
、
小
金
門
立
つ

C

で
ん
で
ん
が
ら
の
唄
〕

參
り
来
て
、
こ
れ
の
御
庭
を
、
眺
む
れ
ば
、
黄
金
切
石
、
御
庭
輝
く
、
御
庭 

輝
く

此
の
獅
子
に
、
さ
さ
ら
の
上
手
が
、
ご
げ
る
げ
で
、
し
で
に
こ
ぼ
れ
て
、

足 

に
か
ら
ま
る
、
足
に
か
ら
ま
る

〔
荒
切
の
唄
〕

こ
の
獅
子
は
、
よ
し
も
悪
し
く
も
、

扣
ほ
め
あ
れ
、
今
年
始
め
て
、
な
ら
い 

出
べ
そ
ぅ
、
な
ら
出
べ
そ
ぅ

獅
子
の
児
は
、
生
れ
落
ち
る
と
頭
ふ
る
、
そ
れ
を
見
ま
ね
て
、
頭
ふ
り
そ
ろ
、
 

頭
ふ
り
そ
ろ

〔
抜
き
撥
の
唄
〕

参
り
き
て
、

こ
れ
の
扣
馬
屋
、
眺
む
れ
ば
、

つ
な
ぎ
そ
ろ
え
て
、
駒
が
七
ひ 

き
、
駒
が
七
ひ
き

新
鍬
を
、
千
具
揃
え
て
、
物
作
る
、
秋
の
俵
の
、
数
が
知
れ
ぬ
よ
、
数
が
知 

れ
ぬ
よ

〔
け
だ
し
の
唄
〕

四
九
太
郎
は
、
ど
こ
で
見
て
も
見
そ
れ
ま
い
、.

金
の
足
駄
に
、
す
み
の
さ
し 

が
ざ
、
す
み
の
さ
し
が
ざ

こ
の
宿
に
、
馬
の
り
上
手
が
、
ご
ざ
る
げ
で
、
夜
が
夜
中
も
、
駒
の
足
の
足



音
、
駒
の
足
音

向
か
い
小
山
の
、L

二 

竹
、
節
を
そ
ろt

て
、
切
り
を
こ
ま
か
に
、
切
り
を 

こ
ま
か
に

〔
雌
獅f

隠
し
の
唄
〕

思
え
ど
も
、
橋
は
引
き
橋
、
と
ぶ
に
と
ば
れ
ぬ

忠
い
ょ
ら
ず
の
、
朝̂

が
お
り
て
、
そ
こ
で
雌
獅
子
を
隠
し
と
ら
れ
た 

そ
な
た
も
雄•
獅
チ
、
扣
れ
も
雄
獅
チ
、
心
そ
ろ
え
て
、
雌
獅
チ
た
ず
ね
ろ
、
 

女
獅
子
た
ず
ね
ろ

天
竺
へ
、
風
の
小
霧
を
、
卷
き
上
げ
て
、
風
の
た
ゆ
ま
に
、

分
知
ぞ
嬉
し
や
、
 

逢
う
ぞ
嬉
し
や

天.
竺
て
ん
の
、
杓
々
雀
、
羽
先
そ
ろ
え
て
、
羽
を
か
え
せ
、
八
幡
の
松
に
か 

ら
ま
る
、

つ
た
の
木
も
、
縁
が
切
れ
れ
ば
、
ぱ
ら
り
ほ
ぐ
れ
る
、
ぱ
ら
り
ほ 

-

ぐ
れ
る

へ
こ
の
唄
に
は
「
と
う
ろ
り
と
ろ
、

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
ろ
う
ら
あ
、

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
ろ
う 

ら
あ
」
と

か

「
で
ん
で
こ
で
ん
、
で
ん
こ
ん
で
ん
」
と
い
つ
た
笛
の
譜
が 

入
る)

大
岩
の
獅
子
舞 

旧
沢
田
村
大
岩
。

一
人
立
。
九
月
二
十
七
日
大
岩
諏
訪
祌 

社
、M

二
十
八
日
大
岩
不
動
尊
の
祭
礼
と
縁
日
に
奉
納
さ
れ
る
〇
ヵ
シ
ラ
は
全 

体
に
大
き
く
、
前
獅
子
と
後
獅
子
は
雄
獅
子
で
、

二
本
の
角
が
あ
り
、
ヵ
シ
ヮ 

鳥
の
尾
羽
を
さ
す
。
中
獅
子
は
宝
珠
の
玉
を
著
け
る
。
後
獅
子
の
角
に
は
横
縞 

の
模
様
が
つ
い
て
い
る
〇
前
と
後
は
rM
ゥ
ル
シ
塗
り
、
中
獅
子
は
朱
ゥ
ル
シ
塗 

り
で
あ
る
。
道
行
き
は
、
神
官
—
天
狗
—
猿
—
前
獅
子
—
花
笠1

中
獅
子
—
花 

笠
丨
後
獅
子
—
鬼
の
順
序
で
あ
る
。
天

狗(

猿
田
彦
命)

は
鉢
を
持
ち
高
歯
の 

F

駄
を
は
く
。
花
笠
と
猿
は
サ
サ
ラ
を
持
つ
て
猿
は
舞
の一

員
と
し
て
加
わ
る
〇 

曲
目
は㈠

神
前
ぶ
り㈡

庭
ぶ
り
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
神
前
ぶ
り
は
社
前
に 

竹
を
四
本
立
て
、
し
め
縄
を
下
げ
た
ひ
も
ろ
ぎ
で
舞
う
と
き
の
も
の
で
、
笛
は

祌
儀
、
七
道
の
二
曲
が
ぁ
る
。M

ぶ
り
は
個
人
の
家
を
訪
れ
て
そ
の
庭
で
粦 

う
も
の
で
、
笛
の
曲
は
で
ん
が
ら
、

ぬ
き
は
ち
、'
め
ら
切
り
、
向
こ
う
へ
出
る
 ヽ

蹴
出
し
、
雌
獅
子
隠
し
、
と
う
ろ
り
、

し
ゃ
ら
し
や
ん
、
は
を
か
え
し
、
し
ヤ 

ら
し
ヤ
ん
、

打
s>
放
し
、
し
ヤ
ら
や
し
ヤ
ん
の®

序
で
や
る
。

駒
岩
の
獅
子
舞 

旧
沢
田
村
四
万
字
駒
岩
。

一
人
立
〇
四
月I

日
の
補
裏

(

い
な
ず
つ
み)

神
也
の
祭
礼
に
付M

し
て
い
る
〇
昔
は
駒
岩
の
諏
訪
神
社
八 

月
二
十
七
日
に
奉
納
し
て
い
た
〇
ヵ
シ
ラ
は
角
二
本
、
烏
の
羽
根
を
つ
け
た
黒 

ゥ
ル
シ
塗
り
で
あ
る
雄
獅
子
に
あ
た
る
二
つ
を1

1

ラ
メ
、

ア
ト
オ
と
称
し
、
雌 

獅
子
に̂

る
も
の
が
宝
珠
を
つ
け
朱
ゥ
ル
シ
塗
り
を
メ
ジ
シ
と
称
し
て
い
る
。 

ア
ト
オ
は
角
が 

一  

本
で
あ
る
〇
道
行
は
万
燈
丨
笛
丨
艰
丨
ニ
ラ
メ
ー
メ
ジ
シ
ー 

•
ア
ト
オ
ー
サ
ル
の
順
序
で
あ
る
。
ト
ブ
サ
は
色
紙
を
四
垂
れ
に
切
っ
た
も
の
を 

束
ね
た
も
の
で
あ
る
〇
雜
子
は
笛
と
大
太
鼓
と
サ
サ
ラ
を
使
ぅ
。
サ
サ
ラ
は
俸 

サ
サ
ラ
と
割
竹
サ
サ
ラ
が
使
わ
れ
る
〇
履
物
は
草
履
を
は
く
。
サ
ル
は
煙
草
入

中之条町大岩の勸子舞の片足とび



れ
の
胴
乱
を
腰
に
つ
け
る
〇
赴
目
は㈠

初
庭㈡

中
庭㈢

末
庭
の
三
つ
に
大
別
さ 

れ
る
〇
初
庭
の
笛
の
曲
は
八
曲
あ
り
、

ッ
ー
リ
—
ヒ
ー
ト
ロ
、
ト
ヒ
ヤ
ラ1

1
、  

ヒ 

ン 

シ
ヤ
シ
ヤ
丨
ヽ
 ヽ

ト
丨
ロ
リ
、

ヒ
ヤ
ウ
ラ
丨' 

ヒ 

ン
リ
ヤ
リ
ヤ
丨
’

卜1
 

ロ
リ
、
社
切
り
。
中
庭
は
七
曲
、
末
庭
は
八
曲
か
ら
成
っ
て
い
る
。
獅
子
唄
は
、
 

岡
崎
女
郎
衆
、
岡
崎
女
郎
衆
、
岡
崎
女
郎
衆
は
よ
い
女
郎
衆
、
よ
い
女
郎
衆 

な
ど
が
あ
る
。
大
太
鼓
の
胴
の
内
面
に
文
化
年
中
の
墨
書
が
あ
る
〇

折
田
の
獅
子
舞 

旧
沢
田
朽
折
田
。

一
人
立
〇
折
田
神
社
の
四
月
二
十
七
日 

と
九
月
二
十
七
日
の
祭
礼
に
付
属
し
て
い
る
〇
前
獅
子
、
中
獅
子
、
後
獅
子
と 

よ
び
、
前
.

後
は
黒
ゥ
ル
シ
で
角
が
二
本
あ
り
、
中
は
朱
ゥ
ル
シ•
で
宝
珠
を
つ 

け
、
ヵ
シ
ラ
に
は
鳥
の
尾
羽
を
さ
し
て
あ
る
。
ト
ブ
サ
は
色
紙
の
四
垂
を
束
ね 

た
も
の
で
あ
る
〇
付
人
は
猿
田
彦
命
、
狐
ヽ
恵
比
寿
、
鬼
、
猿
の
ほ
か
に
椎
児 

(

サ
サ
ラ)

の
花
笠
が
あ
る
に
ぎ
や
か
な
行
列
で
あ
る
。

獅
子
と
と
も
に
舞
ぅ
型
は
横
に
一
列
に
な
る
の
が
特
色
で
あ
る〇

し
ま
い
に 

円
舞
の
型
に
な
る
〇
雛
子
は
笛 

ニ
ー
ー
人)
,

大
太
鼓
、

サ
サ
ラ
は
稚
児
二
人
、

大
人
二
人
で
や
る
。
曲
目
は㈠

七
度
め
ぐ
り(

神
社
の
ま
わ
り
を
七
回
ま
わ
る) 

㈡

社
切㈢

振
出
し®

渡
拍
子㈤

岡
畸㈥

ち
ん
ぎ
-T
り
や㈦

ず
ん
で
ん㈧

し
ん
ご 

か

き(

し
ん
ご
は
片
足
跳
の
こ
と)
㈨

す

c>
ぼ
か
し㈩

雄
獅
子
慮
し
(+)1

い
じ 

や

リ

0)
一
ほ
っ
ぼ
ぅ
と
、
笛
の
曲
に
ょ
っ
て
分
か
れ
て
い
る
。
舞
全
体
の
足
運 

び
が
ぬ
き
足
型
で
あ
る
〇
悠
長
な
曲
で
あ
る
。
胴
上
げ
を
す
る
場
面
が
あ
る
〇

岩
本
の
獅
子
舞
旧
伊
参
朽
岩
本
〇一

人
立
。
岩
本
諏
訪
神
社
の
九
月
二
十 

七
日
の
祭
礼
に
演
ず
る
〇
も
と
岩
本
に
は
上
の
諏
訪
と
下
の
諏
訪
が
あ
っ
た
が
、
 

そ
れ
ぞ
れ
に
獅
子
組
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
が
神
社
の
合
併
で
一
組
に
し
た
と
い 

ぅ
。
こ
こ
の
獅
子
組
で
は
清
滝
寺
に
冒
頭
に
記
し
た
古
い
ヵ
シ
ラ
が
保
存
さ
れ 

て
い
て
、
岩
本
の
獅
子
舞
の
古
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

現
在
の
カ
シ
ラ
は
小
型
で
前•

中
.

後
獅
子
の
カ
シ
ラ
の
飾
は
鳥
の
羽
で
な 

く
ヽ
前
と
後
は
角
二
本
と
、
栗
毛
の
馬
の
尾
の
毛
、
中
獅
子
は
宝
珠
で
白
と
栗 

毛
の
馬
の
尾
の
毛
を
使
c>
て
い
る
〇
全
部
朱
塗
で
あ
る
〇
獅
子
と
共
に
躍
る
付 

人
は
鬼
と
猿
の
面
を
著
け
た
二
人
で
、
手
に
割
竹
と
サ
サ
ラ
を
持
つ
。
離
子
方

中之条町折田の獅子舞

中之条町岩本の獅子舞



は
符
笠
を
か
ぶ
り
太
鼓
を
腰
に
し
て
一
人
、
笛
は
二
人
、
歌
も
二
人
で
う
た
う
〇 

獅
户
の̂

場
は
前
の
例
と
同
じ
よ
う
に
青
竹
四
本
を
立
て
た
神
離
で
舞
う
。
曲 

目
は㈠

前
庭㈡

後
庭
の
二
種
目
で
あ
る
。
獅
子
唄
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
う 

た
わ
れ
る
〇

岿
れ
や
車
、
水
車
？
遅
く

U11
り
て
、
比
き
に
止
ま
る
な
、
せ
き
に
止
る
な 

青
柳
の
、
糸
く
り
か
え
し
、
立
戾
り
、
諏
訪
の
扣
庭
に
、
ま
い
よ
め
で
た
や 

参
り
き
て
、
諏
訪
の
御
手
洗
、
眺
む
れ
ば
、
池
に
反
橋
、
鴨
や
す
む
ら
ん
、
 

鴨
や
す
む
ら
ん

諏
訪
の
宮
、
九
間
八
棟
、
ひ
は
だ
ぶ
き
、
社
殿
長
押
は
、
黄
金
な
る
も
の
、
 

黄
金
な
る
も
の

お.
し
鴨
は
、
柯
を
喰
む
や
ら
、

と
し
ど
し
に
、
稲
の
小
草
、
け
ぞ
の
葉
ば
か 

り
、
け
ぞ
の
葉
ば
か
り

禰
宜
殿
は
、
金
ら
ん
緞
子
の
、
袈
裟
掛
け
て
、
祭
り
早
く
と
、
急
ぐ
目
出
度 

や
、

急
ぐ
目
出
度
や

つ
ぎ
が
雌
獅
子
隠
し
の
唄
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
諸
方
に
あ
る
も
の
と
似
て
い
る
〇 

思
い
も
よ
ら
ぬ
、
朝
霧
が
扣
り
て
、
霧
に
雌
獅
子
を
隠
さ
れ
た
、
隠
さ
れ
た 

あ
な
た
も
雄
獅
子
、

こ
な
た
も
雄
獅
子
、
心
合
せ
て
雌
獅
子
た
ず
ね
に
、
雌 

獅
子
た
ず
ね
に

松
山
に
、
松
を
育
て
て
、
み
と
す
れ
ば
、
蔦
は
に
し
も
の
ヽ
よ
れ
て
か
ら
ま 

る
、
よ
れ
て
か
ら
ま
る

あ
れ
見
さ
い
、
雌
獅
子
雄
獅
子
の
、
振
り
み
さ
い
、
よ
れ
つ
扣
く
れ
つ
、
よ 

れ
に
な
る
も
の
、
よ
れ
に
な
る
も
の

こ
の
ほ
かr

い
ど
み
,--.
と
い
う
太
鼓
の
み
の
雜
子
に
よ
る
動
作
の
早
い
曲
目
に
、
 

扣
き
中
の
、

二
つ
の
鴨
は
、
波
に
ゆ
ら
れ
て
、
は
ら
は
ら
と
立
つ
、
は
ら
は 

ら
と
立
つ

春
駒
を
、
庭
の
桜
に
つ
な
ぐ
ま
い
、
駒
が
い
さ
め
ば
、
花
が
散
り
そ
ろ
、
花

が
散
り
そ
ろ

ま
た
、

「
す
く
い
」
と
い
ぅ
太
鼓
の
み
の
攤
子
に
よ
る
曲
目
に

十
七
の
、
き
り
を
き
り
を
と
、
責
め
ら
れ
て
、

い
つ
か
夜
も
明
け
、
花
の
朝

霧
、
花
の
朝
霧

犬
竺
天
の
、
鳴
る
い
か
ず
ち
の
、a

出
や
る
如
く
は
、

こ
の
ご
と
ぐ
、

こ
の 

ご
と
く

十
七
の
、

汪
の
袂
に
、
糸
つ
げ
て
、
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
、
引
け
や
友
達
、
引

け
や
友
運

後
庭
で
歌
わ
れ
る
も
の
は
問
答
歌
風
の
も
の
と
し
て
注
目
し
て
よ,
い
で
あ
ろ
ぅ
〇 

法
眼
の
ヽ
東r

り
の
、
笈
は
な
ん
で
包
ん
だ

錦
の
な
、
油
単
掛
け
て
、

鹿
の
子
皮
で
包
ん
だ

か
わ
ら
ご
に
昼
寝
し
て
、
ffi
籠
忘
れ
た
ヽ
鳥
韻
が
二M

二'
白
、

烏
が
三
貞
三 

百
、
合
せ
て
五M

五
百
、
さ
て
も
惜
し
の
鳥
籠

十
七
の
、

お
方
よ
り
も
、
さ
て
も
惜
し
の
鳥
籠
し
も
つ
ま
の
、

し
も
つ
ま
の
、
高
や
戚
は
、
笛
で
な
ん
ぼ
召
さ
れ
た

吹
く
風
に
、
笛
を
吹
か
せ
て
、
誰
に
太
鼓
打
た
せ
た

鎌
倉
の
、
御
所
の
前
を
、
笠
を
ぬ
い
で
通
れ
ば
、

西
窓
に
よ
り
か
か
り
、

耖 

笠
召
せ
よ
と
よ
ば
わ
る

こ
の
ほ
か
、
岩
本
の
獅
子
唄
は
非
常
に
よ
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

京
で
九
貫 

ヘ
官)

の
、
唐

桧(

絵)

の
屛
風
、

一
重
に
さ
ら
り
と
、

た
て
ま 

わ
せ
、

た
て
ま
わ
せ

し
だ
れ
柳
を
、
し
き
た
扣
し
、

こ
れ
に
や
ど
れ
や
、
十
五
夜
の
月
、
十
五
夜 

の
月

白
鷺
が
、

か
ね
を
く
わ
え
て
、
や
つ
、、つ
れ
め
、

こ
れ
の
釦
背
戸
の
、
み
く
ら 

ぎ
に
住
む
、
み
く
ら
ぎ
に
住
む

み
く
ら
ぎ
の
、
枝
は
い
く
つ
と
、
眺
む
れ
ば
、
枝
は
九
つ
、
花
が
十
六
、
花



が
十
六 

こ
の
森
に
、
鷹
が
住
む
げ
で
、
鈴
の
音
、
鷹
は
住
ま
ね
ど
、
み
神
楽
の
音
、
 

み
神
楽
の
音

つ
ぎ
は
雌
獅
子
隠
し
に
入
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
後
庭
に
う
た
う
。 

思
わ
ぬ
ほ
か
に
、
朝
霧
が
下
り
て
、W

に
雌
獅
子
を
隠
さ
れ
た
、
隠
さ
れ
た 

十
三
か
ら
、

つ
れ
し
雌
獅
子
を
、
隠
さ
れ
て
、

い
ざ
や
と
も*
獅
子
、
雌
獅
子 

た
ず
ね
に
、
雌
獅
子
た
ず
ね
に

こ
の
ほ
か

若
殿
は
、
鷹
を
そ
ろ
え
て
、

扣
く
山
に
、

な
り
を
静
め
て
、
鈴
の
音
き
け
、
 

鈴
の
音
き
け

奥
山
の
、
中
島
河
原
の
、
姫
小
松
、

鳴
が
住
む
げ
で
、
鈴
の
音
が
す
る
、
鈴 

の
音
が
す
る

南
無
薬
師
、

た
ず
ぬ
る
妻
に
、
逢
わ
せ
て
た
も
れ
、
や
あ
や
の
み
と
帳
を
、
 

か
け
て
参
ら
し
よ
、
か
け
て
参
ら
し
よ

笛
吹
き
が
、
な
ん
と
雌
獅
子
を
、
隠
す
と
も
/ヽ

お
ば
の
隠
れ
に
、
見
ゆ
る
嬉 

し
や
、
見
ゆ
る
嬉
し
や

(

こ
れ
は
雌
獅
子
隠
し
の
唄)

人
の
よ
め
ご
と
 ヽ

せ
き
し
ょ
が<
>

た
な
ば
、
ゆ
ら
り
く
ら
々
と
 ヽ

立

つ

が

よ

.  

く
そ
う
ヘ
ろ)

、

た
つ
が
よ
く
そ
う(

ろ)

七
夕
に
、
借
り
て
貸
す
ぞ
や
ヽ
綾
錦
ヽ
綾
と
錦
を
、

か
え
せ
七
夕
、
か
え
せ 

七
夕

こ
の
里
は
ヽ
唐
竹
林
で
ヽ
節
し
げ
し
ヽ
節
を
こ
ま
か
に
ヽ
き
り
を
き
ら
い
な
 ヽ

き
り
を
き
ら
い
な

天
竺
天
の
、
群
雀
、
羽
先
揃
え
て
、
羽
を
か
え
せ

太
鼓
の
胴
を
、
き
り
り
と
し
め
て
、
さ
さ
ら
を
さ
ら
り
と
 ヽ

す
り
と
め
た
、
 

す
り
と
め
た

蟻
川
の
獅
子
舞 

旧
伊
参
村
蟻
川
。
今
ま
で
長
い
間
実
演
で
き
な
い
で
い
た 

が
、
昭
祁
五
十
一 

年
に
練
習
し
て
再
興
し
た
も
の
で"

十
一
月
二
十
三
日
の
中 

之
条
町
民
俗
芸
能
大
会
に
公
開
さ
れ
た
。

一
入
立
。
ヵ
シ
ラ
は
雄
獅
子
二
つ
が 

黒
ゥ
ル
シ
塗
、
雌
獅
子
が
茶
色
の
ゥ
ル
シ
塗
で
ぁ
る
。
雌
獅
子
だ
け
頭
に
宝
珠 

を
つ
け
、
雄
獅
子
は
角
を
著
け
な
い
。
雄
獅
子
は
巾
二
〇
セ
ン
チ
、
奥
行
二
四 

セ
ン
チ
、
高
さ
一
八
セ
ン
チ〇

雌
獅
子
の
ヵ
シ
ラ
は
巾|

七
セ
ン
チ
、
奥

行

一  

九
セ
ン
チ
、
高
さ
一
五
セ
ン
チ
で
雄
獅
子
の
方
が
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
。
付
人 

は
猿
と
鬼
の
面
を
つ
け
た
者
と
猿
田
彦
命
が®

幣
束
を
持
つ
。
獅
子
唄
も
ぁ
る 

が
こ
こ
で
は
略
す
こ
と
に
す
る
〇

大
道
の
獅
子
舞 

旧
伊
参
村
大
道
。

一
人
立
。
四
月
四
日
の
白
山
神
社
、
九 

月
二
日
の
蟻
川
熊
野
神
社
に
奉
納
す
る
。

天
保
二
年
栃
窪
柯
か
ら
道
具I

式
を
購
入
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
ぅ
。
し
ば 

ら
く
休
ん
で
い
た
が
、
筆
者
が
富
沢
碧
山
、
関
喜
平
氏
の
案
内
で
休
ん
で
い
た 

獅
子
舞
を
演
じ
て.
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
再
興
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
ヵ
シ

中之条町大道の獅子舞



ラ
は
頭
獅
子
、
雄
獅f

、
雌
獅
户
と
よ
ん
で
い
る
が
、
雌

獅

•/-
は
カ
シ
ラ
に
宝 

珠
を
つ
け
、
他
は
角
を
二
本
つ
け
て
い
る
。
頒
と
雄
の
獅
子
ガ
シ
ラ
は
黑
ゥ
ル 

シ
塗
、
雌
獅
子
は
朱
ゥ
ル
シ
塗
で
あ
る
〇
付
人
は
猿
田
彦
命
、

艰
、
猿
で
他
と 

同
じ
で
あ
る
。
万
燈
に
笠
鋅
を
つ
け
た
も
の
を
踊
り
の
中
央
に
立
て
る
。
神
社 

の
周
囲
を
七

In]
ま
わ
る
七
度
へ
道)

も
他
と
网
じ
で
あ
る
。
曲
目
は㈠

前
庭 

㈡

谩
庭
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
獅
户
組
に
は
辟
馬
県
内
で
筆
者
の
知
る
限
り
で 

は
唯 

I  

例
の
ビ
ン
ザ
サ
ラ
が
ヴ
几
全
で
は
な
い
が
造
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か 

つ
て
は
こ
の
地
方
で
ビ
ン
ザ
サ
ラ
が
用
い
ら
れ
た
痕
跡
を
示
す
も
の
と
し
て
貴 

重
で
あ
る〇

獅
子
唄
が
あ
る
が
略
す
〇

平
の
獅
子
舞 

旧
名
久
田
杓
〇一

人
立
。
四
月
一
日
と
九
月
十
九
日
に
吾
妻 

神
社
と
昆
沙
門
堂
に
華
納
す
る
〇
獅
子
頭
の
箱
裏
に
宝
暦
八
年
と
あ
る
こ
と
か 

ら
み
て
そ
の
と
き
現
在
の
カ
シ
ラ
が
新
調
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
〇
久
し
く
屮 

絶
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
六
年
に
復
活
し
た
。
カ
シ
ラ
は
小
さ
め
で
あ
り
、
 

先
獅
户
、
雌

獅

-F
、
後
獅f

と
よ
ん
で
い
る
〇
先
と
後
は
馬
の
尾
の
毛
の
黒
を 

つ
け
、
雌
は
白
毛
を
つ
け
る
。
小
掛
け
に
三
つ
巴
の
し
る
し
が
は
っ
き
り
つ
け 

ら
れ
て
い
る
。
反
下
の
獅
子
舞
と
よ
く
似
て
い
る
。
カ
シ
ラ
に
角
や
宝
珠
は
な 

い
。
付
人
は
天
狗
、
猿
2
|

人)

で
、
舞
の
と
き
に
は
サ
ル
が
踊
り
の
中
に
加 

わ
る
。
天
狗
は
猿
田
彦
命
で
金
剛
杖
を
持
っ
て
い
る
。
腰
太
鼓
は
大
き
い
。
花 

万
燈
が
立
て
ら
れ
る
〇
笛
は
数
人
で
あ
る
。
獅f

唄
が
よ
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

参
り
き
て
、

こ
れ
の
鳥
居
を
、
眺
む
れ
ば
、
黄
金
笠
木
に
、
白
金
の
湧
く 

こ
の
森
に
、
鷹
が
棲
む
げ
で
、
笛
の
音
、
鷹
は
住
ま
ね
ど
、
み
神
楽
の
音 

東
み
ろ
、
引
く
か
引
か
ぬ
か
、
横
雲
が
、
今
引
き
離
す
、
名
残
り
惜
し
さ
よ 

友
達
に
、
き
り
を
き
り
を
と
、
望
ま
れ
て
、
習
わ
で
く
や
し
や
、
こ
ぎ
り
小 

拍
子.

こ
ぎ
り
小
拍
子

よ
そ
の
踊
じ
や
、
曲
を
打
つ
が
、

い
ざ
や
找
等
も
、
曲
を
唄
え
な
、
曲
を
唄 

免
な

わ
が
お
山
に
、
植
え
て
育
て
た
、
桐
の
木
を
、
ひ
と
倒
し
て
、
獅
户
の
頭
に
、

獅
子
の
頭
に

ふ
き
は
か
ご
、
山
吹
の
里
、
花
吹
き
散
ら
し
て
、

遊
べ
驚
、
遊
べ
鶯 

_

か
ら
は
、

急
げ
戾
れ
の
、
文
が
き
た
、

い
ざ
や
我
等
も
、
花
の
都
を
、
花 

の
都
を

京
で
九
官
の
、
唐
絵
の
屛
風
、

一
重
に
さ
ら
り
と
、W

き
や
迥
す
よ 

参
り
き
て
、

こ
れ
の̂

チ
洗
、
眺
む
れ
ば
、
ひ
げ
を
揃
え
て
、
鯉
と
鮒
が
よ 

鯉
と
鮒
、
ひ
げ
を
揃
え
て
、
遊
ぶ
な
ら
、

こ
れ
の
御
手
洗
、
名
欣
な
る
も
の 

X
若
狄
の
扣
ば
ば
、

む
ら
む
ら
雀
、
羽
先
を
揃
え
て
、
き
り
を
こ
ま
か
に 

面
白
や
、
月
は
東
に
、
日
は
西
に
、
月
を
戾
し
て
、

獅̂

が
今
出
る
よ 

雌

獅-f

隠
し
の
唄
と
し
て

思
い
も
よ
ら
ぬ
、
朝'
霧
降
り
て
、

こ
れ
の
扣
庭
で
雌
獅
子
と
ら
れ
た
、
雌
獅 

户
と
ら
れ
た

あ
な
た
も
雄
獅
子
、

こ
な
た
も
雄
獅
子
、
心
合
せ
て
、
雌
獅
子
た
ず
ね
ろ
、

雌
獅
子
た
ず
ね
ろ

突
山
の
、
沢
の
出
口
に
、
雌
獅
子
い
て
、
さ
あ
こ
そ
雄
獅
子
が
、
嬉
し
か
ぐ 

ら
め
、
嬉
し
か
ぐ
ら
め

し
が
ら
も
が
ら
、
か
き
分
け
て
、

こ
れ
の
知
庭
に
、
雌
獅
チ
這
い
出
ろ
、
雌 

獅
子
這
い
出
ろ

が
歌
わ
れ
て
い
る
。

わ
が
山
に
、
松
を
よ
た
て
て
、
み
と
す
れ
ば
、
蔦
は
よ
せ
も
の
、
松
に
か
ら 

ま
る
、
松
に
か
ら
ま
る

松
に
か
ら
ま
る
、
蔦
の
葉
も
、

縁
が
無
け
れ
ば
ヽ
ぱ
ら
り
ほ
ぐ
れ
る
、
ぱ
ら 

り
ほ
ぐ
れ
る

た
な
ば
た
に
、
借
り
て
貸
す
ぞ
や
、
綾
錦
、
綾
と
錦
を
返
せ
七
夕
、
返
せ
七



夕嫁
御
た
ち
、

サ
サ
ラ
が
見
た
く
ば
、
板
戸
を
足
し
や
れ
、
板
戸
の
上
で
、
さ 

さ
ら
三
拍
子

天
神
林
の
、

む
ら
む
ら
雀
、
羽
先
揃
え
て
、
き
り
を
か
え
す
な
、
き
り
を
か 

え
す
な

天
竺
天
の
、
鳴

如

の

、

つ
れ
て
出
ず
る
は
、
雲
の
卯
く
ょ
、
雲
の
如
く
ょ 

雨
が
降
る
げ
で
、
雲
が
立
つ
、
知
暇
申
し
て
、
花
の
都
へ
、
花
の
都
へ 

と
、
周
辺
の
獅
子
唄
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

大
塚
の
獅
子
舞 

旧
名
久
田
村
大
塚
。

一  

人
立
。
四
月一

日
と
九
月
十
九
日 

の
吾
妻
神
社
、
四
月
二
十
七
日
の
不
動
尊
、
四
月
十
五
日
の
八
幡
神
社
、
四
月 

十
一
日
と
九
月
二
十
七
日
の
諏
訪
神
社
に
奉
納
す
る
。

ヵ
シ
ラ
は
雄
獅
子
の
二
つ
が
大
き
く
、
黒
ゥ
ル
シ
塗
、
雌
獅
子
は
朱
色
で
小 

さ
目
で
あ
る
。
先
獅
子
は
角
一
本
、
後
獅
子
が
二
本
、
雌
獅
子
は
宝
珠
を
つ
け 

る
〇
そ
れ
ぞ
れ
ヵ
シ
ラ
に
は
鳥
の
羽
を
さ
し
て
い
る
。
付
人
は
猿
と
鬼
だ
け
で 

あ
る
〇
中
央
に
大
き
な
笠
鉢
を
立
て
る
。
攤
子
方
は
笛
と
太
鼓
を
使
う
〇
太
鼓 

打
ち
は
花
笠
を
か
ぶ
る
。
猿
は
腰
に
フ
ク
ベ 

ヘ
ひ
ょ
う
た
ん)

を
下
げ
、
軍
配 

を
持
ち
、
獅
子
を
リ
ー
ド
す
る〇

由
来
に
つ
い
て
は
、
太
鼓
の
胴
の
内
面
に
安 

政
三
年
七
月
吉
日
、
高
崎
太
鼓
屋
文
五
郎
と
あ
り
、
猿
の
面
に
明
治
二
十
九
年 

申
九
月
塗
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新
調
と
塗
替
え
の
年
時
を
示
し
て
い
る
。
獅
子 

舞
唄
は
嘉
永
四
年
に
東
都
二
靄
斎
と
い
う
人
物
が
記
し
た
巻
物
の
大
塚
村
獅
子 

舞
歌
と
い
う
の
が
あ
る
。
曲
目
を
み
る
、
思
弥
喜
里(

社
切)

、
七
道(

七
度)

、
• 

八
崎
、
‘野
久
原
、
撥
合
ヘ
ば
ち
あ
わ
せ)

、
庭
見
、
聞
笛
、
見
せ
つ
け
、
於
知 

古
、
於
波
湖
、
四
つ
帰
り
、
小
静
園 

へ
こ
し
ょ
う
え
ん)

、
上
静
園
、
於
袈
崎 

へ
岡
崎)

ヽ
久
都
志
へ
く
ず
し)

ヽ
登
々
の
舞
、
万
歳
、
此
森
、
宮
、
先
達 

(

せ
ん
だ
つ)

、
瑞
垣
へ
み
ず
か
き)

、
午

屋(

う
ま
や)

、
酒
褒
め
、
寄
切
、
 

横
間 

へ
ょ
こ
ま)

、

才
へ
ヒ
ヤ
リ
、
嫁
御
、
七
ッ
拍
子
、
天
狗
拍
子
、

つ
ば
く

ら
、
七
夕
、
大
鈹
へ
お
知
か
わ)

ヽ
七
小
竹
、
鳴
神
、
朝
霧
、
鶯
、
き
り
ぎ
り 

す
、
苦
切
古
拍
子
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
笛
の
譜
だ
け
の
も
の
と
、
 

歌
詞
の
あ
る
も
の
と
あ
る
が
、

い
ま
歌
詞
を
掲
げ
て
み
る
と
、

他
の
中
之
条
地 

区
の
獅
子
舞
の
歌
を
知
る
上
に
参
考
に
な
る
。
最
後
の
句
が
反
復
し
て
い
な
い 

の
に
注
目
さ
れ
ょ
ぅ
〇

参
り
き
て
、
こ
れ
の
鳥
居
を
、
眺
む
れ
ば
、
小
金
笠
木
に
、
銀
の
わ
く 

f

万 

歳)こ
の
森
に
、
鷹
が
住
げ
で
、
鈴
の
音
、
鷹
は
住
ま
い
で
、

分
神
楽
の
音 

ヘ
此

森)ぞ 

た
ぐ̂

(

な)

此
宮
は
、
飛
驛
の 

エ 

が
、
立
た
げ
て
、

く
さ
びI

つ
で
、
四
万
し
め
た
ょ 

へ
宮)

ご
先
運
、
金
欄
緞
子
の
、

袈
裟
を
か
け
、

袈
裟
の
光
で
、A

宮
輝
く
へ
先
達) 

鶯
が
、
金
の
こ
き
竹
、
く
わ
え
き
て
、

こ
れ
の
稲
穗
は
、
八
穂
で
八
石f

瑞

垣) 

-

ノ

万
作
が
、
八
穂
で
八
石
、
と
る
な
ら
ば
、

こ
れ
の
扣
背
戸
に
、
咸
が
と
並
み 

f

同
)

七
並
の
、
蔵
の
鍵
を
ば
、
手
に
持
ち
て
、
戌
亥
の
隅
か
ら
、%

が
湧
き
出
る 

へ
同)

参
り
き
て
、

こ
れ
の
御
馬
屋
、
眺
む
れ
ば
、

つ
な
ぎ
揃
え
た
、

駒
が
七
疋 

f

午
屋)

七
処
の
、
中
に
立
ち
た
る
、
黒
の
駒
、
諸
国
も
ろ
た
び
、
あ
し
が
き
に
そ
ぅ 

へ
同)

朝
草
に
、

桔
梗
小
花
、
か
り
ま
ぜ
て
、
是
の
扣
ま
や
は
、
花
で
輝
く 
{

同) 

こ
の
酒
は
、

質
々
の
き
く
酒
、
伊
丹
酒
、
旅
の
疲
れ
で
、
呑
や
知
ぼ
え
ぬ 

へ
酒
褒
め)



か
ん
つ
る
は
、
唐
の
鋳
物
に
、
小
金
つ
る
、
溜
璃
の
盃
、
参
れ
共
だ
ち
へ
问) 

若i
の
小
浜
の
、
杓
々
雀
、
羽
先
を
揃
え
て
、
霧
を
こ
ま
か
に 

く寄
切) 

來
み
ろ
、
引
く
か
引
か
ぬ
か
、
横
雲
が
、
今
引
は
な
す
、
名
残
り
惜
し
さ
よ 

へ
问)

京
で
九
官
の
、
唐
絵
の
屛
風
、

一
え
に
さ
ら
り
と
、
引
き
や
ま
わ
し
た
ヘ̂
 

官)参
り
き
て
、
諏
訪
の
み
手
洗
、
眺
む
れ
ば
、

い
つ
も
絶
え
せ
ぬ
、
鯉
と
鮒
か 

な
へ
諏
訪)

な
い
か
ま
を
ヽ
チ
具
揃
え
て
、
担
が
せ
て
、

こ
れ
の
御
諏
訪
に
、
参
れ
友
運 

f

ナ
ィ
カ
マ)

禰
货
殿
は
、
白
き
御
幣
を
、
手
に
持
ち
て
、
ま
い
る
と
ぅ
者
に
、
御
幣
と
ら 

す
る
へ
ね
ぎ)

こ
のA

茶
は
、
宇
治
か
、

む
し
よ
ぅ
か
、
古
葉
の
茶
か
、
旅
の
つ
か
れ
で
、
 

呑
や
扣
ぼ
え
ぬ
へ
茶)

ま
い
り
き
て
、

こ
れ
の
御
門
を
、
眺
む
れ
ば
、
黄
金
扉
に
、
金
の
わ
く 

f

門) 

參
り
来
て
、

こ
れ
の
横
間
を
、
眺
む
れ
ば
、
ひ
く
ち
揃
え
た
、
槍
が
五
万
本 

(

横
間)

五
万
本
の
、
槍
を
立
さ
せ
、
出
る
な
ら
ば
、
安
房
も
上
総
も
、
こ
れ
の
御
し 

よ
た
い
へ
同)

御
所
代
を
、
あ
れ
で
み
た
れ
ば
、
桧
皮
葺
、
是
で
み
た
れ
ば
、
綾
の
の
し
葺 

の
し
葺
の
、

一  

の
鋅
に
は
、

二
の
鋅
に
、

三
の
鈴
に
苔
生
え
て
、
苔
を
た
よ 

り
に
、
育
つ
唐
松V

间)

老
松
の
、

一  

の
枝
に
、

二
の
枝
に
、
黄
金
花
咲
き
、
銭
が
な
り
候f

同) 

こ
こ
は
、
は
る
か
の
、
ほ
そ
た
の
ば
、

つ
な
で
な
が
ら
も
、
よ
よ
に
か
よ
わ 

れ
よ
へ
间)

而a

や
、
月
は
束
に
、
日
は
曲
に
、
月
を
戾
し
て
、
獅
子
が
い
ま
で
た 

思
い
も
よ
ら
ぬ
、
朝.
霧
が-F
り
て
、
こ
こ
で
獅
チ
が
取
ら
れ
た
へ
向) 

奥
山
の
、
沢
の
出
口
に
、
雌
獅
子
い
た
、
さ
こ
そ
雄
獅
子
、
う
れ
し
か
ら
め 

し
へ
同)

し
が
ら
も
が
ら
を
、
か
き
分
け
て
、

こ
れ
の
御
庭
へ
、
雌
獅
子
は
い
出
ろ 

へ
同)

雌
獅
子
雄
獅
子
の
、
振
り
に
さ
え
、
よ
れ
つ
ほ
ぐ
れ
つ
、
余
念
な
い
も
の 

白
金
の
、
け
が
剣
に
、
刃
を
つ
け
て
、
雌
獅
子
雄
獅
子
、
合
を,
斬
ら
ば
よ 

へ
向)

あ
の
山
に
、
松
を
育
て
る
、
み
と
す
れ
ば
、
鳶
は
よ
せ
も
の
、
松
に
か
ら
ま 

る
{

同)

松
に
か
ら
ま
る
、
蔦
の
葉
も
、
縁
が
な
け
れ
ば
、
が
ら
り
ほ
ぐ
れ
るS
间) 

泰
平
の
、
御
代
に
花
見
る
、
人
は
み
な
、
あ
ま
す
苦
も
な
く
、
猊
舞 

ヘ
獅
子 

舞)

の
咲
く
へ
间)

千
町
田
、
花
咲
き
揃
う
て
、
め
で
た
さ
に
、
老
の
皺
を
も
、

の
び
る
日
長
さ 

市
町
は
、

日
増
し
月
増
し
、

に
ぎ
わ
い
て
、
雲
雀
の
よ
う
に
、
人
の
群
が
る 

(

网)

笛
吹
い
て
、
太
鼓
叩
い
て
、
猊
子
舞
の
、
差
す
手
引
く
手
に
、

の
く
て
ひ
ら 

く
て
ヘ
倪
舞)

嫁
御
た
ち
、
さ
さ
ら
が
見
た
く
ば
、

い
た
こ
を
歌
え
、

い
た
こ
の
上
で
、
さ 

さ
ら
三
拍
子 

く
嫁
御)

面
白
や
、
天
神
林
の
、

む
ら
む
ら
雀
、
羽
先
揃
え
て
、
き
り
を
こ
ま
か
に

へ
同)

我
等
が
習
い
し
、
七
つ
拍
子
を
へ
七
つ
拍
子)



駒
の
折
ひ
ざ
、
駒
の
折
り
ひ
ざf

駒
の
折
ひ
ざ)

わ
が
父
の
、
植
え
て
育
て
た
、
桐
の
木
を
、I

本
倒
し
て
、
獅
子
の
頭
に

f

天
狗
拍
子)

つ
ば
く
ら
が
、
金
を
く
わ
え
て
、
八
つ
連
れ
て
、
こ
れ
の
知
庭
で
、
羽
を
休

•  

め

る(

同)

七
夕
に
、

知
い
て
貸
す
ぞ
や
、
綾
錦
、
あ
や
に
色
を
返
え
せ
、
七
夕
七
夕 

(

七
夕)

わ
れ
わ
れ
は
、
大
山
育
ち
の
、
者
な
れ
ば
、
扣
山
で
は
や
り
し
、
合
い
拍
子 

を
、
合
い
拍
子
を(

太
鼓)

扣
い
茂
る
ヽ
向
か
い
小
山
の
、
七
小
竹
、
な
ぜ
に
小
だ
け
て
、
節
が
揃
わ
ぬ
、

節
が
揃
わ
ぬ
ヘ
七
小
竹)

に
ぎ
わ
し
く
、
ど
こ
の
踊
の
、
曲
を
う
つ
、

い
ざ
や
わ
れ
等
も
、
曲
を
歌
え 

な
へ±

鼓)

天
竺
天
の
、
鳴
子
い
か
ず
ち
、

つ
れ
て
い
ぬ
る
も
、
子
の
ご
と
く 

f

鳴
神) 

十
五
夜
の
、
月
は
山t

に
、
腰
を
か
け
、

い
つ
か
夜
も
明
け
、
花
の
朝
霧

く

朝
霧)

ヘ
ふ
力)

見
渡
せ
ば
、

知
き
は
か
ご
、
山
吹
の
里
、
花
吹
き
散
ら
し
て
、
遊
ぶ
鶯
、
遊

ぶ

鶯

.

花
の
野
に
、

I  

つ
は
寝
ろ
ょ
、
き
り
ぎ
り
す
、
続
い
て
は
ね
ろ
ょ
、
綾
の
機 

,

織
へ
き
り
ぎ
り
す)

友
運
に
、
切
り
を
切
り
知
と
、

望
ま
れ
て
、
な
ら
わ
で
〇
惜
し
き
、
小
き
り 

小
拍
子
小
き
り
小
拍
子

大
塚
の
讀
子
舞
の
実
演
を
、

五
十
一
年
十I

月
の
大
会
に
知
い
て
調
査
し
た 

と
き
、
雌
獅
?-
隠
し
を
や
っ
た
が
、

一
人
の
女
を
二
人
の
男
が
奪
い
合
う
と
い 

う
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
演
目
で
あ
る
。
大
抵
の
獅
子
舞
で
は
、
そ
の
表
現
が
抽
象 

的
で
あ
る
も
の
が
多
い
が
、
大̂

の
場
合
は
極
め
て
リ
ア
ル
で
な
ま
な
ま
し
か

っ
た
〇
あ
た
か
も
、
現
代
の
若
者
が
女
を
奪
い
あ
う
そ
れ
に
似
た
具
体
的
な
舞 

い
で
あ
っ
た〇

果
し
て
ヽ
こ
れ
が
昔
か
ら
の
伝
統
の
も
の
で
あ
る
の
か
、•
あ
る 

い
は
変
え
て
き
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
く
も
し
昔
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
と 

す
れ
ば
、
獅
子
舞
に
扣
け
る
二
つ
の
大
き
な
分
類
で
あ
る
被
い
浄
め
、
庭
の
舞 

の
よ
う
な
鎮
魂
を
主
と
し
た
神
事
舞
と
、
興
味
を
主
と
し
、

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な 

面
の
興
舞
と
の
隔
り
が
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
く
る
が
、
多
く
の
獅
子
組
の
場 

合
は
、
神
事
舞
と
興
舞
の
表
現
に
そ
う
大
き
な
開
き
の
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
〇 

も
し
、
大
塚
の
獅
子
舞
が
古
来
か
ら
、
リ
ア
ル
な
舞
を
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
 

県
下
で
み
た
獅
子
隠
し
で
は
最
も
現
代
的
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

以
上
が
中
之
条
町
獅
子
舞
で
あ
る
が
、
資
料
は
「
中
之
条
町
の
郷
土
芸
能
」 

(

昭
和
五
十
年
中
之
条
町
教
育.
姿
員
会
発
行)

と
、
昭
祁
五
十I

年
十
一
月
二 

十
三
日
、
吾
妻
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
中
之
条
町
民
俗
芸
能
大
会
の
上
演
と
 ヽ

筆
者
の
調
査
し
た
も
の
を
加
え
て
記
述
し
た
〇

比
較
す
る
ま
で
も
な
く
、
す
べ
て
の
点
に
扣 

い
て
共
通
し
た
も
の
が
指
摘
さ 

れ
る
よ
う
に
、

こ
の
辺
一
帯
の
も
の
は
も
と
一
つ
の
源
流
が
あ
り
、
そ
れ
が
各 

村
で
真
似
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
有
力
な
証
左
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
伝
承
し
て 

い
る
中
に
そ
れ
ぞ
れ
変
化
し
た
た
め
に
一
見
違
う
よ
う
に
見
え
る
が
、
大
体
は 

同
一
系
統
と
み
て
よ
いQ

平
坦
部
と
違
い
、

こ
こ
に
も
谷
文
化
の
一
つ
の
特
長 

が
獅
子
舞
に
示
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
獅
子
唄
な
ど
は
、
台
本 

の
誤
り
も
あ
り
、
な
る
べ
く
現
代
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
書
き
か
え
た
も
の 

が
多
い
〇
こ
う
し
た
源
流
を
一
つ
に
す
る
こ
と
の
町
能
性
は
、

つ
ぎ
の
吾
妻
町 

の
獅
子
舞
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
芸
能
伝
承
を
知
る
上
に
興
味
深
い
も 

の
が
あ
る
〇3

吾

妻

町

の

獅

子

舞

四
戸
の
獅
子
舞 

旧
岩
島
村
三
島
字
四
戸
。

一
人
立
。
嘉
永
五
年
に
四
戸
、



生
原
の
両
組
で
三
岛
の
鳥
頭
神
社
に
奉
納
し
た
こ
と
が
は
つ
き
り
し
て
い
る
〇 

ヵ
シ
ラ
は
黒
獅
子 

ヘ
滋
ゥ
ル
シ
途)

二
と
、
赤
獅
子 

へ
朱
ゥ
ル
シ
途)

と
よ
ば 

れ
る
〇
ヵ
シ
ラ
に
烏
の
毛
を
さ
し
、

ト
ブ
サ
は
色
紙
を
切
〇
た
も
の
を
束
ね
て 

い
る
。
付
人
は
狐
一
、
鬼
一
で
そ
れ
ぞ
れ
サ
サ
ラ
を
持
ち
踊
の
中
に
加
わ
る
。 

曲H

は㈠

道
行
き㈡

社
前㈢

囲
い

vy
振
り
出
し㈤

振
り
込
み㈥

岡
崎㈦

ち
や
ぐ 

ら㈧

投
げ
出
し
。
獅
子
唄
は
、

向
い
小
山
の
、
ヒ
五
竹
、
節
を
そ
ろ
え
て
、
き
り
を
こ
ま
か
に
、
き
り
を
こ 

ま
か
に

山
雀
は
、
山
を
離
れ
て
、
山
を
ド
り
、

こ
れ
の
知
庭
で
、
羽
を
休
め
る
、
羽 

を
休
め
る

宴
客
の
、
腰
に
さ
し
た
る
、

小
脇
差
、
鰐
も
目
貫
も
、
黄
金
な
る
も
の
、
黄 

金
な
る
も
の

•

こ
れ
の
扣
庭
で
、
馬
乗
り
ご
し
よ
ぅ
、
夜
も
夜
中
も
駒
の
足
音
、
駒
の
足
音 

ま
わ
せ
、
ま
わ
せ
、
車
を
ま
わ
せ
、
ま
わ
せ
ば
、
関
谷
は
、
ま
あ
わ
い
を
、
 

ま
あ
わ
い
を

松
谷
の
獅
子
舞 

㈦

岩
“
杓
松
谷
。

一
人
立
〇
伝
え
ら
れ
る
文
書
か
ら
み
て
、
 

寛
保
二
年
よ
り
六
十
力
年
以
前
と
あ
る
か
ら
天
和
二
年
頃
の
創
始
に
な
る
。

一
 

時
中
断
し
、
寛
政
二
年
に
再
興
し
た
。
村
の
諏
訪
神
社
に
付
属
す
る
。

一

名
さ 

さ
ら
獅
子
と
よ
ば
れ
る
〇
曲
目
は㈠

渡
り
拍
子㈡

く
る
い㈢

や
す
み©

ほ
つ
ぽ 

ぅ㈤

社
切
に
分
か
れ
る
。
曲
目
は
、

ま
ず
雌
獅
子
隠
し
の
唄
で
ヽ

思
い
も
よ
ら
ず
、
朝•
禱
がF

り
て
、

こ
れ
の̂

庭
で
雌
獅
子
を̂

し
と
ら
れ 

たな
ん
ぼ
雌
獅
子
が
、
隠
れ
て
も
、

こ
れ
の
扣
庭
で
、
見
つ
け
出
す
も
の
、
見 

つ
け
出
す
も
の

雌
獅
子
雄
獅
子
の
、

ふ
り
を
め
え
さ
る
、
よ
れ
つ
ほ
ぐ
れ
つ
、

よ
ね
も
な
い 

も
の
、

よ
ね
も
な
い
も
の

が
あ
り
、
そ
の
他

松
に
か
ら
ま
る
、
蔦
の
葉
は
、

縁
が
な
け
れ
ば
、
ほ
ろ
り
ほ
ぐ
れ
る
、
ほ
ろ 

り
ほ
ぐ
れ
る

こ
の
宮
に
、
金
の
柱
が
、
四
本
建
ら
、
中
に
黄
金
の
御
幣
が
ご
ざ
そ
ろ
、
御 

幣
が
ご
ざ
そ
ろ(

休
み)

獅
子
の
子
は
、
京
で
生
ま
れ
て
、
伊
勢
育
ち
、•
く
に
添
え
た
が
、

い
も
の
大 

被
い
、

い
も
の
大
被
い(

冏)

こ
の
宿
に
、
馬
乗
り
上
手
が
ヽ
ご
ざ
る
げ
な
、
夜
が
夜
中
も
、

こ
ま
の
あ
し 

扣
と
へ
同)

向
い
小
山
の
、
七
小
子
の
、
節
を
そ
ろ
え
て
、

き
り
を
こ
ま
か
に
、
き
り
を 

こ
ま
か
に(

ほ
つ
ぼ
ぅ)

山
雀
が
、
山
に
離
れ
て
、
里
へ
下
り
て
、
こ
れ
の
扣
庭
で
、
羽
を
休
め
る
、
 

羽
を
休
め
る

獅
子
の
子
は
、
生
ま
れ
扣
ち
る
と
、
頒
ふ
り
そ
ろ
、
頭
ふ
り
そ
ろ 

へ
问) 

白
鷺
が
、

海
の
は
ば
た
へ
、
巣
を
か
け
て
ヽ
波
に
ゆ
ら
れ
て
、
ぱ
っ
と
立
ち 

そ
ろ
、
ぱ
っ
と
立
ち
そ
ろ(

同)

わ
が
国
は
、•
附
の
降
る
げ
な
、
雲
が
立
つ
、

い
ざ
や
も
ど
れ
よ
、
花
の
み 

ゃ
こ
へ
、
花
の
み
や
こ
へ(

同)

先
獅
子
、
中
獅
子
、
後
獅
子
の
ほ
か
に
、
さ
さ
ら
す
り
が
三
人
、
笛
と
唄
い 

手
が
適
当
に
つ
く
、

松
谷
神
社
に
忖
属
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る 

へ
以
上 

「
岩
島
村
記
」
を
参
考)

泉
沢
の
獅
子
舞 

旧
太
田
杓
泉
沢
。

一
人
立
〇
四
月
十
五
日
、
九
月
十
五
日 

の
八
幡
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
。
カ
シ
ラ
は
前•

中
•

後
の
三
頭
立
で
、
付
人
と 

し
て
大
黒
天
、

狐
で
、
大
黒
は
軍
配
を
持
ち
、

白
狐
は
カ
ン
カ
チ
を
持
つ
。
青 

年
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
。
曲
目
は
、㈠

礼
拝
獅
子㈡

歌
切㈢

雌
獅
子
隠
し
に 

三
分
さ
れ
る
が
、
曲
に
よ
り
、
振
込
み
、
辻
固
め
、

農
休
み
、

三
国
、
岡
崎
女



郎
衆
、
左
ネ
ヂ
、
長
谷
川
つ
〇-

き
、
ド
ジ
ョ•
ゥ®

な
ど
が
あ
る
。
道
ゆ
き
を
し 

て
神
社
に
ゆ
き
、

「
宮
廻
り
」
を
し 

二 

周)

て
か
ら
礼
拝
獅
子
に
移
る
。
ま 

ず
そ
の
獅
子
唄
を
み
る
と
、

神
の
社
で
、
獅
子
ふ
れ
ば
、
神
も
喜
ぶ
、
氏
子
繁
昌
と

東
大
門
社
に
て
、
鎮
守
八
幡
、A

立
ち
現
わ
る
と
な 

. 

塔
の
蓮
華
を
、
さ
し
上
げ
て
、
珠
数
を
さ
ら
さ
ら
、
探
し
や
も
ん
で
、W

向 

の
鰐
口
、
打
ち
や
鳴
ら
し
た

で
あ
る
〇
つ
ぎ
に
歌
切
れ
の
唄
は
、

こ
の
宿
に
、
馬
乗
り
上
手
が
、
あ
る
や
げ
に
、
夜
も
夜
中
も
、•
駒
の
足
音 

こ
の
宮
は
、
飛
驛
の
た
く
み
が
、
建
て
た
げ
に
、
く
さ
び 

一  

つ
で
、
四
方
固 

め
た

天
竺
天
の
、
あ
ま
の
川
原
の
、

つ
る
し
舟
、
舟
は
白
銀
、
ろ
は
黄
金
よ 

白
鷺
が
、
海
の
と
中
に
、
巣
を
立
て
て
、
波
に
ゆ
ら
れ
て 
 

バ
ッ
と
立
ら
そ 

ろ山
雀
が
、
山
が
ぅ
い
と
て
、
里
へ
出
て
、

こ
れ
の
知
庭
に
、
羽
を
休
め
た 

こ
の
不
動
へ
、
参
ろ
参
ろ
と
、
思
え
ど
も
、
橋
は
引
き
橋
、
と
ぶ
に
と
ば
れ 

ず獅
子
の
子
は
、
京
で
生
ま
れ
て
、
伊
勢
育
ち
、
腰
に
さ
し
た
は
、
伊
勢
の
扣 

被
ぃ

桜
木
を
、
桜
木
を
、
二
つ
に
引
割
り
、
門
に
立
て
ど
も
、
花
が
咲
き
そ
ろ 

向
か
い
山
で
、
け
ん
げ
ほ
ろ
ろ
と
、
啼
く
鳥
は
、

元
の
殿
御
の
、
籠
の
飼
い 

島こ
の
寺
は
、
椎
子
や
若
衆
が
、
あ
る
や
げ
に
、
門
の
扉
に
、
歌
を
書
か
れ
た 

神
の
庭
で
、
獅
子
ふ
れ
ば
、
黄
金
こ
ぐ
さ
が
、
足
に
か
ら
ま
る

最
後
の
雌
獅
子
隠
し
の
歌
で
、

思
い
も
よ
ら
ぬ
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
、

こ
れ
の
お
庭
に
、
朝
霧
が
下
り
て
、
そ

こ
で
雌
獅
子
を
、
か
く
し
と
ら
れ
た

松
山
の
、
松
に
か
ら
ま
る
、
蔦
の
葉
も
、
縁
が
切
れ
れ
ば
、
ほ
ろ
り
ほ
ぐ
れ 

る 

-

祈
れ
や
祈
れ
、
木
曾
の
山
の
、
さ
い
の
雲
、
獅
子
を
ほ
ろ
が
す
、
仇
な
る
も 

の天
竺
天
の
、
天
竺
天
の
、
鳴
祌
殿
の
、
雌
熊
も
、
龍
に
つ
ま
ず
き
、
あ
ら
れ 

か
な
わ
ぬ

そ
し
て
し
ま
い
に

雨
が
降
り
そ
で
、
雲
が
騒
ぎ
出
す
、
椎
子
や
若
い
衆
が
、
立
ち
や
戾
ら
る 

こ
の
八
幡
神
社
に
、
古
い
獅
子
頭
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
に
記
し
た 

が
、
こ
れ
か
ら
み
て
も
泉
沢
の
獅
子
舞
の
歴
史
は
か
な
り
古
い
と
み
て
ょ
い
で 

あ
ろ
ぅ
〇
た
だ
文
献
が
少
な
い
た
め
に
く
わ
し
く
伝
承
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。 

と
に
か
く
、
吾
妻
町
の
獅
子
舞
も
、
中
之
条
町
と
共
通
す
る
面
が
多
い
〇

萩
生
の
獅
子
舞 

旧
坂
上
柯
萩
生
。

一  

人
立
。
同
地
の
浅
間
神
社
に
付
属
す 

る
〇
春
と
秋
の
祭
典
に
奉
納
さ
れ
る
。
雄
獅
子
二
、
雌
獅
子
一
の
ほ
か
に
、
付 

人
と
し
て
サ
サ
ラI

人
、

狐

一

人(

カ
ン
カ
チ)

で
舞
わ
れ
る
〇
宝
眼
流
と
称 

し
て
い
る
が
、
子
供
舞
と
大
人
舞
に
分
か
れ
て
い
る
。
子
供
舞
の
曲
目
は
、
足
、
 

芋
掘
り
、
足
摺
り
、
固
め
、
並
べ
、
渡
り
拍
子
、
笹
食
い
、
足
固
め
、
追
返
し
、
 

並
べ
で
、
大
人
舞
は
、

足
、
片
、
足
固
め
、
追
返
し
、
並
べ
、
狙
い
出
し
、
岡 

崎
、
狂
い
、
雌
獅
子
隠
し
、
並
べ
で
あ
る
〇
万
燈
が
つ
く
ら
れ
る
〇
神
社
に
ゆ 

き
社
殿
を
一
と
ま
わ
り
し
、
社
前
で

一  

舞
を
す
る
。

大
戸
の
獅
子
舞 

旧
坂
上
村
大
戸
。 I

人
立
。
久
し
く
休
止
し
て
い
た
獅
子 

舞
で
あ
る
が
、
獅
子
唄
は
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

へ
坂
上
村
誌
九
〇
八
頁
参
照) 

同
杓
の
畔
宇
治
神
社
に
付
属
し
て
い
る
〇
二
頭
の
雄
獅
子
と

一  

頭
の
雌
獅
子
に 

ょ
っ
て
演
じ
ら
れ
る〇

三
月
十|

日
の
祭
典
に
奉
納
さ
れ
る
〇
大
き
な
万
燈
が 

立
て
ら
れ
る
〇
カ
ン
カ
チ
と
花
笠
が
加
わ
っ
て_

わ
れ
る
。



旧
坂
上
の
二
人
立
獅
子
舞 

大
戸
、
長
藤
、
大
谷
沢
、
平
の
各
字
。
県
下
に 

少
な
い
二
人
立
ち
の
獅
子
で
、
正
月
十
四
日
の
小
正
月
の
行
事
の
と
き
鳥
追
い 

な
ど
と
と
も
に
演
じ
ら
れ
る
青
年
の
舞
で
あ
る〇

大
き
な
ヵ
シ
ラ
を
前
足
が
持 

ち
、
唐
草
の
風
呂
敷
を
か
ぶ
っ
て
後
足
が
一
体
と
な
っ
て
や
る
〇
付
人
は
恵
比 

寿
、
ひ
よ
っ
と
こ
、
狐
で
あ
る
。
恵
比
寿
は
手
に
釣
竿
と
鯛
を
持
ら
、
当
日
大 

き
な
御
幣
束
を
先
頭
に
し
て
進
み
、
万
燈
も
こ
れ
に
続
き
、
太
鼓
を
な
ら
し
な 

-

が
ら
谷
戸
を
訪
れ
て
座
敷
に
上
が
り
、
家
族
の
一
人
一
人
を
嚙
む
真
似
を
す
る
。 

ヵ
シ
ラ
は
朱
塗
り
で
あ
る
。
家
に
入
る
と
き
、
続
く
子
供
達
が
 ヽ

「
ヤ
レ
ヽ
ヤ 

レ
、

舞
い
込
め
、
舞
い
込
め
」
と
攤
し
立
て
る
。
ま
わ
り
終
る
と
手
拍
子
、を
あ 

わ
せ
て
 ヽ

「
し
ャ
ん
、
し
ャ
ん
、
し
ャ
ん
、
知
し
ャ
し
ャ
ん
の
し
ャ
ん
」
と
い 

っ
て
し
め
て
終
る
。
安
中
市
磯
部
の
新
寺
と
似
て
い
る
。

大
戸
の
宿
に
も
似
た
二
人
立
ち
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
同
じ
日
に
、
行
列
で
進 

み
、
畔
宇
治
神
社
に
悪
魔
を
追
い
こ
む
〇
そ
こ
の
社
前
で
舞
う
の
が
前
者
と
違 

う
〇
ま
ず
万
燈
を
消
し
て
、
社
殿
を
三
回
ま
わ
り
、
社
の
扉
を
し
め
て
引
き
上 

げ
る
。
途
中
の
鳥
追
い
唄
は
、

鳥
追
い
だ
、
鳥
追
い
だ

あ
れ
は
誰
が
鳥
追
い
だ

頭
切
っ
て
尻
切
っ
て

か
ろ
う
と
へ
さ
ら
べ
こ
ん
で

佐
渡
ヶ
島
へ
、

ホ
ー
ィ
 ヽ

ホ
ー
ィ

と
唄
う
。
十
四
日
の
早
朝
の
暁
闇
を
つ
い
て
行
わ
れ
る
〇
こ
う
し
た
鳥
追
い
が 

鳴
瀬
、
稲
田
組
、
萩
生
組
、
本
宿
、
道
！

1
¢

皆
戸
組
に
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
道.̂
/ 

皆
戸
の
方
に
は
獅
子
唄
が
あ
る
。
ま
ず
御
幣
の
舞
で

天
の
岩
戸
が
御
開
き
、

い
ざ
や
神
楽
が
舞
い
ま
す
る

こ
れ
が
神
代
の
始
ま
り
だ
、
籠
は
と
と
の
え
て
、
が
リ
よ
う
の
袂
を
ひ
る
が 

え
し
、
み
な
三
尺
の
御
幣
を
持
ち
て
、
悪
魔
を
払
い
、
よ
い
や
さ
ヽ
泰
平
楽

世
と
あ
ら
た
ま
る

つ
ぎ
に
怒
り
獅
子
の
舞
で
、
見
物
人
の*

難
子
と
掛
け
合
で
、

い
よ
い
よ
ど
っ
こ
い(

扣
攤
子)

東

西
(

扣
雜
子)

獅
子
か
り
ま
い
て
虫
で
て
ご
ざ
る(

獅
子)

知
先
に
ご
ざ
る
は(

扣
離
子)

伊
勢
神
明
天
照
皇
太
神
宮
ヘ
獅
子)

扣
あ
と
に
ご
ざ
る
は(

扣
攤
子)

熊
野
三
社
大
権
現(

獅
子) 

.

扣

前

は(

知
離
子)

わ
し
は
八
幡
大
菩
薩(

獅
子)

と
問
答
を
し
、

「
於
め
で
と
う
」
で
終
る
。
先
ず
熊
野
神
社
で
舞
い
、

つ
ぎ
に 

各
家
を
訪
ね
て
舞
う
。
し
か
し
、
も
と
は
二
人
立
ち
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
人 

で
演
ず
る
の
が
あ
る
。
本
宿
、
関
谷
組
が
そ
う
で
あ
る
〇

こ
の
よ
う
に
、

二
人
立
の
獅
子
へ
い
わ
ゆ
る
神
楽
獅
子)

は
、I

人
立
と
は 

全
く
違
っ
た
獅
子
舞
で
あ
っ
て
、
獅
子
舞
に
あ
る
悪
魔
払
い
が
特
に
大
き
く
表 

に
出
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
〇
と
に
か
く
、
四
上
地
区
の
二
人
立
は
、
 

県
下
の
獅
子
舞
の
中
で
も
特
に
注
目
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
最
近
は
こ
の
獅 

子
も
や
ら
な
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
民
俗
芸
能
の
要
素
も
多
分
に
持
っ 

て
い
る
の
で
や
は
り
そ
の
系
統
に

I  

応
入
れ
て
扣
く
べ
き
で
あ
ろ
う

〇

_

東

村

の

獅

子

舞

岡

崎

の

獅

子

舞

東
村
岡
崎
。|

人
立
〇
も
と
は
中
組
の
諏
訪
神
社
に
付
属
、
 

し
て
い
た
が
、
神
社
合
併
で
榛
名
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
。
諏
訪
神
社
の
明
細
帳 

に
、
文
化
十
年
十
二
月
氏
子
寄
附
、
小
泉
柯
白
石
相
積
、
須
藤
舜
応
作
と
あ
る 

こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
調
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
〇
雄
獅
子
二
個 

へ
黒
ゥ
ル
シ



塗}

雌
獅
子
へ
朱
ゥ
ル
シ
塗)

〇
付
人
は
カ
ン
カ
チ
、
こ
の
カ
ン
カ
チ
は
白
髯 

の
老
人
の
面
を
か
ぶ
る
。
曲
目
は
大
き
く
、
初
庭
、
中
庭
、
奥
庭
に
三
大
別
さ 

れ
る
〇
離
子
方
は
笛
二
人
、
歌
ぅ
た
い(

花
笠
を
か
ぶ
る)

〇
八
月
二
十
七
日 

の
春
祭
と
秋
の
祭
に
も
奉
納
さ
れ
る
。
獅
子
唄
を
み
る
と
、
初
庭
に

京
で
九
官
の
、
唐
絵
の
屛
風
、
四
方
一
度
に
、
立
て
や
ま
わ
す
る
、

ヤ
順
逆 

よ参
々
来
て
、
諏
訪
の
鳥
居
を
、
眺
む
れ
ば
、
黄
金
笠
木
に
、
白
金
の
わ
く
、
 

ヤ
順
逆
よ

立
よ
ど
み
、
諏
訪
の
み
た
ら
し
、
眺
む
れ
ば
、

い
つ
も
絶
え
せ
ぬ
、
鯉
と
鮒, 

と
が
、
ひ
れ
を
揃
え
て
、
遊
ぶ
な
ら
、
諏
訪
の
井
川
も
、
名
所
な
る
ら
ん
、
 

ヤ
順
逆
よ

禰
宜
殿
は
、
き
ん
ら
ん
ど
ん
す
の
、
袈
裟
を
か
け
、
袈
裟
の
光
で
、*

宮
か 

.  

が
や
く
、
ヤ
順
逆
よ

白
金
の
、
や
じ
ろ
障
子
を
、
後
へ
引
く
、
そ
れ
を
見
真
似
に,

後
へ
引
か
え 

な
、

ヤ
順
逆
よ

掛
川
の
、
宿
の
娘
に
、
目
が
く
れ
て
、

た
つ
に
立..
た
れ
ぬ
、
掛
川
の
宿
、

ヤ 

順
逆
よ

し
ん
だ
れ
柳
を
、
し
い
ち
と
と
め
て
、

こ
れ
に
宿
れ
よ
、

こ
よ
い
や
の
月
、
> 

こ
よ
い
や
の
月

天
神
林
の
、
村
々
す
ず
め
、
羽
先
そ
ろ
え
て
、
き
り
ぎ
り
か
え
す

わ
ら
ら
が
習
い
し
、
七
つ
拍
子
を
、
七
つ
拍
子
を

扣
扣
し
ず
こ
し
ず
の
、
駒
の
折
ひ
ざ
、
駒
の
折
ひ
ざ

太
鼓
の
胴
を
、
き
り
り
と
し
め
て
、
さ
さ
ら
を
さ
ら
り
と
、
す
り
と
め
た
、

す
り
と
め
た

中
庭
の
唄
は
、

こ
の
森
に
、
鷹
が
住
む
げ
で
、
鈴
の
音
、
鷹
は
住
ま
ね
ど
、
御
神
楽
の
音

参
り
来
て
、

こ
れ
の
扣
宮
を
、
眺
上
れ
ば
、
黄
金
し
た
ん
に
、
綾
の
金
の
緒-
er. 

禰
宜
殿
は
、
金
ら
ん
ど
ん
す
の
、
詞.
ほ
き
て
、
参
る
道
者
に
、
御
幣
と
ら
す 

る 

-

国
か
ら
は
、
急
ぎ
戻
れ
の
、
文
が
来
て
、*

暇
申
し
て
、
花
の
都
へ 

ヘ
下
略) 

な
ど
が
あ
る
。
雌
獅
子
隠
し
の
唄
も
あ
る
が
こ
こ
に
略
す
。
(

「
あ
が

-s>
ま
あ 

づ
ま
」
八
八
八
頁
参
照)

g

高

山

村

の

獅

子

舞

役

原

の

獅

子

舞

一
人
立
。
先
獅
子
、
中
獅
子
、
後
獅
子
と
よ
び
、

さ
さ
ら 

す

り

一(

子
供)

〇
昔
は
ほ
か
に
扣
か
め
と
ひ
よ
つ
と
こ
が
い
た
。
万
燈
を
立 

て
、
太
鼓
を
用
い
る
。
曲
目
は
神
事
舞
と
興
舞
に
分
か
れ
、
興
舞
は
雌
獅
子
隠 

し
を
や
る
〇
神
社
の
前
に
青
竹
を
四
方
に
立
て
、
ひ
も
ろ
ぎ
を
つ
く
り
そ
こ
で 

演
じ
ら
れ
る
〇
宮
入
の
唄
に
、

こ
の
森
に
、
鷹
が
住
む
げ
で
、
鈴
の
音
、
鷹
は
す
ま
ね
ど
、

御
神
楽
の
音 

こ
の
宮
は
、
飛
驛
の̂

^

が
、
建
て
た
げ
で
、
く
さ
び
一
つ
で
、
四
方
し
め 

た
よ
な

こ
の
宮
は
、

四
方
の
柱
は
、
白
金
で
、
黄
金
し
や
く
だ
ん
で
、
御
処
輝
く 

十
七
の
袖
や
袂
に
、
糸
つ
け
て
、
思
い
思
い
に
引
く
や
友
達

こ
の
ほ
か
雌
獅
子
隠
し
の
唄
が
あ
る
が
他
と
似
た
も
の
で
あ
る
〇

(A)
長

野

原

町

の

獅

子

舞

羽
根
尾
の
獅
子
舞 

二
人
立
。
こ
れ
も
群
馬
県
に
数
少
な
い
本
格
的
な
二
人 

立
の
神
楽
獅
子
で
あ
る
〇
四
月
十|

日
の
羽
根
尾
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
。
唐
草 

の
大
き
な
風
呂
敷
が
獅
子
の
体
と
な
り
、

二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
前.

後
の
足
と
な 

る
〇
笛
は
四
人
、
太
鼓
三
人
で
に
ぎ
や
か
に
舞
ぅ
〇
曲
は
「
道
中
臃
子
」

「
幕 

の
内
」

「
本
舞
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
笛
は
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
獅
子
唄



は
一
人
立
と
全
く
ち
が
い
、
合
の
手
と
し
て
笛
の
曲
の
閭
に
入
る
〇
道
中
離
子 

で

「
痛
く
も
痒
く
も
な
か
っ
た
と
さ
」
、
本

舞

「
や
れ
な
、
御
神
心
の
え
、
知 

の
を
竿
も
て
、
悪
魔
払
う
は
め
で
た
い
な
、
太
平
楽
よ
う
と
改
ま
る
、
ド
ッ
コ 

ィ
シ
ョ
」
と
か
、

「
や
れ
な
心
若
く
、
岛
田
に
今
朝
結
う
た
髮
だ
の
え
」

「
牛 

の
角
に
、
蜂
が
刺
し
て
も
、

や
れ
な
、
土
手
、
提
灯
へ
、
葦
原
が
よ
い
だ
の
え
、
 

そ
れ
」
と
か
、

「
や
れ
な
、

こ
れ
で
じ
ま
え
ば
、
扣
家
も
繁
昌
、

ヤ
レ
セ
」 

•

「
や
れ
な
、
ま
い
ら
す
ね
、
や
あ
れ
、
柯
が
不
足
で
」

「
枕
を
投
げ
た
、
木
曾 

の
谷
川
へ
、
紅
葉
を
散
ら
す
、
そ
う
れ
ば
ド
ン
ド
ン
」
「
ど
う
で
ご
ざ
ん
ず
な
」 

が
あ
る
。
悪
魔
払
い
と
褒
め
祝
う
神
楽
獅
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
神
社
に 

参
り
、
そ
の
あ
と
毎
戸
を
ま
わ
る
と
き
、

「
商
売
繁
昌
大
繁
昌
、
蚕
大
当
り
」 

と
い,
う
〇
伝
承
に
よ
る
と_

恋
村
大
笹
か
ら
現
在
の
獅
子
舞
が
伝
え
ら
れ
た
と 

い
う
が
、
そ
れ
以
前
は
手
作
り
の
獅
子
頭
だ
っ
た
と
い
う
。
旧
坂
上
杓
の
獅
子 

と
関
連
が
あ
ろ
う
〇

長
野
原
の
獅
子
舞 

二
人
立
。
こ
ら
ら
も
二
人
立
獅
チ
舞
で
、
東
吾
妻
の 

一  

人
立
の
多
い
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
四
月
二
十
五
日
の
諏
訪
神
社
に
奉
納
さ
れ 

て
い
る
が
、
占
く
は
悪
魔
払
い
と
し
て
毎
年
二
月
二
十
日
の
諏
訪
神
社
の
祭
礼 

に
毎
戸
を
ま
わ
っ
た
。I

時
中
絶
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
前
橋
の㊀

神 

楽
の
小
虎̂

つ
い
て
練
習
し
て
現
在
の
も
の
と
な
っ
た〇

し
た
が
っ
て

|  

人
立 

と
違
い
、
大
道
芸
の
神
楽
獅
子
と
し
て
の
性
格
の
方
が
強
い
。
二
人
立
の
神
楽 

獅
子
に
は
「
伊
勢
班
」
と

「
土
佐
班
」
が
あ
り
、

こ
の
獅
子
は
伊
勢
班
と
い
う
〇 

曲
目
は
大
別
し
て
、

「
緑
の
舞
」
と

「
寿
獅
子J

に•
な
っ
て
い
る
。
緑
の
舞
は
、
 

御
幣
束
と
鈴
を
両
手
に
も
っ
て
舞
う
四
方
固
め
の
神
事
舞
で
あ
る
が
、
寿
獅
子 

は
典
舞
に
属
す
る
も
の
で
、
ひ
よ
っ
と
こ
が
出
て
獅
子
を
か
ら
か
っ
た
り
す
る

〇  

ま
た
獅
子
が
蝶
に
た
わ
む
れ
た
々
、
手
マ
リ
を
も
っ
て
遊
ぶ
、
こ
の
例
は
多
野 

郡
鬼
石
町
法
久
の
獅
子
と
同
系
統
で
あ
る
。
嚇
子
方
は
、
し
め
太
鼓
、
桶
胴
、
 

笛
、

延 ヽ

三
味
線
を
使
う
に
ぎ
や
か
な
も
の
で
あ
る
〇
曲
目
は
「
道
中
攤
子
」

「
獅
子
寝
わ
ざ
」

「
獅
子
の
踊
」
に
分
か
れ
る
〇
道
中
攤
子
は
笛
な
ど
で
に
ぎ 

や
か
に
攤
し
、W

わ
ざ
で
は
つ
ぎ
の
獅
子
唄
を
う
た
う
。

そ
も
そ
も
み
神
ら
、

初
ま
り
は
、
天
皇
七
代
、
後
代
に
に
ん
の
そ
な
わ
ん
時
、
 

あ
ま
た
神
が
み
、
伊
勢
の
国
へ
と
集
ま
り
て
、
八
方
全
州
に
シ
メ
を
張
り
、
 

シ
メ
の
中
ば
に
松
を
植
え
、
内
に
あ
ら
し
を
置
か
れ
た
り
、•
尸
隠
神
社
と
い 

う
祌
は
、
強
力
無
双
の
荒
神
に
て
、
天
の
岩
戸
に
も
ろ
手
を
か
け
、
な
ん
な 

く
こ
の
世
を
扣
し
開
く
。
そ
の
と
き
残
り
し
神
楽
獅
子
、

い
か
な
る
神
も
ど 

う
じ
ャ
し
て
、
大
神
ご
機
嫌
斜
な
ら
ず
、
あ
ま
た
の
神
の
、

い
さ
め
の
神
楽 

じ
ャ
な
い
か
い
な
〇

口
上
に
似
た
も
の
で
あ
る
〇
獅
子
の
興
舞
で
は
、
ま

ず

「
か
ん
た
ん
の
夢
枕
」 

で
ヽn

ん
ね
ん
こ
ろ
り
よ
、
扣
こ
ろ
り
よ
、
坊
や
の
お
守は

？
：

処
へ
い
た
、
あ
の 

山
越
え
て
、
里
越
え
て
、
里
の
み
や
げ
に
、
な
に
も
ろ
た

の
子
守
唄
が
う
た
わ
れ
る
〇
つ
ぎ
に
ひ
よ
っ
と
こ
が
獅
子
の
足
を
い
じ
っ
た
り
、
 

鼻
の
穴
に
扇
を
入
れ
て
ふ
ざ
け
る
〇
そ
の
あ
と
、

「
家
内
安
全
、
御
祝
儀
円
満
、
 

ず
い
と
飛
び
込
め
」
と
い
う
。
あ
と
、
夜
叉
雔
子
で
攤
し
立
て
、

「
め
で
た
い 

な
一
」
で
終
る
。
も
と
も
と
は
大
道
芸
に
演
じ
ら
れ
る
神
楽
獅
子
が
、
祭
と
結 

ん
だ
も
の
と
み
べ
き
で
あ
ろ
う
。㊀

祌
楽
の
た
め
に㊀

を
一
子
の
紋
章
と
し
て 

い
る
。
風
呂
教
は
唐
草
で
な
く
、
本
式
の
大
道
芸
と
扣
な
じ
く
ら
げ
型
の
紋
を 

つ
け
る
〇

W

觴

恋

村

の

獅

子

舞

鎌
原
の
獮
子
舞 

二
人
立
。
吾
妻
郡
曲
部
に
多
い
二
人
立
の
一
つ
で
、
前
足 

の
一
人
が
獅
子
ガ
シ
ラ
を
つ
か
い
、
後
足
の
一
人
が
前
と
合
わ
せ
て
舞
う
神
楽 

獅
子
で
あ
る
。
四
月
三
十
日
鎌
原
神
社
の
例
祭
に
奉
納
し
て
い
る
〇
も
と
は
、
 

悪
魔
払
い
、
家
内
安
全
を
祈
り
毎
戸
を
訪
れ
て
舞
っ
た
〇
攤
子
は
笛
若
干
名
、



太
鼓
は/

名
で
あ6
0

軽
快
な
攤f

が
特
長
で
あ
る
。
中
絶
し
て
い
た
が
、
昭 

和
四
十
一
年
に
再
興
し
た
〇

大
笹
の
獅
子
舞
謙
原
と
间
じ
二
人
立
神
楽
一
子
で
あ
る
。
鳥
居
峠
を
越
え 

た
信
州
の
小
県
都
の
十
林
寺
杓
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
い
ぅ
。

丸I

胡
と
祢
す
る
組
が
継
承
し
て
き
た
ょ
う
に
、㊀

の
大
神
楽
の
系
統
を
ひ 

く
も
の
で
あ
る
。
九
月
十
六
日
、
十
七
日
の
大
笹
神
社
の
祭
典
に
舞
う
。
万
灯 

を
先
に
立
て
、
獅
子
、
大

胴
(

太
鼓)

、
締
太
鼓
、
屋
台
の
順
で
村
内
を
ね
り
、
 

神
社
で
「
道
中
舞
」

「
社
切
」
の
曲
目
を
演
ず
る
。

大
前
の
獅
子
舞 

こ
れ
も
前
と
同
じ
く
二
人
立
ら
の
神
楽
獅
子
で
あ
る
〇
大 

正
十
二
年
信
州
真
田
か
ら
伝
授
さ
れ
た
。
二
人
で
獅
子
の
前
と
後
足
に
な
り
、
 

嘸
子
方
は
太
鼓I

人
笛I

〇
人
位
で
あ
る
。
曲
目
は
「
幕
の
内
」

「
切
笛
」 

「
御
幣
」
と
あ
る
。
神
社
が
ら
の
道
ゆ
き
は
、
指
定
の
個
所
で
舞
う
。
神
社
か 

ら
下
る
の
を
「
宮
知
ろ
し
」
と
ょ
び
む
ず
か
し
い
曲
目
と
さ
れ
て
い
る
。
道
中 

は
、
箱
灯
籠
が
い
く
つ
も
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
「
豊
年
満
作
」

「
八
十
八
夜
」

「
家
内
安
全
」

「
村
内
安
全
」
な
ど
と
書
く
。
旧
坂
上
杓
と
同
じ
く
、
も
と
は 

祭
礼
と
関
係
な
い
獅
子
舞
が
、
あ
と
か
ら
祭
と
結
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
使 

い
手
の
前
足
は
獅
子
頭
を
か
ぶ
る
。
キ
リ
の
木
が
ヵ
シ
ラ
の
横
に
あ
る
そ
れ
を 

喰
わ
え
る
。
ヵ
シ
ラ
の
耳
を
通
し
た
脒
繩
で
後
頭
部
に
し
ば
る
。
後
足
は
「
後 

持
ち
」
と
い
い
、
大
き
な
布
を
常
に
四
角
に
立
て
て
立
て
髪
と
し
な
が
ら
舞
ぅ
。 

毎
年
八
十
八
夜
の
前
夜
と
当
日
に
演
じ
ら
れ
る
。

草

津

町

の

獅

子

舞

前
口
の
獅
子
舞 

二
人
立
〇
明
治
初
に
長
野
原
町
応.
楽
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と 

い
わ
れ
て
い
る
が
、
応
桑
に
は
獅
子
舞
は
現
在
し
な
い
。
唐
草
模
様
の
風
呂
敦 

を
か
ぶ
〇
た
前
足
と
後
足
の
二
人
で
獅
子
の
一
頭
に
な
る
。_

恋
杓
鎌
原
と

l«J 

系
統
で
あ
る
。
付
人
は
扣
か
め
の
面
と
ひ
よ
っ
と
こ
の
面
を
か
ぶ
っ
た
も
の
が 

つ
き
、
攤
子
は
、
は
っ
び
に
腹
掛
け
で
笛
、
鈕
、
太
鼓
、
大
太
鼓
で
あ
る
。

い 

わ
ゆ
る
神
楽
獅
子
の
系
統
で
、
近
世
の
吾
妻
町
大
戸
丨
本
宿
—
須
賀
屋
丨
応
桑 

"
•

鎌

原(

ま
た
は
前
口) 

の
交
通
路
に
沿
っ
て
伝
わ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
〇 

毎
年
四
月
十
五
日
、
九
月
八
日
の
諏
訪
神
社
の
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
る
〇
獅
子
唄 

が
面
白
い
。

春
は
鶯
、
あ
だ
な
初
音
に
だ
ま
さ
れ
て

晦
も
桜
も
咲
き
よ
か
し
。
ア
ー
ウ
ワ
、
ウ
ワ

奥
州
仙
台
岩
沢
の

六
兵
衛
ど
ん
の
膏
薬
は

あ
れ
や
こ
れ
や
に
ヤ
効
か
な
ん
だ

あ
か
ぎ
れ
な
ん
ぞ
に
ヤ
よ
く
効
い
た

さ
れ
ば
豊
年
じ
ゃ
万
作
じ
ヤ

7

、
ウ
ワ
、

ウ
ワ



五

神
 

楽

H

吾

妻

郡

の

神

楽

獅
子
舞
と
と
も
に
、
神
社
の
祭
礼
に
付
属
し
て
き
た
の
が
神
楽
で
あ
る
。
し 

か
し
、
明
治
時
代
以
前
の
神
楽
の
担
い
手
は
神
官
で
あ
っ
た
。
氏
子
が
演
ず
る 

ょ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
以
降
と
い
う
の
が
普
通
で.
あ
る
。
吾
妻
郡
内
に
は
東 

と
曲
と
比
較
す
る
と
や
は
り
東
吾
妻
の
方
が
現
存
す
る
も
の
が
多
い
。
曲
吾
妻 

に
も
あ
る
が
、
東
吾
妻
の
方
が
生
活
に
ゆ
と
り
の
あ
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
理
由 

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
〇
同
時
に
文
化
性
か
ら
も
東
の
方
が
高
か
っ 

た
こ
と
と
も
関
連
が
あ
ろ
う
〇
獅
子
舞
ょ
り
も
一
式
を
備
え
る
の
に
費
用
が
か 

さ
む,
た
め
、
獅
子
舞
ほ
ど
普
及
し
な
か
っ
た
〇
ま
た
、
座
を
構
成
す
る
人
員
も 

多
人
数
必
要
で
あ
り
、
舞
い
の
技
術
も
座
の
数
が
多
い
た
め
に
そ
う
し
た
人
的 

攻
制
約
も
東
の
方
が
有
利
だ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

系
統
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
江
戸
系
の
里
神
楽
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て 

い
る
。
多
く
が
無
言
劇
で
あ
る
が
、
問
答
の
あ
る
神
楽
も
あ
っ
て

I  

様
で
は
な 

ぃ
。

D

中

之

条

町

の

神

楽

〇

西
中
之
条 

柴
宮
神
社 

三
月
十
九
日

〇
伊
勢
町 

伊
勢
宮 

四
月
三
日

同 

淡
島
神
社 

四
月
十
三
日

山 

田 

吾
濡
神
社 

四
月
八
日•

九
月
十
五
日

下

沢

渡
 

諏
訪
神
社 

二
月
初
午

貫

場

平

rf
裏
神
社 

四
月|

日

〇

折 

田 

報
徳
諏
訪
神
社 

九
月
二
十
七
日

〇

岩 

本 

諏
訪
神
社 

三
月
二
十
七
日

五

反

田 

近
都
神
社 

五
月
五
日

蟻 

川 

熊
野
神
社 

四
月
四
日

〇

横 

尾 

吾
妻
神
社 

四
月
一
日•

九
月
十
九
日

同 

石
喰
稲
荷 

四
月
儿
日

(
〇

印
問
答
あ
り
、
他
は
無
言
劇)

座
の
数
は
十
ー
ー
座
が
多
く
、
神
事
舞
と
興
舞
と
し
て
の
「
種
播
き
」

「
鯛
釣 

り
」

「
八
岐
の
大
蛇
退
治
」
が
多
い
。
攤
子
方
は
大
太
鼓
、
し
め
太
鼓
、
笛
が 

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
問
答
の
あ
る
う
ら
、
岩
本
の
神
楽
を
み
る
と
、
勢
多
郡
北 

橘
杓
下
南
室
の
衆
儀
の
舞
な
ど
と
似
て
知
り
、
あ
る
い
は
御
獄
神
楽
の
系
統
か 

と
思
わ
れ
る
〇
た
だ
岩
本
で
は
天
若
彦
が
問
い
猿
田
彦
が
答
え
て
い
る
が
、F
 

南
室
で
は
大
国
主
命
が
問
い
、
天
若
彦
が
答
え
る
ょ
う
に
な
っ
て
い
る
。

へ
問 

答
の
詞
は
「
中
之
条
町
の
郷
土
芸
能
」
を
参
照)

面
(

私
も
て)

と
衣
裳
は
最
近
新
調
し
た
も
の
が
多
い
が
、
折
田
に
古
い
面 

が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
〇
た
だ
、
折
田
の
福
田
庚
午 

郎
氏
所
蔵
の
印
刷
物
に
「
白
川
神
拝
次
第
」
と
い
う
の
が
、
虐
陽
道
的
な
色
彩 

を
含
む
も
の
が
あ
る
が
、
白
川
神
道
家
の
も
の
と
思
わ
れ
る
〇
昭
和
五
十
一
年 

十
一
月
二
十
三
日
の
民
俗
芸
能
大
会
で
公
演
さ
れ
た
も
の
を
み
る
と
、
折
田
は 

天
の
岩
戸
、F

沢
渡
は
大
太
刀
の
舞
で
、
こ
の
剣
の
舞
は
吾
妻
と
し
て
は
面
白 

い
。
岩
本
神
楽
の
石
凝
姥
命
の
鏡
と
ぎ
が
ょ
か
っ
た
。
五
反
田
の
神
楽
は
白
式 

尉
の
面
を
か
ぶ
っ
た
住
吉
の
舞
が
演
じ
ら
れ
た
〇
白
刃
と
鈴
を
採
物
と
し
た
も 

の
で
あ
る
。
四
万
の
神
楽
は
エ
ビ
ス
、
大
黒
舞
は
興
舞
で
、
女
の
面
を
二
人
で 

奪
い
合
う
場
面
で
あ
っ
た
。
伊
勢
町
の
は
岩
本
と
同
じ
石
凝
姥
命
の
舞
。
山
田 

の
神
楽
は
風
の
神
が
猿
田
彦
と
争
う
場
面
で
あ
っ
た
。
高
津
神
楽
は
春
日
大
神 

で
や
は
り
翁
面
を
つ
け
る
〇



fe)
吾

妻

町

の

神

楽

本
宿 

四
月
八
日 

吉
岡
神
社
の
例
祭
日

岩
下
天
神
二
月
二
十
五
日
菅
原
神
社
例
祭
日

三
島
字
唐
堀 

五
月
八
日 

熊
野
神
社
例
祭
日

四
月
二
十
五
日
鳥
頭
神
社
例
祭
日

三
島
字
厚
田
四
月
三
日

矢

倉

十

一

月

/L
日

松
谷
五
月
十
五
日 

.

原
町 

五
月
五
日
、
九
月
九
日 

大
宮
巌
鼓
神
社 

神
楽
殿
に
奉
納
す
る
。

⑽

そ

の

他

の

神

楽

東
村
五
町
田
四
月
十
日
。
十
月
十
日

こ
の
神
楽
は
、
中
之
条
町
岩
本
の
神
楽
と
同
系
統
で
、
問
答
が
あ
る
が
、

こ 

れ

を

「
ぞ
ぅ
ぎ
の
舞
」
と
称
し
て
扣
り
、
北
橘
村
下
南
室
の
象
儀
の
舞
と
同
じ 

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
東
京
都
の
御
嶽
神
楽
の
系
統
と
思
わ
れ
る
〇
つ 

ぎ
も
そ
の
流
を
汲
む
〇

東
村
新
卷 

三
月
二
十
五
日
九T

T

二
十
五
日

翁
の
白
と
黒
の
面
が
あ
る
が
別
に
能
の
翁
の
舞
と
は
関
係
が
な
い
。

高
山
柯
尻
高 

尻
高
各
神
社
例
祭
に
奉
納
、

一

応
三
島
神
社
の
神
楽
と
さ 

れ
る
〇

長
野
原
町
与
喜
屋 

五
月
十
五
日

こ
の
神
楽
は
、
明
治
二
十
五
年
の
創
始
と
い
ぅ
。
問
答
が
あ
り
、
岩
本
、
五 

町
田
な
ど
に
似
て
い
る
が
、
天

若
(

稚)

彦
と
猿
田
彦
、
大
国
主
命
な
ど
の 

問
答
が
、
天
之
児
屋
根
命
と
市
杵
島
姫
の
問
答
に
な
っ
て
い
る
。

長
野
原
町
林 

八
月
二
十
六
日

坂
上
村
大
柏
木
よ
り
教
え
ら
れ
、
大
正
ー
ー
年
に
創
始
し
た
と
い
う
。
十
七
座 

が
あ
る
〇

長
野
原
町
川
原
湯 

四
月
八
日 

与
喜
屋
の
神
楽
と
同
系
統
で
問
答
が
あ
る
〇
も
と
は
三
十
六
座
あ
っ
た
が
今 

は
わ
ず
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

〇

同

長

野

原 

四
月
二
十
五
日

川
原
湯
の
神
楽
か
ら
伝
授
さ
れ
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
じ
ま
っ
た
新
ら
し
い 

神
楽
で
あ
る
。

_

恋
村
、
六
合
村
、
草
津
町
に
は
現
在
神
楽
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

六

民
 

謡

吾
妻
郡
に
は
古
い
伝
統
の
あ
る
民
謡
は
ほ
と
ん
ど
遺
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か 

し
、
大
田
蜀
山
人
の
『
一
話
一
言
』
に

「
上
野
阿
妻
辺
の
調
繁
け
れ
ば
略
」
と 

し
て
ヽ

う

へ

田(

植
田)

の
中
に
寝
ま
ひ
も
の
、
植
田
は
ぼ
さ
つ
田
の
が
み
と

ま
つ
と
付
け
ま
い
あ
が
子
の
名
を
ば
、
ま
つ
は
釦
も
ひ
の
深
む
も
の

と
い
う
田
植
歌
を
記
し
て
い
る
。
こ

の

「
呵
妻
」
を
吾
妻
郡
と
す
る
か
ど
う
か 

で
あ
る
が
、

蜀
山
人
は
こ
の
つ
ぎ
に
「
上
州
仁
田
郡
辺
の
調
也
」
と
し
て
、

や 

は
り
古
い
田
植
歌
を
あ
げ
て
い
る
か
ら
、
阿
妻
は
吾
妻
郡
と
し
て
も
よ
い
と
思 

わ
れ
る
〇

幕
末
に
草
津
を
訪
れ
た
国
学
者
の
堀
秀
成
は
、
そ
の
頃
草
津
で
う
た
わ
れ
て 

い
た
歌
と
し
て
、

わ
た
し
が
心
は
草
津
の
屋
根
よ

小
石
々
々
で
か
わ
ら
な
い

を
あ
げ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
草
津
節
と
し
て
現
在
の
も
の
と
の
関
係
は
な
い
と



思
わ
れ
る
〇
あ
る
い
は
、
十
返
舎 

一  

九
が
、

『
ヒ
州
草
津
温
泉
道
中
続
膝
栗̂

』 

の
中
で
、
長
野
原
よ
り
高
崎
に
出
る
途
中
で
道
を
迷
っ
た
と
き
に
仮
り
の
宿
を 

顿
ん
で
と
ま
る
が
、
そ
の
道
中
で
、

I  

人
の
童
が
う
た
っ
て
い
た
う
た
と
い
う 

の
を
掲
げ
て
い
る
。

む
か
ふ
よ
り
十
二
三
の
女
の
-/-
ど
も
、
く
さ
か
ご
を
せ
お
ひ
打
つ
れ
て 

よ
ふ
で
見
た
く
で
も
な
い
、
すV

の
木
の
し
た
で
、

サ
ア
へ
、
が
っ
さ
り
が 

っ
さ
り
、
知
と
が
し
た
〇
う
ら
が
と
の
さ
か
だ
れ
き
り
や
る
、
う
ら̂

こ
づ 

ら
れ
て
い
く
ん
べ
い
か
、

ヤ
ョ
へ
、
そ
ふ
だ
か
へ

と
あ
る
が
、

こ
う
し
た
わ
ず
か
の
〇
料
か
ら
み
て
、

田
植
え
唄
を
は
じ
め
そ
れ 

な
り
の
民
謡
の
存
在
は
推
定
で
き
る
が
、
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。
わ 

ら
べ
唄
は
か
な
り
よ
く
遗
さ
れ
て
い
る
が
、
民
謡
は
極
め
て
少
な
い
の
が
一
つ 

の
特
色
で
あ
る
と
い
え
ばd

え
る
〇
そ
の
中
で 

い
く
つ
か
の
民
謡
を
あ
げ
て
釦 

く
こ
と
に
す
る
〇

錄
原
馬
方
節 

_

恋
杓
鎌
般
の
山
畸
ふ
き
、

l«J
と
し
さ
ん
が
う
た
っ
て
く
れ 

た
馬
子
唄
で
あ
る◦

一

見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
碓
氷
峠
の
馬
子
唄
の
系
統
で
あ 

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
〇

浅
間
根
腰
の
焼
野
の
小
砂
利
、
あ
や
め
咲
く
と
は
そ
り
や
無
埋
だ

浅
間
押
せ
押
せ
六
里
ヶ
原
を
、
押
せ
ば
追
分
近
く
な
る

浅
間
根
腰
の
焼
野
の
桔
梗
、
花
は
千
咲
く
実
は
一
つ

浅
間
根
櫻
が
海
な
ら
よ
か
ろ
、
可
愛
い
主
さ
ん
が
舟
で
く
る

浅
間
小
浅
間
な
ぜ
焼
け
し
ャ
ん
す
、
渡
に
三
宿
持
ち
な
が
ら

ナ
つ

浅
間
山
か
ら
鬼
が
尻
出
じ
て
、
鉈
で
ぶ
っ
切
る
よ
な
屁
を
た
れ
た

忘
れ
し
ゃ
ん
す
な
鎌
原H

を
、
南
浅
間
に
北
白
根

浅
間
山
の
よ
う
な
で
か
い
嶋
ほ
し
や
、

二
百
十
日
の
風
除
け
に

浅
間
山
か
ら
謙
原
見
れ
ば
、
町
愛
い
い
姉
さ
ん
眺
め
て
る

浅

1B1
山
か
ら
鳴
い
て
来
る
カ
ラ
ス
、
金
も
持
た
ず
に
カ
オ
カ
オ
と

地
：几
で
は
馬
方
節
と
追
分
節
は
違
う
と
い
っ
て
い
る
が
、
特
に
浅
間
山
北
麓 

の
六
屯
ケ
原
の
謙
原
を
中
心
と
し
た
も
の
を
鎌
原
馬
方
節
と
称
し
て 

い
る1

う 

で
め
る
〇
唄
の
終
り
に
つ
く
嚇
チ
の
合
の
手
は
、

ハ
ア
—
イ
、

ハ
ー
イ
ー
ハ
イ
ッ
、
四
つ
ぐ
つ
は
ら
っ
て
バ
ッ
バ
と
行
き
な
よ
、
 

こ
の
坂
や(

い
や)

な
坂
、

こ
ろ
ぶ
な
畜
生
め
 ヽ

ハ
イ
—
、

ハ
イ
ッ

内S

妻
都
地
方
は
、
信
州
へ
の
物
資
の
迷
搬
の
た
め
に
馬
を
追
っ
て
そ
の
日
の 

稼
ぎ
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
、
扣
そ
ら
く 

I  

時
歌
わ
れ
て
い
た
と
考
え 

ら
れ
る
〇

草
津
節 

h

州
を
代
表
す
る
民
謡
と
し
て
の
草
津
節
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で 

あ
る
が
、
そ
の
発
生
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
るj

た
だ

I  

つ
草
津
温
泉
の
卨
温 

を
板
で
も
み
か
え
し
て
温
度
を7

げ
、
湯
を
や
わ
ら
げ
る
と
き
の
作
業
唄
で
あ 

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る〇

現
在
ま
で
の
草
津
節
ヘ
湯
も
み
唄)

の
源
流
に
つ
い 

て
の
説
は
左
の
説
で
あ
る
。

H
 

千
葉
県
漁
師
が
入
湯
に
来
て
歌
っ
た
と
す
る
説
。

草
津
温
泉
は
明
治 

に
人
っ
て
も
ま
だ
年
の1
2

は
閉
鎖
さ
れ
、•
夏
だ
け
開
湯
す
る

一  

季

41!
の
温
泉 

で
あ
っ
た
。
冬
期
は
麓
の
六
合
杓
小
雨
あ
た
り
に
も
う
一
戶
豕
を
持
っ
て
い
て 

そ
こ
に
住
ん
だ
〇
こ
れ
を
「
冬
住
み
」
と
称
し
た
〇 
•
曼
に
な
る
と
再
び
温
泉
を 

開
い
て
営
業
し
た
。
こ
の
冬
期
間
、
旅
館
の
主
人
は
暖
い•
房
総
万
面
に
避
寒
を 

兼
ね
て
浴
客
の
契
約
誘
致
を
し
た
。
そ
の
消
係
で
、
草
津
に
は
千
葉
県
人
が
多 

か
っ
た
〇
そ
の
中
の
船
頭
な
ど
が
、
櫓
を
こ
ぐ
船
唄
を
湯
も
み
の
と
き
に
う
た 

っ
た
の
が
も
と
で
あ
る
と
い
う〇

〇 

八
王
寺
在
あ
る
い
は
東
京
都
西
多
摩
都
青
梅
付
近
の
青
梅
縞
と
い
う
地 

機
織
の
唄
か
ら
き
て
い
る
説
〇

fe)
茨
城
県
鹿
島
郡
鹿
島
灘
沿
岸
の
漁
民
の
「
げ
ん
た
か
節
」
が
も
と
唄
で 

あ
る
と
す
る
説
〇

以
上
の
三
説
が
あ
り
、
決
定
説
は
な
いd

い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
治
中
期
頃



か
ら
う
た
わ
れ
は
じ
め
た
も
〇.
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
や
が
て
三
味
線
に
乗 

り
扣
座
敦
唄
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
〇

い
ま
一
つ
「
草
津
よ
い
と
こ
ヨ
ー
ホ
ホ
イ
」
と
い
う
ヨ
ホ
ホ
イ
節
は
、

「
三 

浦
三
崎
で
し
よ
う
」
と
い
う
商
船
学
校
の
生
徒
が
う
た
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
て 

い
る
〇

三
番
目
の
ヨ
イ
ト
サ
ノ
節
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

「
朝
の
湯
け
む
り
、
 

夕
べ
の
湯
も
や
ヨ
イ
ト
サ
ノ
サ
、
草
津
ア
湯
の
町
、

サ
ア
サ
ヨ
イ
ト
サ
ノ
夢
の 

町
、

ヤ
ア
レ
揉
ん
だ
揉
ん
だ
ヨ
イ
ト
コ
リ
ア
セ
」
は
相
馬
御
風
作
詞
、
中
山
普 

平
作
曲
の
新
作
民
謡
で
あ
る
〇
民
謡
の
古
い
も
の
と
は
、
前
二
者
を
と
る
べ
き 

で
あ
ろ
う
〇
と
に
か
く
、
草
津
節
は
樋
口 

一
葉
の
『
に
ご
り
え
』
(

明
治
二
十 

八
年)

に
、

「
知
医
者
様
で
も
草
津
の
湯
で
も
と
薄
淋
し
く
笑
っ
て
い
る
」
と 

い
う
菊
井
の
扣
力
と
朝
之
助
の
会
話
に
出
て
く
る
か
ら
、
当
時
す
で
に
草
津
で 

は

「
知
医
者
様
で
も
草
津
の
湯
で
も
」
と
い
う
歌
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ' 

ろ
う
〇

こ
の
ほ
か
、
吾
妻
川
に
材
木
を
筏
や
一
本
流
し
し
た
と
き
の
「
さ
流
し
唄
」 

な
ど
も
一
部
の
人
に
う
た
わ
れ
た
が
、
土
地
の
民
謡
な
ど
に
は
な
ら
な
か
っ
た 

よ
う
で
あ
る
〇

岩
島
地
方
の
麻
ひ
き
唄
な
ど
も
新
作
民
謡
と
み
て
よ
い
よ
う
で
あ
ろ
う
か
ら
、

.  

吾
妻
郡
地
方
に
は
土
着
の
民
謡
は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
と 

思
う
〇

(

萩

原
 

進
)



民

俗

芸

能
 

一  

覧

名 

称 

所

#
 

地 

上
演
期
日 

上K

場

所

演

唱

者

資

格

 

齢 

保

嚣

者

中

之

条

町

西
中
之
条
太
々
神
楽 

中
之
条
町
大
字
西
中
之
条I

七
二
三
三
月I

九
日 

柴
宮
神
社 

一
八.

大
太
鼓 

条
件
規
制
は
な
い 

有 

福
田
照
雄 

〆

太

鼓

笛

舞
い
手
そ
の
他

伊
勢
町
太
々
神
楽 

〃 

大
字
伊
勢
町
九
五
五 

四
月 

三
日 

伊
勢
町 

伊
勢
宮 

ニ
ニ 

舞
い
手 

特
に
定
め
た
制
限 

有 
®

永
太
郎 

〆
太
鼓 

は
な
い

大

太

鼓

笛

折
田
太
々
神
楽 

" 

大
字
折
田 

四

六

1  

九
月
二
七
日 

折
田
報
徳
諏
訪
神
社
一
五 

舞
い
手 

別
に
規
制
は
な
い 

有 

田
村
利
喜
衛 

〆
太
鼓
大
太
鼓

笛

山
田
太
々
神
楽 

" 

大
字
山
田
一
八
〇 

四
月 

八
日 

山
田 

吾
孀
神
社 

二
六
舞
い
手
別
に
制
限
は
な
い 

有

関

政

治
 

九

月I

五
日 

笛

大

太

鼓

〆
太
鼓

下
沢
渡
太
々
神
楽 

〃 

大
字
下
沢
渡
九
三
六 

二
月
初
午
日 

下
沢
渡 

諏
訪
神
社 

一
五 

舞
い
手 

別
に
制
限
は
な
い 

有 

田
村
岩
太
郎 

笛

太

鼓

〆

太
鼓



四
万
太
々
神
楽 

•
中
之
条
町
大
字
四
万
一 H

ハ
四
四 

四
月 

1
日

 
'

四
万
貫
場
平 

I

六 

舞

い

手"
特
に
規
制
は
な
い 

有 

山
田
夏
二

稲

褒

神

社

笛

大

太

鼓

〆
太
鼓 

：

五
反
田
太
々
神
楽 

ガ 

大
字
五
反
田
六
〇
三 

五

月

五

日

五

反

田

親

都

神

社

一
I  

舞

い

手

別

に

制

限

は

な

い

有

富

沢

弁

次 

, 

笛

大

太

鼓

〆
太
鼓

蟻
川
太
々
神
楽 

" 

大
字
蟻
川
二
七
四
八 

•

四
月 

四
日 

蟻
川 

熊
野
神
社 

I

〇 

〃 

別
に
制
限
規
定
は 

有 

綿
貫
今
市 

" 

" 

な
い

//

岩
本
太
々
神
楽 

〃 

大
字
岩
本
二
九
〇
七 

三
月
二
七
日 

岩
本 

諏
訪
神
社 

一
五 

〃 

資
格
制
限
規
定
は 

有 

町
田
干
二
郎 

" 

" 

な
い

//

高
津
太
々
神
楽 

" 

大
字
横
尾
二
六
六
九 

ー
ト
00
横
尾 

吾
妻
神
社 

九 

奉
楽
と
も 

別
に
制
限
規
定
は 

有 

宮
崎
芳
太
郎 

四

月

九H
 
" 

石
喰
稲
荷
神
社 

な
い
。

西
中
之
条
獅
子
舞 

〃 

大
字
西
中
之
条
赤
心
館 

三

月|

九B

西
中
之
条
柴
宮
神
社 

一

〇 

舞 

六 

村
の
長
男
に
限
る 

有 

唐
沢
良
文 

う
た
二 

笛
二 

こ
と
も
あ
っ
た
が

現
在
男
子
誰
で
も

ょ
い

山
田
獅
子
舞 

" 

大
字
山
田
一
三
九
九 

四
月 

八S
 

山
田 

吾
糯
神
社 

一
四 

舞 

六 

部
落
の
男
子
な
ら 

有 

篠
原
久
夫 

九

月|

五m

 

攤
子
方
う
た
う
誰
で
も
ょ
い

た

い

八



折
田
獅
子
舞 

中
之
条
町
大
字
折
田

I  

I

六

七

、
四
月
二
七
日 

折
田 

折
田
神
社 

I

五 

舞I

〇 

昔
は
長
男
に
限
っ 

有 

斉
藤
伝
恵 

九
月
二
七
日 

う
た
二 

笛
二 

た
今
は
誰
で
も
良

い

下
沢
渡
獅
子
舞 

" 

大
字
下
沢
渡 

七

I  

九
月
一
九
日 

下
沢
渡 

諏
訪
神
社 

I

四 

舞 

六 

昔
は
村
の
長
男
に 

有 

柏
原
勢
一 

攤

子

う

た

八

限

り

今

は

長

男

主

体
で
誰
で
も

反
下
獅
子 

" 

大
字
上
沢
渡

I  

I

四

〇

四

月

二

七

日

反

下 

諏

訪

神

社

ー

ニ

舞

七

昔

か

ら

限

ら

な

い

有

関

三

次
 

う
た
二 

笛
三 

村
の
男
子
な
ら
誰

で
も

大
岩
獅
子
舞 

〃 

大
字
上
沢
渡
三
二
四
一
九
月
二
七
日 

大
岩 

諏
訪
神
社
一
六 

舞 

六 

昔
は
九
月I

八
日 

有 

綿
貫
喜
代
次 

九
月
二
八
日 

"

大
岩
不
動
尊 

う
た
五 

笛
五 

の
選
挙
で
今
は
大

岩
の
男
子
な
ら
よ

駒
岩
獅
子
舞 

〃 

大
字
四
万
三
ー
ー
八 

四
月 

I
日 

四
万 

稲
裹
神
社 

1

二 

舞 

五 

昔
は
村
の
長
男
に 

有 

唐
沢 

実 

笛
う
た
そ
の
他
限
る
今
は
誰
で
も

七 

よ
い

岩
本
獅
子
舞 

" 

大
字
岩
本
二
五
一
六 

九
月
二
七
日 

岩
本 

諏
訪
神
社 

ー
ニ 

舞 

七 

誰
で
も
よ
い
が
昔 

有 

森
田
昇
午
郎 

う

た

二

笛

三

か

ら

長

男

を

主

体

有
力
者
に
限
つ
た

こ
と
も
あ
る

蟻
川
獅
子
舞 

〃 

大
字
蟻
川
二
〇
七
七 

四
月 

四
日 

蟻
川 

熊
野
神
社 

一
四 

舞 

八 

制
限
な
い
誰
で
も 

有 

篠
原
義
男 

九

月

二

日 

笛

う

た

六
 

一
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四
万
下
組
の 

中

之

条

町

大

字

四

万

四

四

〇

I  

一

〇
月
七
、
八
日 

湯

泉

前

薬

師

神

社
-

二 

k

太

鼓
-

子
供
攤
子
方 

有

山

田

福

八
- 

薬
師
ま
つ
り
雛
子 

大
太
鼓 

か
ね 

小
学
五
年
〜
中
学

笛

そ

の

他

一

九

二

年

ま

で

の

男

子

監
督
二

-
-
-
 

 

..

.

 

長

野

原

町

長
野
原
獅
子
舞 

長

野

原

町

大

字

長

野

原I

四
六 

四
月
二
五
日 

長
野
原
諏
訪
神
社 

I

八 

獅
子
二 

前
橋
市
、

小
虎
師 

有 

伊
藤
勝
次 

(

春
季
大
祭)

拝
殿 

お
は
や
し
楽
器 

匠
ょ
り
の
伝
授
者

町
内
毎
戸
亜
籍
払
い
ニ
ハ

羽
根
尾
獅
子
舞 

"
 

大
字
羽
根
尾 

四

月

I  

一
日 

羽
根
尾
諏
訪
神
社 

|

〇

獅

子

三

幹

部

ょ

り

の

伝

授

者

有

(

春
季
祭
典) 

笛

四

塞

二
 

M

i

 

与
喜
屋
養
蚕
神
社 

〃 

大
字
与
喜
屋 

五

月I

五
日 

与
喜
屋
養
蚕
神
社 

一
三 

無 

桜
井
光
照 

太
々
御
神
楽 

(

春
季
大
祭) 

神
楽
殿 

舞
人 

楽
器

林
元
郷
社
王
城
山
神
社 

〃 

大
字
林
字
宮
原 

五

月

五

日
 

林
、

王

城

山

神

社

一

六
 

無

浦

野

峯

松
 

里
神
楽 

(

春
季
大
祭) 

神

楽

殿

舞

人

楽

器
 

(

宮
司) 

川

原

湯

神

社

太

々

御

神

楽
"

大
字
川
原
湯 

四

月

八

日
 

川

原

湯

神

社

境

内

一

三 

有

(

春
季
祭
典)

長
野
原
諏
訪
神
社
太

 々

〃 

大
字
長
野
原 

四
月
二
五
日 

長
野
原
諏
訪
神
社 

I

〇 

無 

山□

三

I  

御
神
楽 

(

春
季
大
祭) 

境
内

川
原
湯
温
泉
湯
か
け
祭 

〃 

大
字
川
原
湯 

一
月
二
〇
日 

湯
元
王
湯
中
心
の 

温
泉
街
毎
戸 

一  

神
主
、

氏
子
総
代 

有 

川
原
湯
神 

未
明 

温
泉
街 

人 

及
び
役
員
、
湯
か 

社
氏
子
会



王
城
山
神
社
だ
ん
ご
相
撲 

長
野
原
町
大
字
林 

八
月
二
八
日 

王
城
山
神
社
境
内 

林
村
内
十
才
以 

同

上
 

有 

ル#
A
±

ぼ. 

(

王
城
山
神 

下
男
児 

-

• 

(

氏
子
会

社
例
祭)

川

原

三

つ

堂

の

百

八

灯

行
"

大
字
川
原
畑 

八

月

一

五

日

川

原

畑

三

つ

堂 

川

原

畑

村

内

子

同

上
 

無 

事 

供
達

草 

津 

町

前
口
獅
子
舞 

草
津
町
大
字
前
口
二
九
六 

四
月
一
五m

 

前
口
諏
訪
神
社 

九 

お
か
め 

な

し
 

有 

中
沢 

隆 

ひ
ょ
つ
と
こ

獅
子
、

笛
、

か

ね
、

大
鼓
、

大

太
鼓

謡
曲
、

草

津
(

観
世
流) 

草
津
町
文
京
区 

三
〇 

有 

黒
岩
す
み
子 

四
六
七

草
津
ょ
ほ
し
い
節 

有

山

崎

む

め
 

草
津
小
唄 

"

温

泉

祭

A
M
 
ーーー
1

HH
草
津
町
湯
畑

丑
湯
祭 

〃

大
字
草
津
三
六
四 

八

月

三

日

千
代
の
湯

ガ

"

草
津
乙
二
九
九 

丑
の
刻

地
蔵
の
湯



熱
乃
湯 

草

津

町

大

字

草

津

乙

四I

四 

四

月I

日
ょ
り 

所
在
地
に
同
じ 

I

五 

湯
も
み 

根
岸
義
雄 

二
月
三
〇
星 

一

〇
、

踊 

(
草
津
町
観

光
協
会) 

地
蔵
の
湯 

ガ

"

草
津
乙
一I

九
九 

日
四
回 

有 

中
沢
さ
つ 

‘千
代
の
湯 

"

"

草
津
三
六
四 

" 

有

渋

谷

三

次
 

草
津
節 

山
崎
む
め

吾 

妻

BT

筒
粥
神
事 

吾
妻
町
大
字
三
島
三
八
六
五 

二
月
節
分
の
夜 

熊
野
教
会 

二 

前
田
訣
哉 

天
神
講 

"

大
字
三
島
字
上
郷 

正
月
中
の
学 

所
在
地
に
同
じ 

男
女
こ
ど 

校
の
休
み
日 

も
会

庚
申
講 

" 

" 

字
根
古
屋 

毎
月
庚
申
の
日
所
在
地
に
同
じ 

区
内
当
番
員 

根
古
屋
の
天
神
講 

"
 

" 

" 

正
月
学
校
の 

小
中
学
生 

休
中

唐
堀
の
鳥
追
い
行
事 

"
 

ガ 

字
唐
堀 

I

月
一
四
日
夜 

所
在
地
に
同
じ 

三
〇 

销_

こ
ど 

根

古

屋

の
" 

" 

"
 

字
根
古
屋 

I

月
一
四
日
夜 

青

年
 

大
宮
神
社
の
神
楽 

〃 

大

字

原

町

字

大

宮

八

I  

I  

五
月 

五
日 

大
宮
神
社 

I
八 

在
下
部
落
の
氏
子 

有 

小
池
文
吉 

九
月 

九
日 

中
ょ
り



須
郷
沢
の
鳥
追
い
行
事 

吾
妻
町
大
字
原
町
字
須
郷
沢 

一
月
一
四
日 

須
郷
沢
区
内
全
体 

六
〇 

氏
子
中
の
若
者
連 

須
郷
沢
区
長 

山
根
組
獅
子
舞 

"
 

" 

字
紺
谷
町 

五
月 

五
日 

所
在
地
に
同
じ 

I

〇 

山
根
組
氏
子
中 

な 

し 

八
月
二
六
日

在
下
の
鳥
追
い 

" 

" 

字
在
下 

一
月
一
四
日
夜 

原
町
字
在
下
町
内 

部
落
の
こ
ど
も
会 

無

原
町
の
鳥
追
い 

"
 

"
 

I

月I

四
日 

原
町
区
内
大
通
り 

区 

有 

原
町
祇
園
祭 

"
 

"
 

七

月

二

六

日

原

町

地

区

内

国

道 

二
〇
〇 

村
民 

無

原

町

区

長
 

ハ

バ

キ

ヌ

ギ(

在
下) 

"
 

"
 

字
在
下 

二
月
二
三
日 

各
戸
の
廻
り
持
ち
宿 

在
下
全
員 

在
下
人 

霊
(
世

焚
 

地

神

講
(

社
日
講) 

"
 

"
 

"
 

春
秋
の
社
日 

"

農
家 

農
家 

無

原
町
の
盆
踊
り 

〃

〃

 

八

月j

-kraB
原
町
駅
前
広
場 

三
〇
〇
五0

0

町
人
全
負 

_

碘
巧
冃 

紅
柄
地
蔵 

"
 

"
 

字
須
郷
沢 

三
月
二
三
日 

所
在
地
に
同
じ 

一
般
人 

無

天

神

講
(

深
沢) 

〃

大
字
川
戸
字
深
沢 

一

月

五

日

頃

集

会

場 

二

I  

部
落
小
学
生 

小
学
六
年
生 

八
幡
宮
の
獅
子 

"

大
字
泉
沢 

四
月
一
五
日 

八
幡
宮
境
内 

五 

獅
子
三 

氏
子
中
の
長
男 

有 

青
木 

威 

九

月I
五
日 

大

黒I

か
ん
か

ち
一

榛
名
神
社
の
太
太
神
楽 

〃 

大
字
郷
原
字
辻 

四
月
二
〇
日 

榛
名
神
社
神
楽
殿 

I

七 

若
者
連 

無 

剣
持
久
雄 

関

庸

史



辻
組
の
鳥
追
い 

吾
妻
町
大
字
郷
原
字
辻 

I

月I

四
日 

部
落
内 

無

刀

研

師
(

剣
持
義
典) 

ガ

大

字

郷

原

六

〇

八 

毎 

日

_

家 

無

本
村
の
鳥
追
い 

ガ 

大
字
矢
倉
字
本
村 

1

月
一
四
日 

本
村
区
域
内
国
道 

四
〇 

大
人
二
〇 

村
民 

無 

本
村
区
長 

小
人
二
〇

鳥
頭
神
社
の
太
太
神
楽 

ガ 

大
字
矢
倉 

四
月
一
九
日 

鳥
頭
神
社 

神
楽
殿 

I

二 

氏
子
中 

宮
崎
和
重
郎 

一-

月
九
日

行
沢
の.
鳥
追
い 

ガ 

大
字
矢
倉
字
行
沢 

正

月I

四
日 

所
在
地
に
同
じ 

二
〇 

こ
ど
も 

無 

子
ど
も
会 

行
沢
の
百
八
燈 

" 

"
 

" 

八

月I

六
日 

行
沢
観
音
前
通
り 

こ
ど
も
会 

子
ど
も
会 

行
沢
の
獅
子
舞 

"

ガ 

ガ 

ニ

月I

〇

日

所

在

地

に

同

じ
 

I

〇 

部
落
民
中 

無

菅
原
神
社
太
太
神
楽 

ガ 

大

字

岩

下I

五

八

I  

二
月
二
五
日 

菅
原
神
社
神
楽
殿 

八 

氏
子
中
希
望
者 

無 

海
野
恭
斉 

五

月

三

日

二
月
二
五
日

岩
下
の
百
八
燈 

ガ 

大
字
岩
下 

八

月I

六
日
夜 

岩
下
地
内 

二
〇
〇 

部

落

の

子

供
( 

各
部
落 

男
子) 

こ
ど
も
会

岩
下
祇
阑
祭 

ガ 

ガ 

七
月
二
〇
日 

国
道 

一
四
五
号
線 

三
〇
〇 

岩
下
部
落
全
員 

無 

海
野
恭
斉 

岩
下
地
区
内

岩
下
の
天
神
講 

ガ 

ガ 

正
月
中 

各
部
落
に
て 

こ
ど
も
会



I

天
神
の
伊
勢
講 

吾
妻
町
大
字
岩
下
天
神 

I  

I

月1
j

七0

天
神 

無

松
谷
神
社
の
太
々
神
楽 

〃 

大
字
松
谷 

|

月|

四B
 

松
谷
神
社
神
楽
殿 

|

八 

氏
子
中 

有 

高
橋 

吉 

三

月|

五B

松
谷
神
社
獅
子
舞 

〃 

〃 

三
月
一
五H
 

松
谷
神
社
境
内 

一

〇 

獅
子
三 

氏
子
中
の
希
望
者 

有 

高
橋 

吉 

二
月
一
三
百 

神
楽
殿 

1

ら

三

歌

方

二

笛

二

松
谷
の
鳥
追
い
行
事 

〃 

〃 

|

月
一
五H

朝 

松
谷
区
全
体 

ー
ー
〇
〇 

部
落
全
員 

区 

長 

松
谷
の
八
木
節 

〃 

〃 

三

月|

五
。 

松
谷
神
社 

三
〇 

村
内
若
衆 

部
落
若
衆
頭 

生
原
の
天
神
講 

"

大
字
三
島
字
生
原 

一

月

の

日

所

在

地

に

同

じ
 

中
学
生

" 

鳥
追
い 

"
 

"
 

"
 

正

月|
四

！：n

 

" 

二
、

三
〇 

子
供
連

三
島
鳥
頭
神
社
太
々
神
楽 

"

大
字
三
島
三
五
五
二 

四
月 

三B
 

神
社
境
内
地
神
楽
殿 

一
|  

氏
子 

有 

前
田
訣
哉 

二

月

三

日
 

有

"

熊
野
講
社
神
楽 

"
 

"

三
八
六
五 

五
月 

八H
 

所
在
地
に
同
じ 

1
1

 

講
社
員
中 

有

遊
楽
座
人
形
劇 

〃 

大
字
三
島
字
唐
堀 

不 

定 

不 

定 

I

〇 

部
落
有
志 

有 

小
池
秀
雄 

四
戸
獅
子
舞 

"

大
字
三
島
字
四
戸 

ー
ー

月

三

。 

三
島
鳥
頭
神
社 

五 

黒
獅
子
二 

四
戸
組
若
者
連 

有 

高
橋
忠
幸 

赤

獅

子I

狐

I

鬼

一



兵
庫
の
獅
子
舞 

吾
妻
町
大
字
原
田
字
兵
庫 

I

月I

四
日 

兵
庫
部
落 

一

〇 

兵
庫
区
長 

太
田
神
社
太
々
神
楽 

"

大
字
原
田 

T
T
月
!
！!

SB
太
田
神
社
境
内 

1
1

三 

氏
子
若
衆 

無

吉
岡
神
社
の
太
々
神
楽 

"

大
字
本
宿 

f
l
n
r

AA
BB
吉
岡
神
社
神
楽
殿 

|

六 

氏
子
中 

有 

橋

川

忠

|  

関
谷
の
ぼ
ん
お
ど
り 

〃

大
字
本
宿
字
関
谷 

A

月I

四
、

部
落
中
央 

部
落
全
員 

部
落
全
員
と
他
部 

若
者
連

五
、

六
日 

白
木
屋
の
庭
で
行
ぅ 

落
を
す
る

関
谷
の
鳥
追
い 

〃 

大
字
本
宿
字
関
谷 

|

月|

五B
 

所
在
地
に
同
じ 

若
衆
二
〇
〜 

若
衆 

無 

区 

長 

早
朝 

三
〇

道
泉
谷
戸
獅
子 

道
泉
谷
戸
区
長
宅 

|

月|

四

日

村

全

戸

を

廻

る 

-

〇

獅

子

二

氏

子

中

青

年
 

有

霞

修

治
 

狐

I  

笛
四

関
谷
の
獅
子 

吾
妻
町
大
字
本
宿
字
関
谷 

一
月
一
四S
 

所
在
地
に
同
じ 

大
人
二
〇 

小 

部
落
民
全
体 

上
ノ
関
区
長 

人
六
〇

古
賀
良
獅
子
舞 

"

大
字
大
戸
字
上
大
戸 

二

月

一

八B

畔
宇
治
神
社 

I
I

 

昔
は
長
男
、

現
在 

上
大
戸
区
長 

|

九
日 

古
賀
良
神
社 

獅
子
三 

狐

|  

は®

由

さ

さ

ら

一  

笛

七

浅

間

神

社

の

獅

子
- 

"

大
字
萩
生 

四

月|

五B
 

浅
間
神
社
境
内 

|

六 

氏
子
中
の
総
領 

無 

大
塚
晴
治 

一
|

月
二
四
日

須
賀
尾
諏
訪
神
社
神
楽 

〃 

大
字
須
賀
尾
宮
ノ
下 

四
月
二
七S
 

諏
訪
神
社
境
内 

二
四 

氏
子
中 

有 

竹
淵
文
吉 

ー  

ニ
月
二
七
日



諏
訪
神
社
神
楽 

吾
妻
町
大
字
大
柏
木
広
石 

四
月 

I  
B

諏
訪
神
社
境
内 

I  

〇 

氏

子

中
. 

無

松

本

政

雄
 

二

月
 

|  
B
 

.

宮
谷
戸
獅
子 

〃

大
字
大
柏
木
字
宮
谷
戸 

1  
ーー1^
ーーー
 I
f

BB
村

内
1

円 

二
 

獅

子

三

氏

子

中
 

無

加

部

利

雄
 

|

〇
月
三

一

B
 

き

つ

ね

|  

え

び

す

一

御
嶽
講
神
楽 

"

大
字
大
柏
木
広
石 

五

月

五
B

御
嶽
神
社
境
内 

一

〇 

御
嶽
講
員 

無

松

本

政

雄
 

二

月

二
B

須
賀
尾
獅
子
舞 

"

大
字
須
賀
尾 

I

月

一

四S
 

大

字

須

賀

尾

二|

八 

五
〇 

氏
子
青
年 

有

竹

淵

文

吉
 

戸
の
全
戸
を
廻
る 

獅

子

頭

二

笛

三

大

太

鼓

I

つ

づ

み

太

鼓

一

佐
奈
神
社
神
楽 

〃 

大
字
大
柏
木
字
宮
谷
戸 

四
月 

一

B

佐
奈
神
社 

I

六 

氏
子 

無

加

部

利

雄
 

二

月

I  
S

田
谷
の
獅
子 

〃 

大
字
萩
字
田
谷 

|

月|

四B

夜 

田
谷
部
落
内 

三
〇 

村
人 

若
者
頭 

羽
田
字
城
谷
戸
獅
子 

〃 

大
字
大
柏
木
字
羽
田 

|
月|
四B

村
内 

四
〇 

無 

若
衆


